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岡山大学教育学部社会科教室内地域研究会第 16央報告啓として,｢古いデルタ虎村の変貌一岡山
県吉備町の場合-｣を公刊する｡
調査の対衷地域は岡山県都塵那智衛町である｡明治 22年 ム月1日町村制の施行にエ9,庭瀬 ,
平野 ,延友 ,西花尻 ,東花尻 ,)圧入のd村が合併 して庭瀬村に ,T撫川 ,大内田 ,甲撫川 ,日畑村
乗組の4村が合併 して楓 Il村tn=なったOついで ,庭瀬村は明治 54年2月dE],撫川村は明治 57
年ム月1日それぞれ町制をしき,昔傭此庭瀬町 .都塵那撫川町となった｡その後 ,昭和 12年 5月
5日両町が合併 し音節町が誕生し,郡建部に編入せれた｡そして古い歴史をもっこの町は ,これま
で新 しい町づくbVC努めてきたが ,昭和 46年3月8日岡山市との合併に上り,行政単位としての
吉備町は発展的に解消し,岡山市の 1地区である書簡地区と在った.
剖 拓町は東西約5･1KJl,南北約 5.5Km,総両横 10･81Kzn3,東Iji岡山市久米 ,北は御津都一宮町
か上び吉備凱高松町に壊し,西は庄村 ,雨蛙早島町 ,妹尾町および福田村に境を接 しており,北菜
の花尻山 .南西の大内田山を除いて ,すべて肥沃な平野で水田が広がっておD,河川は足守川が町
の西北から東商へ流れ ,笹ケ瀬川と合流 して児島湖忙運しているO
特産品としては瀬川 うちわ ,い草 ,丑黄などが .旧跡としては撫川城跡75:どがある｡また .北部
の山甲には岡山県盲億甘年の家があD,/ト 中･漏 ･大学生 ,動労甘少年の教育およびキャンプの
喝として広く利用されているoまた庭瀬の松林寺には絹本若色開山別峰国師頂相 (殻画 )が ,用人
の真如院には木造阿弥陀如来立傾 (彫刻 )があ9,Vlずれも県の重要文化財に指定されている｡こ
のほか ｢話せばわかる｣の名言で有名な犬垂木丑の生家も川人に今なお残っているo
吉備町は ,そのほほ中央を山陽線 ,国道 2号親が貫酉に通過 し,しかも県簡新建築都市の甲核た
る岡山 ･倉倣両市の甲間要衝の地位を占めるという地理的条件に恩まれ ,最近=場の進出を比じめ ,
ベッドクウ/としての傾向が強-Lib,昭利 40年 a672人であった人口は45年把は101957
人と飛躍的に増加している｡
地域研究会は ,肥沃な平野で第 1次産業を主たる竜薬として歩んできたこの町が ,いか75る歴史
的過零を通り今日LR:いたD,新たな時代にいか忙対応し変貌しつつあるかを歴史 ･地理･箆葉 ･経
済.社会 ･教育 .文化の諸分野から総合的に明らかにしたいと願った.
隅宜は昭和 48年 7月25日から5日間を本調査とし,社会科教官8名 ,教室所属5年次学生全
負 ,それに卒業生有志の応稜をえてこれに当たったo調査の過程で種 討々萌し,補足訴査をも行な
い額力したのであるが ,調査経験の雄Ln5年次学生が調査の主体であったことなどから,不十分を
箇所もあるし,間違いもあるかと懸念しているO この点かゆるLを厭いたLn｡ともあれこのささや
かを研究労作が公刊できたのは ,炎暑にも学ほうとする学生の努力もさること75がら,調査を通 し
て終始暖かいと協力をいただいた吉備町史桶さん委見合 ,盲備支所 ,吉備公民館 ,婦人会 ,jR髄 .
商工会 ,学校 ･幼稚園 ,町民の各位の1,-藩であるD心から厚 くお礼申しあげる次第である｡
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第 1葦 吉 備 町 の 概 況
1 位置 ･広ほう ･地勢
吉備町 (現岡山市吉備地区)紘.岡山県中南臥 平温な岡山平野のほぼ中央に位置し,東径 1550
50J～ 155055',北緯 54057′～ 54040/の間作ある｡東部は,旧岡山市に,北部披.旧吉
備郡高松町と旧御津郡一宮町に,西部仕.旧都建都庄村.南部は旧都銀郡福田村 ･妹尾町及び都銀郡
早島町に隣接している｡
東西豹 il払,南北約5.5KEl.総両横 10.81bカの托将長方形の町である｡
書備町はその大部分が模高 2- 5m橿庇の平坦竜神耕平野であD,わずかに北東部に吉備中山の一
部を,南西部に額山の一部を含むが,これらは標石 1007TL程度の花樹岩類と古生屑からなる低Lへ丘
陵であるo
この町の北西から南東にかけて足守川が流れ,町をはずれた東部にかいて笹ケ瀬川と合托し.南下
して児島湾に注いでいる｡
2 吉 備 町 の 沿 革
昭和 12年5月5日.吉備郡庭瀬町と都銀郡兼川町が合併して吉備町膿 生した｡同日都銀郡に編
入され.さらに昭和 46年5月8日,岡山市に合併した｡
旧庭瀬町の地域は.幕藩制期には,戸川氏 (座長五～延宝七),ついで横倉氏 (元敢十二年～)普
領主とする庭瀬藩領 (中田村.延友村,平野村西.平野村仲分,西花尻村.東花尻村.川入村)を中
心に.旗本戸川氏の撫川領 (三El村),蒔田氏の蛇足藩領 (延友村),旗本蒔田氏の三須領 (平野相
乗)等の飛地から成っていた｡
旧撫川領の地坂は,#津別期には,座長五年～延宝七年までは.虞漸帯主戸川氏債,以後旗本戸川
氏領に屈する下凍川村,中嶺川村.大字日畑東銀q:)三力材及び倉教代官所支配の幕府直将領としての
大内田村から成っていた｡
大政奉凱 版頼奉軌 廃藩思腺の変革咋よって,明治4年 7月,庭瀬帝,洩尾藩はそれぞれ廃液県,
洩尾脱となる｡また.明治元年 5月17日,維新軌付紙倉敷県を殻思し.旧幕府直棺領を管柵し,大
内B]村はその管轄に入った｡ 5年5月には水本戸川氏儲 (撫川領)ち,倉敷県の管轄下に入った｡明
治4年 1月.探絶勝の設隆によって,庭瀬腺.洩指腹,倉敷県はその中に編入され,さらに明治5年
5月5日深津県を小田原と改称.明治8年12月.岡山保に合併した○
旧庭瀬町の地域は,郡区町村綴成法 (明治 11年 7月 22日.太政官布告 18号)に基づいて.同
年9月20日に設催された架限郡長の管聴下に入D.また旧#JlL町の地域は同様に都窪郡長の管轄下
におかれた｡さらに明治27年5月29日,勅令第 5 1号によi),都字郡々役所と錘尾部々役所紘合
併されて,都宇部窪屋郡役所となったO明治55年5月4日,法律第28号に上って.賀陽郡は下道
郡と合併して書備郡と在り.都字郡は睦屋郡と合併して都窪郡となった.行政区面としての都制は,
- 1-
大正 12年 5月 51日廃止されたo
廃藩駄県後 ,幕帝制下の村落の合併が進展をどすしろ｡旧庭瀬町の成立渦巻をみると'明治8年9月25日vC,
延友村,平野村(東.西,沖分)摘 花尻村,東花尻村が合併して甲郎 寸となり,明智10年2月15日'中田村 '三田
村及び甲南村飛地㌍合併 しこ庭瀬村になったO同日,甲南村は中EH村の飛地を力晩7㌔ 明治14年9月2日'甲南
村は延友村,平野村,西花尻村,東花尻村の4ケ付に分社 Lたが'市町村別の公布(明治21年4月法律第 1号)
に基づ き.明治 21年 6月 1日,庭瀬村 ,延友村 ,平野村 ,西花尻村 '東花尻村及び川入村が合併 して
庭瀬村が成立した｡さらに明治 54年 2月4日'庭瀬町となった｡
旧撫川町の成立については.明治 21年 4月の上記 ｢市町村制｣に基づき周 年 6月 1日,下鹿川札
中撫川村,大内田札 日畑取組が合併して嵐川村と7M ,明治 57年 6月 1日,撫川町となったo
昭和 12年.庭瀬町と瓶用町の合併によb菅備町が成立し,昭和 46年 5月 8日.岡山市に合併 し
て.岡山市昔備地区として現在にいたっている○
3 現 況
(イ) 概 況
吉備町は (表 1-5- 1参
照)昭和 5D年世帯数1.858
戸,人口総数 8,5 12人であ
ったが.55年には 1,8占5
戸 ･8,25占人と世帯数27
葬 1- 5- 1 世帯数および人口 (書備町 )
昭和 50年 昭和 55年 昭和 40年 昭和 45年
世 帯 数 1.858 1.845 2.121 2.884
人口総数 8,512 8.256 8.672 10.957
罪 4.DD2 5,945 4.151 5,125
女 4.510 4,295 4,521 5,852
戸増 ･人口総数 7占人波とを (注)岡山腺市町村券要覧 (昭和 52,59, 44.46年版)よD｡
9,40年には2.121戸 ･8,672人と世帯数 25占戸増 ･人口総数 454人増となb,さらに,
45年には2.884戸 ･10,957人と世帯数 785戸増 ･人口総数 2.285人増となっている｡
また産業別就凍者数を第 1次産菜 ,第 2次塵廉 ,第 5次産薬の5部門にまとめてみると (表 1-
5- 2参照),昭和 55年においては第 1次産業就業者数 1.404人 (55･8頭),第 2次産農
1,157人 (29,0飾),第 5次産業 1.582人 (55.2年)であったが,その後次第に第 1次亜美
就薬者が減少,筋 2次･ 襲 1-5-2 産業別就薬者撒 (吉備町)
第 5次産業就業者が増
加し,昭和 45年には
第 1次産業 1.252人
(21･7帝).第 2次
産 典 1.852人(52.1
飾),第5次産菜 2.6
49人 (45,9飾)と
就業者政にかいても.
昭 和 5 5 年 昭 和 4 0 年 昭 和 4 5 年
第 1次垂井 1.404 (55.8) 1,595 (51.5) 1.252 (21.7)
第 2次産業 1.157 (29.0) 1.507 (29L4) 1.852 (52一1)
第3次産業 1.582 (55.2) 1,750 (59J5) 2.649 (45,9)
(荏)岡山邦統計年報 (昭和 58,40.45年) よb算出｡
( )内性構成比再を示す｡
またその構成比にかいても第 1次産業は就少し.筋 2次 ･約 5次産業は増加している｡
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このような近年の世帯数ならびに人口群数の急増,しかも垂薬別離共著数ならびにその構成比にか
ける第 1次産業の減少,第 2次 f第5次鹿央の急増という現象吐,本町が岡山市,倉敷市を中心とす
る県南広域都市圏の中間音節の地位にあって.しかも山隈橡,国道2号顔が当町を東西に通過すると
いう地理的条件に恵まれていることから,最近工場の進出をはじめ.岡山市のベッドタウンとしての
傾向が強まってきたことによるものと思考されるo
(ロ)産業の現況
(a) 窮 1次産業
吉備町は岡山 ･倉教両市の接点としての地位を占めているだけに.安通の発達と都市化の進展にと
もない,本町の農薬をと9まく経済社会環境は急速に変ほうしている｡衆 1- 5- 5によれば,姓家
政は昭和55 表 1-5-5 鹿家数および経営排他面舵 (吉備町)
年859戸,
40年 827
戸,45年 8
05戸と減少
傾向をたどっ
ておD.こと
に農家の階層
が大きく変動
し.昭和55
年卑薬兵家数
55占戸 (漁
家総数の41.
4%),##
A家故 505
戸 (同 58,A
飾)であった
が, 45年に
は専典故家数
100戸 (義
昭 和 5 5 年 昭 和 4 0年 昭 和 4 5 年
A 専 業 556 (41.4) 149 (18.0) 100 (12.5)
米菓 第 1 種 524 (57J7) 587 (46,8) 515 (590)
家顔 第 2 種 179 (20.8) 291 (55一2) 590 (48-5)
計 05 8.占 678 82.0 70 87.5
合 計 859(100.0) 827(loo,0) 805(100.0)
経営 ～ 50a 517 511 5145na-1.O丘α 53 5 Dd
耕也 1.0んα～ 1.5んα 185 176 158
氏狭 1.5九α～ 2.0んα 20 22 22
刺A 2.0九α～ 2 5 5
寡数 例外規定鹿家 4 - -
合 計 859 827 805
経普 田 5417ha 555-7ha 504.8九α畑 1 5 18.占 219
耕地南棟 樹 勝 地 ?.7 10.4 7.4
合 計 58占.9 5占2.7 554.2
(荘)岡山頻統計年報 (昭和 5占,40,44年)よbo
家総数の 12.5 ( )内は構成比蕗を示すQ
宙),来英銀家数705戸 (同 87.5飾)と農家数においても.また構成比に=糾 -1ても専業勝 壮散
渡し,兼薬兵家が増加の一途をたどってかD,しかも渡英般家のをかでも筋 2楼兼薬姓家が昭和 55
年 179戸 (鹿家総数の20.8多)であったのが.45年には590戸 (同48･5率)に増加してい
る○
このような良家数の減少と兼薬化の進むなかで,昭和 45年におレゝては曲東総数 8O5戸のうち経
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営耕地面耕 1hα以下の免家政は 占20戸 (農家総数の77･2序), 1ha以上の農家数 185戸 (同 2
2.8飾)で. 1戸当b平均経営排他両横は66･5aとなっている○
また経′昌博f地面横は.住宅 ･工場 .その他への銀地転用の急増によb減少を続けているoただ畑の
みは増加しているが,ウエイトは微小である｡田は淑少しているが. 45年経営耕地総面稗のうち9
45多を占め (黄 1- 5-4参照), 表 1-5-4 経常耕地両税
水田率は全乳 岡山腺に比べて高い｡
次に当町の特産品としてのい草は'
従来鹿家の大きい所得源であったが.
最近比後退の傾向にある｡岡山県全
体のい草作付両横 ･収穫i止は.東 1
-5-5のように年々就,少傾向をた
どD,昭和 52年に作付両横4.472･
7ha,収穫-Llr49,000トンであった
が.昭和 45年には作付面僕2,050
ha.収穣丑 2q.180トンと半減した｡
この昭和45年収穣iT:.･は全国シェア
経営耕地 田 畑 樹Eil地
棉成比㈱ 盲 昭55年 100.0 9&.0 2.5 1.7
偶 48 100.0 94,8 5.5 1.8
町 45 100.0 94,5 4.1 1.4
岡 55 100.0 74.1 21.8 4.2
山 40 100.0 75,5 19.9 4.8
県 45 100.0 75.2 19.2 5,6
(荘)吉備町は岡山腺統計年報(昭和Sd,40,44年)よb
井出｡岡山県と全国は ｢統計からみた岡山県｣(54
ページ)よb｡
20･5虜,第 2位で,いせだ全国で大きいシェアを
占めて壮いるが.価格の急騰急落にともない生産丑
の変動が撤しく投機性が強く,しかも主産地である
岡山 ･倉敷近郊の都市化の進行,農業労働力の不足,
他県 (九州.四国)の進出による競合も激しいため,
後退を余儀なくされている｡このようない草をとb
まく環境のなかで,岡山 ･倉敷両市の接点としての
地位を占めている吉僻町のい草は,表 1- 5- 6の
ように,その作付百校 ･収確立ともに年々滅少の一
途をたどっている｡
昭和 45年 2月 1日現在の保有山林両横は117
haで,そのうち天然林 115ha.人=林2haである｡
山林地域は地味不良な粗感林が多く.用材生産に適
せず.また生活様式の変化によ9,架材による薪炭
常食も減少の一途をたどってV,るため,林集として
の経営はなbたた-ないのが現状である｡
(b) 第 2次産業
総理府統計局が5年ととに行なっている rS楽所
統計調査｣VLよると (表 1-5-7参照),昭和44
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表 1- 5- 5 い 草 (岡山鬼)
作 付両 所 収 穫 母
昭和 52年 4,472,7ha 49.ooot
55 5.6992 59,SOD
40 5.890 42.600
42 5.580 59,200
44 2,870 51.000
45 2.050 20,100
(注)岡山原統計年報 (昭和5占.40,
45年)よD｡
表 1-5- 6 い 草 (吉備町)
作 付面 棟 収 穫 もi
昭和 56年 162ha 1,897t
58 212 1,9?8
40 161 1.720
41 140 1.550
44 129 1.458
(注)岡山脱市町村教習覧 (昭和 57,
59･41,42.45年版)よb｡
年号備町にかける第 2次
産兵に属する審美所数は
220 (事業所総敢565
の5a9飾).従業者数
は 1･819人 (従業者総叡
5,590人の50,7多)
で.従業者数は昭和 55
年の818人の2.2倍に
増加している｡そのうち
娼投薬は串某所数 54.
従発着数 247人.救造
業は事典所教 186,荏
弟巻数 1.572人で,こt･
忙到造薬事業所の従集者
故 1.572人は従兵者総
数 5,590人の45･8多
表 1- 5-7 産業別事業所数 ･徒弟者数 (吉備町)
亜 完 昭 55. 6. 1 呼 44, 7. 1
車某所数 従菜者雛 串菜所数 従兵者数
堅 鉱 某磁 殻 美 - - - -21 92 54 247
吹産莱 輿 進 一等 198 726 186 1.572計 219 818 220 1.819
第 卸売典.小 売 巣 174 405 177 617金融 .保険 業 4 26 8 56
吹 運 輪 .通 イ言±蕉 9 95 15 585
産 現気 .ガス .水道虞 1 Ⅹ 2 29
薬 サ - ビ ス 三藁 87 255 110 658
鮒 277 762 545 1,771
総 故 496 1.580 565 5,590
(江)岡山煉統計年報 (昭和 5d1 45年)よbo
をも占めているので,次に製 造 典を概観することにする｡
昭和 45年 12月 51日現在で実施された工菓統計調査 (通商産某省所管)の結果によれば (葬 1
表 1- 5- 8 製造 業の弟種別駐英所激 ･従兵音数 ･製造品出荷額等 (青備町)
(単位金額 万円)
業 種 昭 和 5 5年 昭 和 4 5 年
事典所敏 #簸Eb # 遺 品出荷敬等 事共所数 従業者数 水 道 品出荷額等
食 料 品 製 造 英 4 之9 1.861 4 80 21.555
級 維 工 業 5 45 7.594 5 47 15.2占0
衣服その他の繊維輿晶叔遺業 - - - 1 冗 冗
木 材 , 木 製 品 射 遭 遇 - -- - 2 48 20.445
家 具 装 備 品 乱 造 菜 4 42 2,615 18 202 54.154
パル7.軌 叔加工品製造弟 1 ‡ Ⅹ 1 Ⅹ Ⅹ
出版 印刷 .同駅 連 産 廉 1 Ⅹ Ⅹ 2 142 88,585
化 . 学 工 弟 1 冗 Ⅹ - I-.lI -
裁めし力め 同製品 毛皮熟達農 1 Ⅹ Ⅹ 2 21 2.029
窯業 .土 石 水 晶 輿 造 兵 1 Ⅹ Ⅹ 4 50 28.588
金 属 製 品 製 造 業 - - - 9 178 48.551
一 般 機 械 器 具 灘 遺 業 8 180 8,092 10 475 525.202
輸送用横棚 番異 教 造 兵 1 Ⅹ Ⅹ - - ■-
柑 密 機 械 器 具 製 造 業 - ■l- →- 1 Ⅹ 冗
そ の 他 の 磯 遺 業 157 373 16,405 105 2 4 8 2 7.190
(江)岡山県統計年報 (昭 和 5 6 , 4 5年 ) エ90
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-5- 8参照).吉備町における昭和 45年全教造業の匙遺品出荷額等は昭和55年 59･575万円
の約 16倍の占51,159万円である｡ことに一般機械器具斜道菜壮 10の事兵所 (創造美事茶所総
数 160の占.5飾)で従業者475人 (興造築従菜者総数 1,451人の52･7蕗)を擁して,水道品
出荷額等525,202万円 (全穀造兵出荷額等 651.159万円の5115飾,昭和 55年出荷飯等
8.092万円の約 40倍)をあげているo次V'で事業所軒 2,従業者数 142人の出版印刷,同関連
産業が穀造品出荷額等 88,585万円 (全製造農出荷痕等の14･0帝)を,事業所赦 18.従薬者数
202人の家具装備品救造兵が 54.154万円 (同ad帝,昭和 55年出荷甑等2.615万円の約2口
倍)杏,部某所教9.従発着数 178人の金属製品製造業が48,551万円 (同7･7序)の水道晶出
荷額等をあげているo
h魁晶の町として栄えたが.原料い草の生産は既述のように最近後退憤向にあ9.しかもい魁品の
晶質,価格の面で後進地と競合してお9,特に化学製品のP'Pに押され.伸び悩みの状態で逐次後
退しつつある (第 7薄経済構造 ･4=菜 ･Hh草加工兵参照)｡これに代わって,機械器具 ･金属救
晶 .家具装備品など当町にとっては新しい製造薬が最近台頭してきている0
(C) 第 5次産菜
表 1-5-7によると.昭和 44年吉備町vcおける第5次産業に属する専業所数は545 (事業所
総数 565の61.1飾),従業者数は 1.771人 (従兵者総数5.590人の49.5多･)'で,卓業所凱
従業者数はそれぞれ昭和55年の112倍, 2･5倍に増加している｡そのうち事業所数 ･従業者数がと
くに多いのは卸売薬 ･LJ､売薬,サービス業である｡
表 1-5-9 規模 (常時従業者による)別商店数,常時従業者数.
年間商品版売額 (吉備町)
規 模 別 昭 和 5 7 年 昭 和 4 5 年
商店数 従兵者数 年間販売額 商店数 従兵者教 年間販 売額
1^ ～ 5^ 145 250 19.875万円 140 259 79.2日万円
4人～ 9人 10 54 18,712 21 125 104,415
10人～ 19人 5 41 27,885 4 占7 51.277
20人.-29人 - - - - - -
50^ ～ 49^ - - - 1 Ⅹ Ⅹ
50人～ 99人 - - - 1 Ⅹ Ⅹ
100人以上 - - - 1 Ⅹ Ⅹ
(荏)岡山県統計年報 (昭和 5占'45年)よD ｡
表 1-5-9によれば.伯和 45年書傭町内に存在する卸売業 ･小売業は商店数 168.従業者数
占82人,年間版売額 5占4,990万円である｡昭和 57年当時にかいて絞,従兵者20人以1の規
模の商店は存在してい72かったが,捌 口45年には5商店出現している｡なお昭和 4 5年巣種別商店
軌 従業者数,年間版売額を表示すれば.表 1-5- 10のようである｡第 7牽経済耕造 .5商業で
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表 1-5- 10 業種別商店軌 従業者軌 年間依託額
(45･6･1) (吉備町) (単位金額万円)
兵 揮 別 商店数 徒桑者故 年間廉売額手数料その他のサービ耕 収入額
卸 売 兵 15 258 244,971 ll,551
代 理 商 . 仲 立 業 1 Ⅹ - Ⅹ
各 種 商 品 ′ト 売 薬 - - - -
放物.衣服.身の回b晶小売果 15 57 7,116 50
飲 食 料 品 小 売 業 dD 146 48,840 2
飲 食 店 27 72 7.755 -
自動車.自転車.荷車等小売弟 6 19 15.871 562
家具 .建具 .じゆう器/J､完策 14 55 ll.905 275
そ の 他 の 小 売 業 52 155 28J52 161
(注)岡山県市町村勢費覧 (昭和 45年版)よD｡
蛾扱っているように,昭和55-45年の10年間に剥ける当町の卸売業 ･小売業は,大体にかいて
岡山yJ'i-全体よDもその伸長の度合が高い｡これ仕,当町が腺南広域都市圏の中核である岡山,倉敷両
市の接点としての位置を占め.しかも国道2号点と山陽藤が東西に走るという地理的条件に恐まれて
いることから,最近内陸工業用地あるい仕岡山.水島の臨海工菓地帯のベッドタウンとしての傾向が
強まってきたことによるo
←う 教育 ･文化 ･医療施設等
教育施設としては中学校 1 (公立) HJ､学硬 1 (公立) ･幼稚園 2 (公立) ･短期大学 1 (私立)
が,文化公共施設としては公民館 1･社会体育施殻 1がをb,また水道普及率は90･占啓 (45･5･
51現在).テレビ受信契約数2,405(45･5･31現在 ).有線放送加入Ⅷ語数 891 (45112･
51現在)である｡医療地殻としては一般診席所 9･病院一般診療所病床数551歯科診療所5･医
師 12･歯科医師5･薬剤師6 (44.12･51現在)で.その他公衆浴場が2軒あるo
(j 史跡 ･文化財等
松林寺にある納本若色開山別格国師頂相 (栓面),禾如院の木造阿弥陀如来立健 (影亥の ,史跡と
して#Jl城跡,伝賀陽氏頗跡が脱の指定文化財として,また撫川うちわ製作技術の保持者として布野
定番氏が腺無形文化財に指定されるなど,書傭町には腺の指定文化財が5件あるo
また犬輩大豊生誕の家が大字川人 にあ9.-スて有名な大賀一郎博士 (当町出身)が木生食の辻徳
をしのんで,かの名言 ｢話せばわかる｣の文字を劇んだ碑が,1､学校校庭 (大字庭瀬)に建てられてい
るO
的 岡山市との合併
岡山市.倉敦市を中心とする県南地域は.新盤ぷ都市として指定されて以来,全国的な開発拠点と
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して注目をあび,しかもわが国経済の急速A攻究展にともない,岡山 ･倉敷両市の接点としての地位を
占める吉備町は,=場用地あるいはベッドタウンとしての傾向が強まD,いわゆる地域革命の進行に
ともない,著しく変ほ うしようとしている｡すなわち経済社会の発展過嶺にIJA,いて顕在化した地域経
済の変動によって,市町村の区域をはるかに越えた広域的な日常生活が営まれるようになD,市町村
の区域よb広域夜範囲における中心都市を核とする中心指向型の地域社会が形成され,行政において
も広域生括潮にかける常襲に対応する体制整備の必要にLj-せられるようにをってきた｡
このようを情勢のもとで,昭和 4占年 5月8日岡山市との合併によD,行政単位としての吉備町は
発展的に解消し,岡山市の1地区としての盲備地区と在ったわけである｡長期的.広域的視野にたっ
て,創意と工夫を加えた計画的恵都市づくDの一環としての吉備地区づくDを進め,近代的75:頓能と
膏偶地区住民福祉の向上を推進するために,市当局はもちろん地区住民の一層の梢進を念庶するもの
である｡
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第 2葦 自 然 環 境
1 地 形 と地 質
吉備町は.岡山県中南部,平短夜岡山平野のほほ中央に位置している.そして,東部は岡山市に
北部は旧吉備郡高松町と旧御酔郡一宮町VC.西部は旧都建都正村に,南部は都窪郡福田村.早島町,
旧妹尾町に隣接する,両帝 1.081切′.人口･1D.957人 (昭和45年 10月国勢調査 )のほほ
長方形の町である｡
吉備町は,その大部分を標高2
- 5m竜虎の平連な平野が占め,
わずかに北東部に吉備中山の一部
を.南西部k:旗山の-部を含むが
これらは,標高 100m種皮の花
樹岩類と古生膚から成る低い丘陵
である○この町の北西から碑東に
かけて足守川が流れ,この川は,
吉備町を少しすぎた地点で笹ケ瀬
川に合流して,児島帝に注いでい
る.また,国道 2号漆と国鉄L日傍
本線がこの町の中央部を東西には
しっておD.岡山市の中心部から
約 dl卯のこの町は,非常に交通
の健のよい,ひらけた町である｡
吉備町の大部分を占めている平
匡ヨ 花 - 軌 EZ )漂 若 岩 窟
∈≡∃ 古 生 ■ 区∃石英閃舶
Ef3] 山 砂利 JI [::コ 沖 繊 層
阻2-1~1 地 質 阻
r耶LJ帆 t'1963):r軌11鼎地文図より
0 1柵
捜75平野を構成しているのは沖横膚であるが,沖′耽層と一口にいっても,人によっていの定義はか
なり異なる三) ｢沖棟屑｣は,欧米では普通,水辺の堆櫛軌 とくに河川ぞいの堆成物より成る地
層の意味をもつが,これに対して日本では.｢洪枕層｣と対忙しズ時代的な意味をもたせる用法が多
いようであD,最近の ｢沖耕屈｣の用法は.次の 2つの意見が強い上うであるo ｢第四紀沖棟世,
すをわち最終氷期最盛時以後に.主として水成堆鉄にエD形成された地層｣とする意見 (井関
1962沖 最後の (約 18.00 0年前の)低海水#_期以後の堆額物のすべてとする意見 (たとえば
渉EB.19 日 )と,殺後の海水準1昇湖の問の変化状態に対応して細分される(約 10.000年
前の/｣､低下糊以後の)平野下唯横物の上部のみとする意見 (たとえば.有明海研究グルーブ,19
65)である｡このようにいろいろな意見はあるが,ここではウルム氷期の殺大海低下湖 (約 20.
000年前)以後の堆耕物を ｢沖横届｣とする0
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さて.ウルム氷期以後の海面上昇
の梯子は,見境爽平5klると投式
的には図 2- 1-2のようであった
と考え られている｡この図を見ると
現在の海面 よりわずかで(rまあるが海
両の掻 い時畑が存在したことに気づ
(｡この海面上昇期について,彼は
次のように述べている｡｢この縄文
海進 とよばれるものは.縄文時代前
糊に最高位に遷 し,その後,多少の
海面低下によって現在の水準にさが
洪 対比ビlルム 水叩
図 2- 1-2 約 2万年以来の海面変化の模式曲線
日本の考古学 1 先土.監護時代 p41よb
地 平時 代
絶 対 年 代
ったことが,日本の各地の月凄 .とく関東地方のJa壕の研究によって知られている.なお.縄文時
代中 ･後期の海面低下や弥生時代ころに,/トさい海面上昇期がかんがえられている｡｣
これを岡山県についてかんがiてみると,岡山腺南の瀬戸内低地帯に外海から海水が没入し始
るのは,ちょうど旧石器文化食後の人々が居住 していたころで,今から約 1万年 くらい前と推定さ
れているO以後 ,海水の流入 とともに海面は除々に上昇 し.経文時代早 期に至るまで続き,縄文
時代前期になってようやく停止.+る｡
さてこの吉備町大内田には,大 内田見牒とよぷ縄文時代
後期の逸物を主体とした見様が知られている｡この月項は
国鉄山陽末娘庭瀬駅の南西部の塚山の北斜面につくられた
もので.瀬戸内の縄文遭跡独特の立地点,つまb谷口につ
くられた砂洲上地形にのっている｡この見壕の堆横状態を
模式的に示した ものが図 2- 1-5である｡これについて
｢岡山県の歴kJ4)には次のように紀されているo ト 番
深い層からは,カキの純月屑の中に中期縄文式土器を出土
し,それから上部へゆく忙したがい,よ9新 しい経文式土
器が発見されている○この各縄文式土器が各層の時代を示
しているわけである〇一番古レ-⑦ の時代は ,かなb塩分の
強い海に住むカキがあD,④ の時代になると,やや塩分の
低いノ､イガイなども堆併 し.⑤の時代になると,塩分の低
いノ＼イガイを主体 とした月屑と変わD,⑦の時代に在ると
さらに塙分の うすいヤマトシジミの月層に変わっている｡
これらの月は,それぞれ当時の人々が捕食 した戎bもので
各時代に周辺の海がどのような状態であったかを示 してい
-10-
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図 2-113大内EB月壌堆横状態模式図
岡山県の歴史 p17よb
るわけであるo｣つまD,前･中期縄文時代には.この大内田の付近は海が帝人 してかれ これも
カキが三体となるような,かなb塩分の強い海だったエうである｡そして,次の縄文時代後期のは
じめころは,海の塩分も少 し就少し.海の押収作稲は一一歩前過したらしいOこれが夜かとろから終
わりと却ひ㈹ さらvE進展し,Lll鹿の浜辺で払 すご忙汲水化の傾向があらわれはLm たと推定できるQ
次vC,盲 備町 とその周辺部 のい くつかの ポー リングデー タか ら .この沖税平野
の基底につ いて考え てみ ようと思 う.沖頒Jdの基底 yCつい て .井関 5)(19‥ )
は, ｢ウルム永湖の偉 大海面 低下期の旧河 口 (現 在 の - 1 007花等深 線 vcよっ
て代表 )から試錐点位置が水平距離的に離れるほど,沖朋層の屈原は反比例的に減少 し,紀伊水道
にある- 10 0m等薙線から約 118kmにある大阪帝付近では,沖横周速度傑層上面まで約5 5m
mの沖横屑があるが, 155wIZは放れた岡山県児島湾では, 17m内外で沖GL-層誠底政府に遵して
いる｡｣と述べている｡つまD,被は,ウルム氷期の叔大海面低下朋には.海面は外洋では現在の
- 100m等架静あたL)まで低下 し,そのため瀬戸内海はほとんど陸化 し,･児島袴から大阪帝を嘩
て紀伊水道-長大を川が流れていたとしている｡そ して.児島湾で 17m内外で連するという沖併
層基底疎膚は,その川筋に存在する裸雁であると考えている｡また日太の沖横屑の研究におLrlて,
その基底は砂疎層であるとされている｡図2-114のポーリングデー〆)においては,児島帝治.
岸の岡山港付近では 17- 18m ,青井川河口付近では, 25mの深度で砂棟層に連する｡
これが,井関の述べている沖棟層基底碓屈に相当すると思われる｡ところがこの砂珊屑上面の連続
を吉備町で求めると.岡山港付近で蘇鹿 17- 18mの砂傑眉は.足守川にそって河口からはなれ
るにしたがってだんだん浅 く夜b,吉備町南部では 10m ,北部では dm毎度と夜D,さらに北部
の高松町では 5m程度となる｡ところが.旧都盛都庄村.旧御津郡一宮町 ,岡山操庫場などでは,
上述のポーリングデータと比較して少し砂硬雁上面が深いデータがある｡現在鞍科が少なくてはっ
きbLたことは言えないが,吉備町の砂裸届上面の深度の傾向から考えると,これらの5地点の砂
練屑上面は少し深すぎるような気がする｡ この深度の差異は何を意味するのだろうか〇
一万,茂木昭嘉 )(19日 )は,備讃瀬戸鹿部の海底には5つの平坦面,す夜わち0- 6m平
坦面, 10- 25m平坦面 , 40- 50m平祖面があ9.それらの性格は次のようであると報告し
ている｡ 0- dTT平坦面は,親衛成面に関して波浪によか侵蝕または堆潤されてつくられた平坦面
であ9, 1 0- 25nZ平坦面おLtぴ 40- 5 0m平坦面は,現在よDもそれぞれ約 10mおよび約
40m低海水準時に形成された海底段丘であるoこ頒 底段丘は,鮮新世宋尤いし灘併せ旧期の漠
灰角疎岩および枯土層を基盤とし,これを砕くおおう砂鮮層を段丘堆棟物 とする地形面である｡
そしてまた, 10- 257〝平坦面は.中間の傾斜変換部により上下2段に細分されてお力,このう
ち下位面は, 40- 50m平坦面よjH鯵成時代が古 く,40- 50m平坦面の形成にあたっては約
5 0mの海面低下をきたし,そのため 10- 251TL平温面は段丘化し,その外棟は侵蝕されて基盤
岩を煮出した段丘盛となついてるが .上位面は神戸内海において縄文早期に現水深 15- 20m付
近に海水準の一時的低下,または上昇の停滞があった時に形成されたもので.4 0- 50抑平捜面
の形成以後のものである〇
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1 旧剖 倫郡高松町 2 署備町小西 5普備中学校
占庭瀬駅南 7 吉備町南部 8-10 岡山啓付近
12 書井川河口左岸 15岡山市十日市 岡山製糸K K
18 旧御津郡一宮町矢坂 19 岡山線本物
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図 2- 1-5は , 40- 5D7TL
平坦面形成当時の海水鞄を ,覗
海面から約- 40mとして作成
した盲地理図 (茂木昭夫による)
であるが,これに上ると当時の
備讃瀬戸は , 10- 25m平坦
面が段丘として広Lへ海岸平野を
形成し,当時の水域は,巾約 1
甘〝の狭い水路と食って東西把は
しっていたと考えられている○
そして,この海而低下期が洪耕
Lu一最末期のウルム氷期の搬大海
両舷下期に対応 し, 40- 5 0
m平坦声が沖積層其底面である
としている.
前述 したように,井関は児島滞
沿岸で深度 17m内外に存在する
砂陳屈上面を沖穣層基底面として
いるようであるが,茂木は備諏瀬
戸東部の海底に存在する40- 50
図 2-1-5洪横世最末期における備諏瀬戸東部の古地理図
縦線 :当時の陸地
横線 :現在の陸地
茂木昭夫による｡
m千旦面を沖席屑基底面としている｡それでは.この2つの面は連続するのであろうか｡足守川ぞ
いについて砂硬層
に連続すると考
えるのが一番自
然であるように 図 2-1-6 足守川沿岸における砂鎌層上面の深度
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思えるoとなると,先述したように40- 50m平盤面がウルム氷期赦大海面低下期の確 面であ
9. 10- 26m下位平坦面はそれぞ酌把形成きれ,40- 507〃平坦両の形成時には段丘 として
広い海津平野を形成 してかD,この面に連続する砂裸層の上面は.最大海面低下親以前にその原塾
は形成され ,最大海面低下細には広い台地面または段丘而となっていたと考えられるOそして,40
-50ln平坦面に連続するのは,この広い台地面あるいは段丘面を開析して流れた谷底蘭では毛い
かと思われるoそ して.先に述べた砂錬屈上面の味い地点が,との当時の谷にあたったのかもLZLを
hOしかし資料の不備と不足のため.これ以上の脹給を進めるととができないOまた約 10.000
年駒の一時的海面低下.あるいは棒面停滞期の堆横物についても,埋収谷中の堆初物中や.児島湾
逝辺の-15- 20m以下の塩原された台地面上あるいは段丘面上に堆頗 した可能性が考えられる
が,図 2- 1-4園のポーリングデータたけでは何も言うことができないO
ととろで,もしもとの砂牒F#上面がウルム氷抑救大海面低下期の谷とみられる備讃瀬戸の- 40
- 5072面に連続すると仮定すると,い くつかの難点があるoすなわち,は堵β建部庄村.旧御津郡
一宮町 ,岡山線直物の吸い砂嫌層上面をとう考えるれ また備訂瀬戸において巾約 1L07の谷の上
流にそれほど広レ､谷があったと払敬えないので.砂茂層上面の広い連続をどのように解釈するかな
どの問題がある｡
それで,この沖棟平野の基底については次の⊥うに考えたO先にも述べたように,ウルム氷期の
眉大海面低下期の岡山一平野は広い台地または段丘であ9,この台地あるいは段丘を開析してせせい
谷筋が形成されていた○そ して,海面上昇にともなってこの谷蛎は埋横きれ,ついで広い台地面1
あるいは段丘面上にも堆偶がすすんでいった｡このように沖債層の基底をかたb起伏のある面と推
定する｡そして盤凍された谷底が海底の40- 50m平坦面に連続し,当時の台地面ある叫ま段丘
蘭が児島湾付近の 17〝傾 度の砂俳層上面と考えるo Lたがって,これに連続するとみられる膏備
町の地下6- 10m付近の砂嫌層の上面も,ウJt,ム氷期最大海面低下期の台地面あるいは段丘面と
推定する｡ただし,この推論は,わずかを資料から大隠な予察をおこなったもの夜ので,精細を軽
科の暮秋をせって再検討されねばならないだろ90
ところで,先に述べたように吉備町に1,-いて牡基底である砂嘩層の上に海面上昇とともに沖積層
が堆債 し,やがて先に述べた経文海進を居てしたL,l把陸化し,現在に至るのであるが,青備町が陸
地となったのはいつとろであったろうか｡
奈良時代の梅錦 や干拓の状況を知る史料 として.奈良の都に栄えた大きを寺院の縁起や寺領の
記剛 ;あD.｢岡山市AB)J晦ま吉備町のす ぐ粟の大安寺付近について次のように記されているo
｢郡蕃類従第十五輯駅家部におさめた ｢大和園大安寺伽奄簸起托記載財傾｣によると,天平 20年
( 748 )現在で伊勢 ･備前など7ヶ国確 田,束墾田を合せ9 94町歩の寺領をもっていたこと
がわかるoそのうち備前国の寺領はつぎの三尊で.岡山市域とその付近に合計 150町歩を領して
レヽたo tし
備 前 国 膏百五拾町 的廿三町 .末節-首廿七町
上 道 郡 五十町 大多羅葦原 四垂.象山守江,南海 閤石門江 北山
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御 野 郡 五十町 長江原 四至 ,東丹比異人墾田 南海 酉津高界江 北石木山之限
津 高 郡 五十町 比兼帯原 因量 ,東都江 南海 西備中界 北山 百姓墾田糖剤 艮｣
このうち上道郡五十町大多羅原葦原は,現在の岡山市西大寺である｡御野郡五十町長江原は,石
木山 (今の矢坂山,万成山の山塊 )の南にあって,現在の岡山市大安寺やその東の上野田･正野田
あたDの前面に.50町の原野が一画をつ くっていた｡そして東に丹比夷人の開亜 した田地があb
西は醇高界の入江であった｡この入江は,そのころ笹ケ瀬川が河口をひらいていた入海で,大安寺
と一宮 との間-湾入 していた｡この入江が御野郡と津南郡 との境界で,その西に比糞葦原があった
わけである｡津高郡五十町比美 原は,御野郡の酉に存在し,西の備中界とい うのは,旧白石村大
字花尻 (現在岡山市白石 )と都窪郡吉備町大字東花尻 (現在岡山市来花尻 )との境界線で,山の南
の平野には南北に ｢境目川｣が通してあるo填た首
姓墾田の堤とあるから,入江の一部がすでに親塾せ
られ,その挺防が境界になっていたのである｡その
想像EgTを描けば図 2-11 7のようになる ｡この史
料から考えられ ることは,当時吉備町付近の押横平
野の南部は,まだ全部が平野となっていたわけでは
たいが,大部分は条里のひかれた安定 した平野と怒
っていたらしい｡
7fた 10世紀半ばに細さんされた ｢和名抄｣には
長
｢庭妹｣｢撫河｣という地名が見 られるし,イ筒中の 図 2-1-7
｢吉備津神社文番｣の建久 4年 (1195)の神主
賀陽朝臣某節状によると,当社の付近の摩妹郷のあ
現在の岡山市画境すなわち備前国の
酉墳付近を奈良時十解:復元 した図
岡山市史 古代鰐エD
た射′こ条里制のあったことが知 られている｡この時
代になると,宕傭町もその大部分が条里のひかれた安定 した平野 とそっていたことが推察できる｡
ところで沖積平野の形成は新 しく,その地形は堆横地形 として比軟的 よく保有されている｡
したがって,デ中領平野の形成過程は地形によってもある程度理解できる｡沖耕平野の地形として主
をものをあげると,沖磯扇状地.自然姥防,デルタがあるが,この吉備町の付近では自然堆防が見
られる○山地を出た河流は,急激にその流速を淑 じ,扇状地を形成する｡扇状地の下流は低平 とな
り.洪水時でか すれば冠水するととの夜L,氾膿尿と怒れ この氾濫原には ,河道沿いに一連の帯状
の高ま Dが見られるくつこれが自然堤防である○これは洪水時に河川が運んできた物質が ,水がひい
た後に残 って生 じた堆積地形である｡構成物周は王にシル ト･細砂で,排水かよいため古 くか らこ
の徴高地には鎚藩や畑地がつ くられている｡自然堆防閲の低地は後背艶地とよばれ,粘土質土壌か
らなる排水不良地である｡水田として利用-されている場合でも湿田と在っているととが多い｡旧流
路は ,航空等充 よD耕地区割の乱れから訳みとれる｡ しかし,自然韓防 と後背湿地の差はわずかで
あるので ,吉備町の場合は航空写真からは統み とれないが,実際に歩いて見比べると,硯流路や旧
流路に沿 って徴高地が見られるととろがある｡また図 2-1-5のポーリングデータの深度2m以
11ムー
伐の堆秋物からも.その地点が自然姫防的なところであるか.後背湿地的なところであるか判別で
きる｡つまb2m以伐に粘土が多ければ後背湿地的なところであろうし,砂 ･シルトが多ければ自
然姥防的をところであろうO吉備町に残存している里道改渉工草啓の縦断面図によると,やや高い
無宿のある場所が自然堆防的をところであるが,低い挟背湿地的なところとの福渡差は,せいぜV1
2尺 (約 60cnt)たらすである｡しかも.盛土をした上に家屋を建てたことも考えられるため,果
たして2尺 (約dOcn)あったかどうかもはっき9言えをい｡嘗えることは.自然姫防的を徴高地
上に集落が多いことと,その自然疑防的徴高地 と後背湿地的低地との高度差は,ほんのわずかでせ
vlぜい2尺 (約 dOcn)春慶である｡十二カ輝周水の幹韻をはじめとする用水路は ,このような自
然輿防的徴高地上を流れ,後背湿地的低地を悉水路 (排水路 )が流れている｡
､ . (村 上 良 子 )
注
二' 1) これについては,中川久夫が次の論文で紹介している｡
中川久夫 (1966):｢沖銀屑｣について.第四紀研究 ,第5巻 ,第5-4号.
F 2) 井関弘太郎 (19占2):沖棟平野研究の基硬的問題点･名古屋大学文学部研究輸集XXⅥ,
史学 9.
5) 月壕爽平 (19 65)'.地形の変化 (日永第四紀の自然 ).日本の考古学 ,p41･
4)) 岡山県 (1962):岡山県の歴史,第 1茸 第2節.
5) 井関弘太郎 (196占):沖僚届に関するこれまでの知見･第四紀研究,第5巻.第5- 4
号.
6) ボーリング柱状図は次の資料によって作成 した0
. 1.5,7- 12は,通商垂菓省企某局立地指尊重,岡山県 :昭和45年度工場適地調査B,
岡山 ･西大寺=薬地区によるo
r- 2, 15,19は,樫済企画庁開発部 (1957):全国味井地層ft科台帳による0
5,4は.束建地屑株式会社の調査に上る｡
占は,吉備支所所蔵のサンプルによる0
14- 17は,岡山県庁商工部資料に上る0
18は.矢坂平津牛乳地所のポーリング調査に上る0
, 7) 茂木昭夫 (1965):備訳瀬戸東部の海底地形発達史･地層学雑鼓 ,第 69番,第 819
号.521-555.
･ 8) 岡山市役所 (1962 ):岡山市史 舌代窮,第4約 ･
その他の参考文献
渡辺茂或 (1954):岡山平野の開発.地理論叢 .第5帝 .255-276･
柴崎連准 (1971):第鴎た,第 4章･
赤木 健 (1925):岡山市地下水調査報文･地層調査所報告 ,第95号 .57-52･
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2 気 候
吉備町内での天候に関する観測環科はみつけることができないので.岡山地方気象台観測資料を
もとに,岡山の気院を概観して:ナノと
い｡岡山地L.方の気候に関 しては.吉
備町に解凍する一宮町の地域研gEl)
で詳しく報告されているので｢1め概
観ではそれから引用させてもらった｡
(2)の気温の特色では ,昭和44年度
気象月報 よb各地の侮日の気温デー
タを熊吾トして.各地 との比軟の上で
岡山地方の気温の特色をだしてみた｡.
図 2-2-1 中毘地方の′J､気候区分図
衷 2- 2- 1
岡山の気象 (昭和 40- 44年の5年陶平均 )
(和連滞夫監修 :日本の気候に よる )
空重一 月 1 2 5 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 吾十
戟堤 平 均 29 57 7P 128 176 21.4 255 27.1 224 155 10.4 5f) lAS
壕 高 平均 85 85 11P 188 75? 267 299 504 27.7 22.1 1`β 108 2oD
最 低 平 均 -19 -19 15 7P ll.4 205 219 228 18P 101 47 OD 9さ
T 湿 度 平均 704 70.4 89P 690 698 758 808 7dD 7ム4 7▲12 76.4 72占 75,a
平 均 等 iL 49 4タ 5占 6_4 i.0 72 75 55 a.5 52 5.0 5.4 59
風速 平 均 24 24 21 1夕 19 18 1タ 1夕 18 1.5l 1.5 2P 1夕
降水丑合計 417 417 885 1145 1598 1782 2544 559 1892 74.4 588 27.11285D I
日照 合 計 1542 1542 182.1 176ム 2522 1899 171D 242さ 189,1 1808 156.9 145721555
時間 日 照 率 49.4 494 494 454 5_42 456 5?2 58.4 454 515 5]占 472i 50D .
水平面日射丑 6867.07ム028 9548100".813eO6.4122550Dll′∠/b15282.498可】.89051月6857.46151.4118Zy5.ど
天%日数 快 冊 86 86 7P 5.4 8.4 56 22 66 54 α】 8D a.4L 74Zl
虫 天 72 72 llf) 15.6 1カ 17.8 182 9ロ 15O 94 8P 84 1375
不 照 5P 50 48 6 5 4 5.0 0.4 占 5ロ 4P 5 45P
≡ 降過 20.1m a.8 88 104 118 112 112 15P 85 108 78 84 52 112L)
n 21DJrl 5P 5P 88 94 98 92 108 56 8P 56 7.05.占 89P
N 21DD肘 12 12 54 4P 5ロ 盟 68 18 48 28 18 08 588
故日数 〝 25〔刀Rm 04 04 04 04 16 22 2占 04 22 04 02 0.0 llD
質 占4 a.4 2.4 000000004 28 19占
a 22 22 lD 1.4 18 2.O ld 02 0ム 22 48 2.0 218
7 0 0 0β 0 1.4 18 5.4 58 08 10 04 015Z l
霜 D D 0 000000 0 080
結 氷 0 0000800 0 0000
庸 雪 12 12 D8 0 008DD000 4P
暴 風 29 1.4 18 04 02 0 02 02 04 0 04 16 92
(イ)概戟
岡山地方の気候の特色は温陳で降水丘は年間を通じて少食く.図 2-2- 日こ示 した中馳 方の
小気候区男声)中瀬戸内気候区に屈する｡
(a)気 温
昭和 40-44年 (19a5年- 1969年 )の岡山地方気象台気象年表に上って気温年変化曲線
を描くと図 2-2-2のようになる｡
これによると娘暖月は8月.赦
寒月は1月で,月平均気温は ,
それぞれ2 7.1℃ ,2.9(七を記
僚 し,長嘆月と偉寒月の月平均
旬凪の差は24.2Ocに遵する｡
また,舟平均気温と月平均恩 低
気温を比赦してみるならば,そ
の差は冬から春にかけて大きく,
占月には最小になるoこれに比
べて.月平均気温と月平均最高
笥温との差は8月が巌′｣､とをb
その差は5.5q3で, 1月～ 2月,
4月-7月レ功け甘さそ(頚勤吹きくを
oC
30
20･
10
0
Il
IL 一′.′ ★＼ヽ
ノ′ノ ヽ ＼ヽ ヽ
■●■一 ././ .// ヽヽ ＼ ＼ー
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
H平均気温 -I-I-I-月平均滋俊哉堀
一 日平均最高気韻
図2-2-2 岡山の気温の変化
っているO
岡山地方は 1891年の統計開始から1968年の間に 57.2⊂℃(1942年 7月24日)とい
う最高気温 を,-8.90C(1965年 1月24El)という最低気温をたしているO
当地方の気温の目敏差は春 ･秋に大きく,St･冬に比較的′)､さい0 1月 ･8月には9- 9･50Cで
あるのに対して,4月 .10月には 11.5- 12.50Cであるo
(b) 降水丑
表2-2-1vCも示しているとおD.岡山の年降水丑は平均 1,500Jr以下で.1951年から
19占0年せでの統計によると鳥取の205d叫 広島の1,59dxJrなどに比べると庵めて少夜いo
特に 12月から5月までは,冬の
季節風のため月降水丑分布図は冬
型で,このため岡山では,特に
12月～ 2月は月に 50TN下以下
の降水量である0
1951年から1960年7tでの
統計をもとにして月降水丑を示し
たのが.EEF2- 2-5である○
? ?
?
?
? ? ?
?
2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
図 2-2-5 岡山の降水量の変化
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これからもわかるとうり.岡山の場合巌 も降水丑の多V>のは 7月,次V,で8月であD,これは柵雨
によるものである09月の降水丑は台風の影響によるものである○
統苦十開始年から1968年に至る間のr弼山の降水屯の最大記録をあげておくならば.表 2-2I
2のどとくである｡
表 2-2-2 岡山の降水丑の最大記銀
hTW 年 月 日 統計開始
日 降 水 丑 177 1892'7.25 1891
1時 間降水丑 69 1950●9. 7 1940
10分間降水盈 27 1961●7' 9 1940
(C)風 ･日照時間 ･温度 ･笛 ･霧 ･降雨など
風 阿山の平均風速は5Wも にも達 しをいぐらい弱いものである,これに比例して年間暴風日
数 も10日以下と少をい｡
日照時間 岡山の日照時間は8月が般高であ9.その日照率は 60帝に遵することもある｡
また堪挙と冬季との日照時間の差は少ない｡
湿度 岡山における年平均温度は,57.6多である｡年変化をみてみると,毅も低い月は5月
4月で69.0帝,巌も高い月は7月でBD多である｡
雷 電領日数をみてみると,約 15日で8月に虫も多い｡
弾 薄の年間発生日数は21日で11月に多い｡
降雪 年間を通じて岡Llの降雪日数は20日ぐらいである｡しかし.横雪をみるようなことは
少貴く,したがって,大雪が降ることは大変珍 しい｡
(ロ)気温の特色
岡山地方の気候は,｢温暖で降水丑は
年間を通 じてきわめて少をい-都連沖天
監修 ･日本の気雇 )よDJと言われている｡
事実,図 2-2-4に示す通9岡山の平
均気温は 14.dOcであD,それは地中海
のマルセイユやオース トラリアのメルボ
ルンをどと同じ温度であD,その温和さ
ば湘南のそれ よDもまさD,全国的にみ
ても温和といえよう｡ しか し､年平均気
温のみよb温和と嘗えるだろうか｡
散楽寛氏5)は,山陽地方の冬空につVTr
次のようなことを述べている｡瀬戸内海
は日本の地中海である｡地中海の箱庭を
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抱く瀬戸内地方は,その恩恩に浴して,明眉を風光と温和夜気侯を享受し,さらにそれを確保する
ためには万里の長城上ろしく北に中国山地.南に四匡kD連山をして,厳重を窮囲いをさせている｡
一般に,これらが冬の寒気風雪を防ぎ.台風の雨風を避けさせてきたと考えられている｡瀬戸内式
気候の語感からしても.晩かしハ海辺で鼻冬の防光を楽しんで過ごせそうに思えるのである｡
しかし,これらのことは虚像で夜いかといい.山陽地方の冬空の実像は,中国山地の寸足らずのた
めに姦日本の悪天が迫っていて,それにかびやかされておD,たとえば,自席時間は 1日当9わず
か岡山で51時間.広島で4.7時間となっておb,晴天の日は少ないと述べているO
日々の新開の負魚価をみてみると.日平均観取 ,自殺高気温.日数低気温につVlてkt岡山仇 広
良,大阪‥亀取などに比べて夏の温度が高く.冬は低いことがしばしばみ5けられる｡また.岡山
に初めて来た人が ｢もっと収かいと思っていたが幕外寒い｣というようなことを育っているのを開
くことがある｡
そこで.岡山がイー地 域と比厳しで本当に温和な地政かどうか,気屯の特色を求めたOそのため,
全国 15ヶ所(酒EB･仙台 ･福島 ･新潟 ･長野 ･静岡 ･名古屋 ･無位 ･京都 ･鳥取 ･広島･高知 ･
岡山)を選び,昭和44年度 (196■9年 )気食月報エb冬は 12 ･1･2月,貫け 占･7･8月,
それぞれ5ケ月Ht'Llの日平均気温,日放高嶺鮎,日長低気温.日較差の平均をもとめたものが表 2-
2-5であるo
表2- 2-5 各地の気温
高 知転韻
iL 日平均繋温 24.4 24.4 25.0 24.2 24.0 25.425.2 25.5 21,9 25.2 22.1
日食高気温 29.4 28,5 29.9 29.0 27.8 28.45.04 28.9 27.5 27.0 25.4
日食低気温 20.占 20.占 20.9 20.620.7 20.2 20.9 19.0 17ー9 18.2 18.2
5.2 5.9 0.2 2.0
9.8 8.8 4.8 5.5
0.9 0.2-5.5 一口.8
冬 日平均気温 4.5 5.5 7,2 5.0原高 9 9占 12.9 99
日食低気温 -0.5 1.占 2.4 0.8
(a) 岡山の東
日本の冬は南北様相を呉忙し.鹿児島と旭川とで総平均気温の差は葵に 150C以上もあ9.東京
で言うならば占月と12月との気温差に相当す畠｡東京における夏と冬との開きにも相当する南北
の冬期の地域差が仮に夏までそのまま保たれるとしたら.南九州では違Elのごとく気温が休屯を超
えるエうな暑熱気候になるか,それとも北海道の貫が者に逆戻Dというようなことに凍るだろう〇
日太の気候が夏に至って南北の差を解消し,その間の気温差が著しく癖せるから.そのようなこと
が朗 をいのであるoそして要するに,日太の丈比-か すこも幸いのである40)
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????
図 2-2-5 全国 15ヶ所の貰 (8.7､8月 )の日展高気盤,日娘低気温 ,
日平均気温の平均
しかし,E]平均気温の貰三ケ月 (6 ･7 ･8月 )の平均をみてみると,東北日本は鼎いと言って
もやはD.西南日本ほどではない｡高知はともかくとして,盆地性の地形を反映 してか,京都の音
さが目につくo岡山は広島と同じ2440CであD.僻別に暑いとは言え夜vl.
次いで日放低笥温の夏季三ケ月占. 7. 8月)の平均をみてみるならば,やはD.西南日本各地
の日hl低気温の平均に10Cの差もみられ貴い｡
そこで･日鹿高気温の平均はというと,日長低気温の平均では差がほとんど見られなかった西南
日本各地にも多少の差がみられ,盆地性の地形のためか.京都の高温がめだつ ｡また,静岡の日長
高気温の平均が2712Ocと以外に低いことが注目される〇日澱低気温の平均が低かった長野 ･福島
ち,盆地性地形のためか一酒乱 仙台 よb崇 くなっているoと言っても,両者とも280cvEも満た
ないo岡山は京都 佃 知に次いT･砧く･29･40CであD.日最高気温の平均は,日殻低気温の平均
では差がなかった広島よb lOc以上も高い｡
日故差は･京都 ･長野 ･福島の盆地では確かに大きいが･舞軸 .高知 ･岡山も大きく,かならず
Lも盆地性地形の場所のみが日較差が大きいとは言えないo広島の日較差が Cbにも満た夜いこと
が注目される｡
以上よれ 岡山の臣の気温の特色をみると･やはb･日平均気温.日食芯思温の平均では高い柁
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うだと言えよう｡広島と拙日鬼低領温 ,白平均観取の平均ではほとんど毒がないが,堆範気温は 1
oc以上もの差があb.同じ瀬戸内海には面しているが .岡山の夏の方が老いと言えよう｡
(b) 岡山の冬
図 2-2-6 全国15ヶ所の冬(1乙 1.2月)の日澱高気温 .日録低気温
日平均気温の平均
まず,日平均気温の冬等三ケ月 (1乙 1､ 2月)の平均をみてみよう｡夏以上に東北日太と函
南日本の気温差がみられる｡その中で,静岡 ･前知の硬かさが目立つ｡岡山は商南日本各地と.大
差はない｡
次に,日澱高気温の平均をみてみると.日平均怒恩の平均と同じく,高知 ･静岡が南ho夏の観
取が表日本にLては比収的低かった静岡が,冬は嘆かvlとL^うことは注目に値する｡
日壊低気温の平均〈rま,酉南日本ではOCbを割っているo静岡は 50Cに近 くしのぎやすいと言えよ
J｡箇南日本では,岡山だけが 00Cを割っているO岡山は中国山地の南に位燈 し,快冊が多いため
雪空のため快晴の少なしへ鳥取 よ炉も昼は温度が商いが,夜はかえってそのために冷えこむというこ
とは考えられるが,冷えこむと首われる京都エbも限度が低Lnとレ､うことは,特鍍すべきことであ
ろう｡
また.日歓喜の平均であるが,一般に英日不では少さい｡これは.もちろん,季飾風による要が
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多いため,昼間は日射による気温が小さ く.夜間は放射冷却による降組が少ないからであろう○
反対に ,表日本の目敏差は大い｡岡山は 9.70Cと高い､数値を示している｡他地域 よりも冷えこむた
め,日較差の平均が大きくなるのであろう｡
以上よ9岡山の冬の気温の性格をみてみよう｡岡山は西南日本各地とは最高気温では大差がない
が,冷えこみが厳しいため,日最低気温がかなb低 くなっている｡広島とは,自殺高儀温,日平均
気象の平均ではほとんど差がみられなかったが.日放低寵温の平均では20C近 くもの差がみられ,
岡山の方が広島よりも冷えこみが厳しいと言えよう｡また,底冷えのすると言われる京都よbも気
温は低 く,温和奇観候と岡山を言 うには,問題があbそうである｡
(C) まとめ
以上述べたことより.岡山の宮は全国的にみて別良高気温の平均は高く,冬は,日長低気温の平均
が西日本の舞鶴 ･,QT取 ･京都 ･広島 ･高知のうちで唯一00Cを割っておD.低 くなっていることが
わかった｡先にも述べたように,年平均曳温は14.ムOcで.それだけをみるならば温和と言える○
また,日平均気温の平均をみても,あまb夏も冬も他地域と比べて特に目立ったことはたい○
しかし,夏の日中の暑さ,冬の明け方の冷えこみは他地域と比べてきびしいということが ,岡山の
気温の特色と言えよう｡
それでは ,凌ぜこのような特色が生 じるのであろうかO同じ山陽にある広島と比べてみると.岡
山の方が夏の日最高気温の平均は高く,冬の日長低気温の平均は低い｡このことについては ,一応
次のように推論 した○広島は梅に面しているが,岡山は少 し内陸部にあD,瀬戸内軸とは海抜200
- 500mの児島半島の山地でへだてられるため,梅の影頓を広捌悪ど受けにくく,広島エDは内
陸性気候の特徴があらわれるのではないか｡
しかし,岡山の更の恕さ,冬の冷えこみは山 陽の広鮒 拶 日本の鳥取 ･舞鶴や近鉄の内陸
盈地の京都などと比較 してもさびしいことについては,これが何に起因するか.明らかにしなかっ
た｡今後 .検討していきたいと思っている｡
なお,以上の考察の根拠と-なった数値は,昭和 44年(1989年 )度のみの統計によるもので
ある0 1年間のデータのみで気温の衛色を論 じようとすることには,問題があるかもしれない｡
たとえば ,底冷えのすると育われる京都の日原低気温の平均がOCbを割っていない｡一方,岡LLJの
方は 00Cを削っているのである｡ところが .1921- 50年の50年閲の口金低気温の平均は.
次のように集計されているO(対確沖天 ･日本の気候による)京都 12月- 94℃ ,1月ニー 1.
4℃,2月ニー 1.1℃ .岡山 12月-9,9℃, 1月--1.1℃ ,2月-1 0.8℃
わずかtL･がら,京都の力が冷えこむという数値がでている｡
この 1921- 50年の平均値と19ム9年の値とのくいちがいは,何に泡表するのであろうか｡
このことは説明する紫科はもち7_･わせていない｡ 1921- 5D年に比べて瀬近の気温は変化 して
きたのであろうか｡あるいは, 19ム9年は例年に比概してやや異常な年であったのであろうか｡
または,京都地方笥庚台が,京都市街地にあるので'鹿部 都市の気温上昇の榊 があらわれている
のだろうか○これも今後の検討にまたねばならをい｡
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第 5章 人 口 と 集 落
1 人 口構成 とその変動
は じ め に
かつて,人口変動の主を賓凶は出生 ･死亡のいわゆる自鮒 妹であ9,国家の行政政紫上からも出
生 ･死亡をとらえることは重要であったoLかし人口現象紘社会的,経済的変化に伴う帝二次的現象
であれ 日本C)資本主義が高圧に発展するにつれ･人口変動忙タめる社会移批 大きな雫取となって
きた｡従ってここでは,主に人口移動を軸としてQ)人口蜘潜かよび産発別 ･地区別人口構成の変化を
国勢調査.海月流動人口調査,菅傭町役場歎科をど忙もとづいてみてみることZ'CLようo
(1)総人口とその推移
吉備町の総人口は昭和 45年現在, 10.957人で,男女別人口としては男5,125人,女 5,852人と女
の方が多い｡女が多いのは大正9年よ9-万してかD.この傾向は,岡山市,岡山鼠 日本全体に共
通しているものである.こQj原田と年齢別人口離成忙つVlては, 5.年齢別人口構成 で述べることに
する｡
国勢的萱は,大正9年 (1920)から始まるのであるが.昭和 12年に庭瀬町と撫川町が合併し吉
備町とをるまで,統軒e)都合上吉備町として二つa)町a)合計であらわした｡ (なお昭和 46年に盲備
町は岡山市に抽入された｡)大正9年当時,男5.2日人,女5.515人,人口総数 6,581人,世帯数
1.4日戸であったCJが,50年後の昭和 45年には.男5.125人 女5,832人,人口総数 10,957人
と,人口総数で67啓Cr)増加率を示すが,弄5-1-1でみるよ)に,岡山市は 296･5飾,岡山県では40･2感
日本全体で(A:87.2飾となっており,岡山県eJ平均上り27蕗商いが,日本全体で比べるとさほどで
はなLn.
こqJ50年間のうちにもその変動正それぞれ3)時軌によって特徴を示 している.図5- 1- 1よb
概括してみると丘)昭和 10年までCJ停滞期と昭和 15年までCJ淑少期,②昭和22年での免職 ③そ
の後の停滞期と昭和 25年を境とした減少,@昭和40年代Q)急敵を人口増加 である.
①大正9年から昭和 15年という時期lL)社会経済は,大正 7年 (1918)に終わbを告げた第一次
世界大戦によb,成金的成長Ik遂げた｡しかし,交軌膚国aJ経済の復興によって編出市場を失tへ 大
正9年 (1920氷 は早くも恐慌にかそわれ,金脈 億を経て昭和 1年 (1929)世界大恐慌が起こb,
それが日本にも汲及し,中小企発CL)多叔qJ倒産 ･没落.1万では,野本の苦しい典中化という不況q)
滴えんしていた時代である｡
こe)時卿こ盲備町は産業別人口 (衰 5- 1-2)の昭和 22年度をみてもわかるように,第一次を
薬人口()tE倒的に多い典村である0 1920年, 50年()恐債は,多くa)失菜者を生み出し,鹿村へe)
畑長者を増加させたo反面,彼らを受け入れる余裕がない家もあ9,失菜者として都市に滞まらざる
を得ないもC)千,再び都市に流出せざるを得ないものも多数あったo従って,との時代でもなか膏備
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図 3-I-2 産 業 三大 分 類 別 人 口 比
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襲 5- 1- 1 岡山市の人口変化
日本 の人 口 総数汗刃指 数
1920年 (T. 9) 55.591 1ロ0
1925年 (T.14) 59.175 101.7
1950年 (冒. 5) 65,872 105.4
1955年 (S.10) da砧2 109.4
194D年 (S.15) 71.400 1D9.2
1947年 (S.22) 78.101 155.0
1950年 (S.25) 85,200 15占.4
1955年 (6.50) 89,27占 158.7
19dD年 (8.55) 95,407 157.2
19占5年 (冒.40) 98,275 155.1
総 数 指 数 岡山県 指 数
1920年 (T. 9) 94,585 100 1,217,698 1口0
1925年 (T.14) 124,521 151.7 1,258,447 101.7
1958年 (S. 5) 148,舶7 157.1 1,2815,962 105.4
L1955年 (S.10) 1砧,144 175.8 1.552,447 109.4
'1940年 (S,15) 1占5,552 172.9 1,529.558 1口早2
.1947年 (8.22) 140,651 14ad 1.占1?,622 5ーiD
l1950年 (8.25) 1占2,904 172.5 1,如1㌧099 13i4
1955年 (S.50) 255,754 249.2 1.占89,880 158.7
19占0年 (冒.55) 506.757 524.5 1,67nD78 157,2
19占5年 (8.4D) 558,695 559.5 1.朗5,155 135.1
1970年 (S.45) 575.10占 596.5 1,707,026 I一o.2
吉備町の人口変化 (国勢調査)
1920年 (T. 9) 1,4dd戸 占.5占1人 ミ246人 1515人
1925年 (T.14) 1,47占 占,720 5,501 5.419
1950年 (S. 5) 1,477 占,755 5,517 5,458
1955年 (良.10) 1.504 I 7.DOS 5,425 5,580
.1940年 (8.15) 1.440 占.817 5.557 5,480
1947年 (良.22) 1,812 8,255 5.957 4.298
1950年 (8.25) 1.814 8,455 4,047 4,588
1955年 (S.50) 1.858 8.512 4.002 4,510
19dO年 (a.55) 1,8占5 8,25占 5,945 4,295
19占5年 (良.40) 2,121 8,d72 4,151 4.521
1970年 (8.45) 2.884 10,957 5.125 5.852
吉備町の人口変化 (指数 )
町から流出する
人口は,多かっ
たであろう｡一
方岡山市の人口
紘,そのような
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淑少している｡ これは軌争忙上る畢碍工場へCJ動且や直接戦場へ行った者,外地-狂った者などで
あろう.こQL)脱出をイyフレーシ･3ンと,対外侵略に求めた日本幣本主義は昭和占年 (1951)eJ
満州事変以来軍国主鎖的色彩が拙くなるが,昭12年 (1957) の日華事変で全面的職争状態へと
はいっていくe)であるo以後昭和 1占年 (1941) に太平洋戦争が開始し,昭和 20年 (1945)
に終戦となるaL)である｡
Q)昭和 22年 (1947) の吉備町そして,岡山県の人口増加率は急激にふえてし(ib表5-1-1よb吉
備町でtd:,昭和 15年に比べ22･9帝,岡山腺は, 25･8帝の増加である｡これは終戦後生清の手
段を失った復且軍人,引接%.都市からの疎開者が多く漣村へ雅人したこと,それに伴う自然増加
によるものであろう｡こlJ時.岡山市は,どうであったかというと昭和 20年占月に大きな空錘を
受けて卦D,都市の荒廃はすさまじかったのであろう.戦後 5年を経た昭和 25年 (1950) の総
人口でさえ,ベビーブームといわれた時期を経てはいるが,Llまだ昭和15年 (1940) の総人口
を回復してはLl潅VICJである｡
③全国的にみても,前述した時期に盛村に一時的に人口がふえたが,もともと過剰人口であった
血相からeJ向都離村という傾向は都市e)復興や,昭和25年 (1950)の 朝鮮戦争特需による日本
経済の復興によb強まっていったO岡山県にかLlては昭和 27年 (1952) に水島工業地帯が臨海
工兵地帯として県によb開発され始めた.このような中で,吉備町eL)総人口は停滞から昭和50年
代の高度経済成長政策がとられた時には,減少を示してきてVlる｡ (その内容については転出 ･転
入のところでさらにふれている｡)
一方,地方中心都市である岡山市においては昭和50年代に息敵に人口が増加している｡ (表5
- 1- 1参照)o急速な経済成長に伴う人口移動aJ流動先は巨大都市や地方中心都市であるという
全国的傾向である｡
④ところが昭和55年以後特に,昭和 40年から45年へかけては増加を示しておb,しかもそ
の増加率はかつてない 54･9碑という高さであるO との時期に青備町には,滝沢鉄工所や大和-ク
スをはじめとする会社や中国短期大学が設立されてお9,また昭和 57年には盲備田地,昭和 4 1
年に屑用促進団地ができている｡そして転出 ･転入とも岡山市との塞が一番高いOまた一世帯当b
人数 も.莱51111からわかるよ少こ4108から3179と少なくなっているoかつての人口増減は,座村
の過剰人口としてe)潜在的失業者とC)関連が薙かったと考えられ,一世帯数当たりqJ人数が増減し
ているoそれとは異なる都市化の現条として,人口増加に伴い一世帯当たb人数が淑/J,傾向のみを
示している｡即ち交通や経済の発展に伴い,岡山市や倉敷市と()結びrJさが強まD,人口的にはそ
の都市軸となっているのであろうO岡山市などQJペ,ドタウン化a:傾 向であること怯 図5-1-2畝 て
もわかるように人口増加率が,盲備町でも交通q)便利を国道二号線沿い ･庭瀬駅のある平軌 庭瀬
が高い増加率を示していることと,襲5- 1-5の転入者前任地をみても岡山 55占人,倉政124
人 (昭和 45年)とほとんどを占めていることからもいえるであろう｡岡山県全体としては戦後の
急増から増加率の停滞姐 そして昭和5 0年から40年にかけて,減少となっている｡これは,高
度経済成長に伴う他QJ巨大都市へeJ人口訊池が,腺南水島工具地帯などへの吸引力よb大きか｡た
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CJであろう｡ しか し45年には, 40年鹿よりお上そ5串増加 してかb巨大都市の過密化から,也
方の開発や県南工業地帯の発展によるも()であろうo
(｡)産米別^口構成とその変化
次に産業別人口樺成の動向をみようo書傭町の重美別人口構成(J昭和 22年から昭和 45年まで
QJ推移は,表5-1-2に示 されるoさらにそれを三大分娩別に示 したもeJが表 5- 1-5であるo
それによると昭和25年lL)第 1次産薬 (鼻林水産菜),第2次産業 (エ菜 ･建設 ･製造菜),第 5
次産菜 (商業 ･迎格 ･通信 ･公務 ･サービス兵)a)削合はそれぞれ, 4ま1多, 28.0帝, 289車
であD,岡山県全体では56･0啓, 2011飾, 25.9帝,日本全体では 45.8飾, 21.9多等2917
多である｡こQJ数字からみると吉備町は第 1次座敷 鹿穀就農人口が圧倒的に多く,過半数近 くを
占め,岡山県,日本全体と比べ,餅若を差はみられなかったO
表 5- 1- 2 苛備町産鄭 Ij^ 口碑成uJ変化
昭和22 25年 5叫三55* 40年 15年 昭和22年 25年 50年 55年 40年 45年
濃 集 輿女 99一 941 888 746 455 547 漣 輪 男 184 211 22〔】 194 264 54785 597 75 657 77 702 女 19 9 7 2 Sd 59
!林業及び一■ 男 2 1 80 02 サ-ビス英 罪 5 176 184 224 271 445女 0 0 0 1 女 ･2 84 42_ 149 44 59
狩猟菜 総数 2 1 00□5 総数 7 2dD 526 595 515 85占
漁菜及び 男 4 5 2 1 1 0 公 耕 男 147 101 124 111 121 175水産拳殖 女 1 1 000 女 51 20 8 25 4 52
莱 総数 5 a 2 1 1 0 総数 178 121 152 15ム 145 227
鉱 薬 罪 0 0 2 1 0□ 屯 気 罪 14 55 55 55女 8 D D 0 〟 . ス 女 1 2 a
総数 0 0 2 1 D0 水 道 業 総数 17 55 Sd 41
赴 造 築 罪 564 447 418 524 858 B8d 分頗不能 男 48 1ロ00ム女 125 4 285 80 405 560 女 10 0 1 1 7
総数 487 891 701 9041f】451.446 の 産 薬 総数 58 2 0 1 1 15
卸 売 205 215 512 295 545 505 合 計 男 21902256255925851412β165555輿女 84 160 225 38 29 484 J女 1238154 1,48 1552411
金 融.保 輿 2d 28 45 56 54 dd
険 .不動 女 18 7ー 25 55 62 84
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ところが,昭和 40年には ,
51.5啓,294率,5?.5 飾と
なD,さらに 45年には21･7率
52･1率, 4&.2飾となる.つま
b第 1次産業eJ割合は著しく減少
し,第 2次蓮井,第 5次産英qJ割
合は増加しているO僻に第5次産
業の割合eJ増加は著 しく,昭和25
年に比べ,昭和 45年には 1･5倍
以上となっているOこれは,吉備
町が岡山市から距離的にも近く,
交通oTJ便073よいこと,岡山市内に
比べ土地が安価であったことなど
から,都市地域 (岡山市･倉敷甘み
の膨張した人口の嬢和という漉味
で,ベッドタウンとして住宅建設
などがなされたため,′ト売薬,サ
ービス共などQJ窮 5次蓬莱削合が
増加したと考えられるO第 1次産
薬の中でも,昭和 45年には,虚
業人口が, 5人以外 1,249人であ
るO曲家教は,岡山県市町村落賓
弄 5- 1- 5 産菜三大分･類別人口 (国勢調査)
岡 山 県
昭25年 50年 55年 40年 45年
第 1次蓮井 418Al7 4052555ム0β11295,859258,448
第 2次 15叩50 185B05 215,751255,190522?71
常 5次分 類 不 能 178,185 22A.175 259B55508占00570P58451 24 148 157 575
日 本 (単位千人)
昭25年 5□年 55年 40年 45年
第 1次産巣 17:208 16,ill 14257 ll.751 10P砧
第 2次 7,812 †22〔I 127占4 15,595 17.占51
第 5次 105占8 15928 1ムJS82 20.4占5 24509
分類 不 能 57 2 8 19 15
総 数 55J528 59.2占1 4与β91 47,占10 52P47
吉 備 町
昭22年 25年 50年 55年 40年 45年
第 1次産粂 1β94 1545 1′648 1,40LI 1.595 1252
第 2次 585 1,004 854 1,157 1507 1852
第 5次 895 1P51 1524 1,582 1750 2849
分類 不 能 58 2 □ 1 1 15
賢からeJ数字であるが805戸で 岡 山 市
あ D,そCJ内容は,専英 10戸を
除き715戸,即ちおよそ88帝
以上が,第 1髄 ･第 2椎を含む氷
果曲家となっている.第2次蓮井
a)内容は,昭和 45年についてみ
れば,郎集所数は l占口,従業員
昭25年 50年 55年 40年 45年
第 1次産業 6,400 18787 15D88 21.989 18798
第 2次 18,799 2占,77占 54夕9占 49.514 57.014
第 5次 5占,585 5占.5□5 50.110 95.446115596
分 類 不 能 d5 2 28 5ー 195
総 数 占1,647 9?,8占8 1187Dd 1占7,000 191.ム01
赦1.585人,平均すれば-中英所 当た9 8･8人であ D,小企業がほ とんどであるこ と がわ かるo
レう 年齢別人口構成
吉備町における人口は図 5- 1- 3と表 5- 1- 4によっても明らかをように男 5,125人,女
5･852人で男 10 0に対する女の割合は 11517と高い割合を示 してLnる｡これは吉備町だけeJこと
でなく日本全体に対 しても同じような傾向がみられるoこCJ原因としてVi , 5 0歳前後を中心 とし
た男の戦争による死亡,また 2□～ 50代の男は不慮の容赦,移動が激 しheJで若干の調査 もれが
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図31卜 3 書t一町年齢男女別人口 (昭和45年固執 こよ引
男5,125 搬入口 10,957 女 5.832
00sotl伽 30 ZlX) 100 1DO 叫 細 1帥 IC4' dX) 7恥
吉備町にお.ける住宅建設の増加による若い親子qJ移転
I/こよるもrJと考えられるOまた45- 49歳, 50～
54歳eJ男が少ないの紘明らかに太平停職争に上るも
のであろう｡
(⇒ 転入 ･転出
衷 5- 1- 5と表 5-1-6から昔傭町の昭和 45
年()転入者は県内から678^ ,県外から287人で
あるが,人口移動を経済a)高度軽済成長期といわれる
昭和 50年代からみていくことによってどの地域との
結びつきが強いかを調べてみよう｡総人口の就少とい
うことからもわかるように昭和 50年, 55年と襲 5
- 1-7から,転出qJ方が転入よ9 149･102人と多
く ,昭和 40年には転入QL)方が, 217^ 多くなって
いる.昭和40年, 45年には,その数の借も息に大
きくなっている｡これは嶋和50年代()終わbの吉備
町自身の座薬の発展や岡山市UL)市街化に上るものであ
ろう｡
あること,また老齢の人口が増
加したことに上って女性の割合
が多いことなどqJためと思われ
る｡
吉備町0'3場合, 20代が一番
多く, 2.187人,そaJうち958
人,女 1.229人である｡約500
人も女が多いが,これは:前述し
た原因につけくわえて,吉備町
にある中国短大によるものと思
われる｡それは図 5- l- 3に
よっても15- 19, 20-
24歳qJ年齢層が特に女が多い
ことによってわかるo
次に多いQJは, 10代,1784
人,次は0代 1,644人,次に50
代 1.占29人であるOまた0- 4
歳CL)幼児がめだって多いlL)Qi,
襲 5- 1- 4 書備町年齢,男女別人口
(昭和 45年回調による)
総 数0- 4歳 10957 5125 5β5224 4占7 47
. 5- 9 720 555 565
15～ ー9 1J45 4占0 585
20- 24 1,156 457 679
25- 29 lP51 481 550
5CI′一54 802 425 578
55- 59 827 409 418
40～ 44 742 575 5占7
45.､49 565 249 51占
SOへ_54 46ム 202 264
55′ー 59 52占 255 291
80～ 64 450 205 247
65～ 69 575 178 197
70へ_74 500 144 156
75-ー 79 152 58 1?4
80歳以上 157 55 1 0 4 4
?
?
?
?
????
?
?
?
?????
?
? ?
??
?
?? ? ? ?
?
?? ???? ? ?
?
?
表 3- 1-5 県内市町村別転入者前任地 (転入者名簿経よb作成)
前 任 地 桓 咋 55* 40年 45* 前 任 地 昭和50 55* 40年 45年
岡 山 市 9 1 121 171 556 金 光 町 1 0 0 0
倉 敷 市 40 4 1 ム0 124 鴨 方 町 1 2 1 0
津 山 市 0 1 18 10 里 庄 町 4 0 1 1
玉 野 市笠 岡 12 51 21 75 矢 掛 町 0 2 1 5
井 原 市 2 0 1 4 美 星 町 D D 1 5
総 社 市高 梁 4A 102 4ll 715 芳 井 町 0 1 口 2
新 見 市 9 1 15 8
高 松 町足 守 92 121 12ll 710御 津 町 0 5 1 16
一 宮 町 16 a 2 9 夫 備 町 1 4 占 1
建 部 町 10 01 2 5 昭 和 町 2 ロ 4 2加 茂 川津 高 1 A1
有 漢 町北 屠賀 陽 0a2 10 04 A42
瀬 戸 町 1 20 4 01山 陽赤 坂 20 25 成 羽 町 1 1 1 0
熊 山 町 1 0 0 A 備 中 町 0 0 口 5
青 井 町 0 5 D 1 川 _上 町 4 0 5 0
備 前 町 0 1 1 1 神 郷 町 0 0 5 1
和 気 町 2 8 4 2 哲 多 町 8 0 2 0
佐 伯 町 D 1 1 0哲 西 町 0 0 1 0
牛 窓 町 1 D 7 1 勝 山 町 4 0 1 2
邑 久 町 1 0 2 0落 合 町 1 1 2 1
長 船 町 0 1 0 4 汲 原 町久 世八 束 村 0D 0 口50 201
辞 崎 町 □ 2 04 649興 除 村藤 田 05 0 加 茂 町 D D 1 2
東 児 町 D 0 2 0上 斉 原 村鏡 野 町勝 央 01 01 01 1茶 屋 5 1 4
妹 尾 町早 島 24 79 178 51 大 原 町 0 0 □ 1
庄 村 7 10 19 10 莫 作 町 0 D D 2
福 田 村山 手 52 41 20 90旭 町 0 2 1 0
滞 音 村 1 0 1 0久 米 南 町米 102 49 402ム5 1日 5;f 12ム78
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表 5- 1-6 県別転入者前任地 (転入者名帝より作成)
前任の都道府腺 和58年 55年 40年 45年 前任の都道府腺 昭和50年 55年 40年 45年
北 海 道 5 5i 5 1 兵 庫 県 ll 4 15 4 0
骨 森 県 2 奈 良 腺 2 1 2 2
首 城 児 1 和 歌 山 県 5 5 2 2埼 玉 県 5 鳥 取 A 5
千 葉 膿 1 1 広 島 県 15 1 5 2d 7 0
東 京 都 2 4 27 山 口 県 4 2 25 4
神 奈 川 県 91 1 1 1 香 川 県 5 7 2 0
新 潟 県 1 1 愛 腰 麻 5 8 2 5
古 山 原 1 4 16a 高 知 県 104 147 415 4石 川 県福 井山 梨 2 1182 福 岡佐 賀長 崎 原 1 85
岐 阜 県 12 熊 本 腺 2
愛 知 県三 重 大 分 県鹿 児 島 1 1 2
京 都 府 占 国 外 212 287
昭和5.0年 55年 40年 45年
転入 転出 転入 転出 転入 転出 転入 転出
県内 249 主54 2dS 295 457 288 d78 517
腺外 98 140 47 119 212 144 287 317
合計 547 498 512 414 849 452 945 854
昭和 50年から一打して,転入,
転出とも県外よb県内と()結びつき
が強い｡県外が表 5- 1- 7よb昭
和 SD年 ･55年には転入 ･転出と
もそqJおよそ28帝を占めているが
昭和 40年には,それがおよそ55
多を占め,昭和 45年には,県外が
転入の50帝と減少し,県内率がふ
i,転出は県外が 58啓とふえてきている｡さらに襲 5- 1-9よb県別転出先をみてみると･広島
.大阪 .兵庫 ･東京 ･香川 .愛知 ･山口･静岡･奈良の版に多い.転入者前任地をみると･広島 ･大
阪 .兵庫 .東京 .香川 .神剰 rIなどが多い (昭和45年度の贋番)｡岡山付近の腺や'大都市e)ある
都道府県との結びつきが強いことがわかる｡広島と()賠びつきが載入 .転出とも第 1位であるが･t･
れ比中国短期大学の学生数かよそ900人の内, 3分cJ 1近くが,広島から来ているとともかなb関
係しているであろう｡
保外と吉備町との関係では昭和 40年を除き腺外-の転出()方が転入よりも多かったが･保内との
結びつきにおいては昭和 50年, 55年と転出()方が多いが.昭和 40年には蓑 5- 1- 6よb転入
457人,転出288人 45年には転入 占78人 転出 517人と流入人口の方が上回っているO
終戦直後の農村の過剰人口れ 戦後の都市や経済の再興に伴い流出していったo吉備町にかいて･あ
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らわれる流出先は,岡山市や水島工英地帯eJある倉貴市で,･県内転出者数は,昭和 50年には,そ
れぞれ 187人, 47人,も･よそ55帝, 15%,昭和 55年には, i84人, 58人で, 62飾,
15帝と耐JH]'て 70頭を占めることになる｡ (ちなみに,昭和 50年吉備町q)媒外流出先第 1位は
大阪で2 2人, 55年は広島で15人である｡)
転入が上回る昭和 40年,そして急増を示す 45年に,県内からCJ転入者は,岡山市が昭和 40
年におよそ 40飾,昭和 45年におよそ47虜,倉敷市が卦よそ9多, 18頭とたってかD,岡山
市 ･倉政市からe)転入者の割合がふえてきているo
襲 5- 1-8 県内市町村別転出者転出先 (住民移動届凝よb作成)
転出先 55 40145 転出先 ー〔年 55 40 45 転出先 〔年 55 40 455
岡 山 市 187 184 156 201 灘 崎 町 1 7 2 0川 上 灯 2. 000
倉 敷 市 47 58 58 98 卯 除 村 05 0 4
神 郷 町 □斡 山 市 2 4 8 9 藤 田 村 □000
玉 野 市笠 岡井 原 85† 1451 810521 東 児 町 占 00 0哲 多 町西 0茶 屋 2 8
勝 山 町 ll 00 1
総 社 市 7 5 16 2 妹 尾 町 5 4 5 9
高 梁 市 82 2 22 早 島 町 2 8 4 5 落 合 町 0
新 見 市 0 1 a 4 庄 村福 田山 手 5 41 0151 501 勘 原久 世八 束 村 0御 津 町 1 1 5
一 宮 町建 部加茂川 1201 1051 221 清 音 村 000 2 中 和 村 0
船 能 町 2 0 1 5 加 茂 町 5 1125
津 南 町 102 7 金 光 町 0 08 7 上斉原村 0 0
鴨 方 町 02 0 a 鏡 野 町 1 0
瀬 戸 町 00 2 2 里 庄 町 2 0 85 勝 田 町 5 □
山 陽 町 002 0 勝 央 町 5 0
矢 掛 □ 82赤 坂 町 00□1 奈 痕 0 0
熊 山 0 1 1 1 美 星 町 1000美 作 町 7 1 6
青 井 町 0000 勝 北 町 1 ロ1
芳 井 町 0□ 00
備 前 町日 生 00080 大 原 町西粟倉村 0高 松 町 15 9 2 18
0 00 0 汁 1 00 4 中 央 町 11
青 永 町 0 1 1 1 真 備 町 □0 4 2
和 気 町佐 伯 400 1020昭 和 町 2 800旭 町久米南米柵 原
有 漢 町北賀 陽 08 0801 01ol
牛 恵 町邑 久長 船上 道 1 002 01 計 55占 295 288 517
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蓑 5- l- 9 腺別転出者転出先
転出敷 都道府県 昭和50年 55年 48年 45年 転出細 道府県 昭和50年 55* 40年 45年
北 海 道郡 馬 腹 124 4 1 1 和 歌 山 保鳥 取 県 6 8 14 26
埼 玉 県 島 根 県 5 5
千 発 願 1. 5 広 島 膿 1 83 2 2 5 8東 京 都 2 1 1 d 2 山 口 妹 14 48 1 5
神 奈 川 県 52 51 4 8 徳 島 県 2缶 山 腹 1 1 香 川 2 1
石 川 県 51 愛 嬢 児 1584 1119 4 8
神 井 原 高 知 県 1 1
山 梨 県 12 神 岡 ,LR 2 7岐 阜 1 51 2 佐 賀 県 1 1
静 岡 腺 5 長 崎 腺 5
愛 知 県 41 184 熊 本 県 2
三 重滋 賀 12 1 大 分. 県宮 崎 腺 114 21
京 都 府 5 5 8 鹿 児 島 腺
大 阪 府 2 7 4 9 5 1 4 5 国 外 1
表 5- 1- 11 吉備町地区別人口及び世帯救 (人口移動明細表 より作成 5月 51日現在,昭和
人 口 48年度は米穀通帳による人口移動典計表 よb作成)
昭和 59 40 41 42 45 45 4占 指数
庭 ノ 瀬 1977 2012 2.122 2.559 2.492 2,724 2,860 144
平 野 785 859 1050 一.151 1.226 1,644 1.709 218
延 友 414 41占 445 4d2 476 529 540 151
東 花 尻 455 451 450 461 458 459 457 105
西 衣 尻 548 550 545 5占1 601 609 i-18 115
川 入 840 828 882 897 874 944 998 1ー 9
T a 川 2,115 2.114 219占 2.206 2,224 2,275 2,275 108
中 撫 川 5王8 542 541 555 586 659 669 124
日 畑 乗 組 148 ー47 155 5ー5 156 142 159 94
昭和 59 4D 41 42 45 45 46
庭 瀬 525 545 575 820 477 800 855
平 野 2D8 244 518 545 57d 550 552
延 友 90 92 1ロ0 104 114 140 147
来 社 尻 94 95 94 98 98 105 102
西 花 尻 129 152 150 15占 147 154 157
川 入 197 198 203 216 21d 246 2dD
下 撫 川 522 529 5d2 567 572 616 455
中 妹 川 11ム 119 120 123 155 158 172
日 畑 東 組 27 28 29 50 50 29 29
大 内 田 157 15? 141 ー45 148 146 145
iii1■ノー｣
吉備町の地勢は北部に庚申山をはじめとする百メートル級の山並みがあD,南西端即ち,大内田
に八十メー トルほどの山々があるが,ほとんどは平野部であるo図 5- 1-占をみるとわかるよう
に,吉備町a)其ん中あたDをLji]道二号線,それを斜めに山陽本線が通っている｡こeJ吉備町が現在,
10の地区に分かれておD,表 5- 1-11よb,昭和 4占年度現在,庭瀬 2,8占0人,平野
1,709人,娃友540人,東花尻457人,西花尻618人,川入998人,下撫川2,275人,
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中撫川dd9^ ,日畑乗組 1.509人,大内田占口5人である｡歴潜と下撫JIIと平野で合計 6,844
人で, こe)三地区で書備町人口G'L)占5%を占めている｡人口変動で激しい増加を示してV,るQJは平
野である｡昭和59年eJ785人から昭和4占年の 1,709人と2倍以上に在っているoそe)転入
者uJ年齢別人口(J内容を,表 5-1- 12a)昭和45年の賢科でみてみると, 20代の 142人と
一番多く,次に,0代,そして50代となっている｡性別でみると,男が 175^ ,女 155人と
男6'D方が上回っている｡庭瀬と下撫川は,古くから帥星町としてあったところであるし,国道二号
瀞が通っているということや,山陽不凍鹿瀬駅に近い平野部であることから人口が多いCJであろう0
そして平野比 そのような交通の俊や,岡山市に一番近V'こと,両萌が広いことなどによって,宅
地造成も盛んである｡
図311-6
宵WIT部滞別人口推移相対分布匝7
150- ■■ 鵬 -掛 100)
lュo-15O圏
は0- 130四
日0-I.21_,EZZ]
伽 ,10EZ3
9㌫笈Fコ
こCJ人口変必であるが,昭和
59年から昭和 4占年の 8年間に
吉備町全体としては, 8.45占人か
ら, 10.870^ とおよそ25.8序
の増加を示す.しかし,地区によ
ってそCL)増加奉仕異なる｡表5-
1-11CL)指数をみるとわかるよ
うに,日畑乗組,大内田は, 5序,
占藤の減少を示している.一方そ
UL)世帯数は27から29, 157
から145とわずかながらも増加
を示している｡つま9この2地区
の人口減少は,過疎というe)で75
く,一世帯当たbCJ^ 口が少7tく
なってL^るeJであるo衰 5- l-
l5の,この2地区e)転出者cJう
ち,昭和 45年度のを,年齢別に
みてもわかるように, 20代の転 IJ
出者が.それぞれ虫も多く,次に
40代, 50代そして10代と,それも大内田lJ軸合,弟 21人と,女より9人多くなってか少,
しかも世帯数は前述したように変わらないことから出かせぎゃ曲家eJ二 ･=一男の托出などによるも
qJと思われる｡これは,全国の鹿村の傾向でもある｡大内田 ･田畑取組とも青備町の北西手札 南西
端忙皐D.主賓幹鹿道路や庭瀬駅から遠いとh Bことと,特に大内田qL その7割が,山であるこ
とからもその傾向があるeJであろう｡
次に,衷 5- 1- 11よbみれ軌 昭和 59年から= 年の間に庭瀬で 44帝,延友が51多･
-I
中溝川24乱 川入 190占,国花尻 15承,下熊川BS .束花見 5頭である0
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表 5- 1- 12 地区別転入者年齢別人口 (転入著名醇,転入届専接より作成, 40年鹿賀科不
足のため作成できず)
50年
庭 瀬 尋 野 砥 友 東 花 尻 西 花 尻 川 入
男 女 紘 罪 女 揺 輿 女 紘 男 女 紘 男 女 総 男 女 総
0～9 16 5 2T1 1 5 4 01 1 11 2 000000
lO～ 19 12 占 18 1 7 8 2 2 4 101 4 1 5 04 4
20～ 29 22 18 こ40 8 9 17 5 2 7 81 1 0 5 5 4 5 9
50.ー 59 9 12210 2 5 5 02 2 1 01 0 0002 2
40.ー 49 10 5 l15 2 5 5 0002 1 5 01 1 0D0
50′-59 1 2 5 2 02 01 1 008101008
60.ー 69 1 4 5 0 001010000 日 0000
70.- 1 01 0000D0DD000001 1
T 撫 川 中 撫 川 大 内 田 日畑乗組 盲 備 町
男 女 紘 男 女 総 輿 女 紘 輿 女 紘 輿 女 総
ロー.9 8 8 16 1 01 000000 27 18 45
10.ー 19 ld 15 51 0001 1 2 00 0 57 56 75
20～ 29 17 22 59 1 4 5 2 5 7 02 2 59 75 152
50～ 59 10 4 14 1 2 5 2 1 5 00 0 25 28 51
40.ー 49 5 4 7 1 2 5 01 1 00D 18 15 55
50′～ 59 5 1 4 1 01 1 01 0009 4 15
dO～ d9 02 2 000 0000002 i 8
庭 瀬 千. 野 延 友 東 花 尻 西 花 尻 用 人
輿 女 紘 輿 女 紘 拷 女 紘 男 女 紘 男 女 揺 男 女 紘
0へ_ 9 5 8 1.5 1 01 1 01 0000005 1 4
10～ 19 12 9 21 i U6 2 1 5 1 01 0002 2 4
20～ 29 24 51 55 6 10 16 4 4 85 4 9 5 2 5 10 10 20
SOへ_59 5 5 10 2 2 4 01 1 0000 1 1 5 1 4
40--49 5. 5 8 5 05 00001 1 1 1 2 0D0
5D′､_59 02 2 1 5 4 000011 1 1 2 1 1 2
dO.～ d9 1 01 1 1 2 00 0101101 1 01
70′-.} 1 5 4 01l 1000000□1 1 0□0
下 撫 川 FPW Jl 大 内 田 日畑東胞 昔 備 町
輿 女 揺 男 女 総 男 女 紘 男 女 総 罪 女 総
0～9 7 9 14 5 1 a 1 01 00 0 25 19 42
10一一19 5 4 9 0001 4 5 00 0 29 20 49
20～ 29 8 24 54 2 5 7 2 8 10 1 1 2 65 101 166
50～ 59 10 4 14 2 1 5 01 1 00 0 22 16 58
4CI～ 49 4 5 7 01 1 01 1 □0q 15 10 25
50～ 59 1 1 2 1 01 0000005 9 14
60.ー 69 1 1 2 □0000 0000占 2 8
壷 ~ー嘉1 平 野 延 友 東 花 尻 酉 花 尻
輿 女 総 輿 女 総 男 旦 座 輿 女 株 男 女 揺
0-9 22 25 45 28 28 5占 2 15 15 lJ 4 5 1 5 4 ll 2 15
てOへ_19 9 55 44 20 7 27 5 1 占 ′ー 1 2 2 □2 5 1 4
20～ 29 62 88 150 7占 dd 142 7ー 1`ー 51 5L. 2 7 5 9 14 15 17 50.
40一､-49 A a 12 ll 7 18 1 2 5 Ol- 1 1 5 1 4 5 5 a
50.-ー 59 2 2 4 5 4 9 1 O1 01 1 1 2 5 1 1 2
6 0- 69 2 2 4 1 4 5 05 5 0Dロ01 1 ロ00
下 加 川 中 枚 川 大 内 田 日畑東組 吉 備 町
輿 女 紘 男 女 紘 顔 女 揺 輿 女 総 男 女 総
0～9 12 12 24 2 5 5 5 I 4 00 8 82 89 171
10～ 19 19 7 28 2 2 4 1 01 00 0 42 54 114
20～ 29 47 49 9占 4 8 12 5 7 12 00 0.254240474
50～ 59 14 A 20 5 2 5 2 1 5 0.1 1 94 55 149
40- 49 5 7 12 1 2 5 1 5 4 00051 52 45
50～ 59 2 4 A 5 85 さ □5 000 18 14 52
占0～ 69 1 1 2 01 1 ロ ロ00004 12 1占
地区別転出者年齢別人口 (転出,死亡者名簿鼠 住民移動届番趣よb作成
40年度資料不明)
0～9
10～ 19
20～ 29
50～ 59
40～ 49
dO～ 69
70J～
O～P
20､.29
占0～ 占9
ld ll 2d 8 8 1ム 1 1 2 5 2 5 85 5
12 16 28 2 15 15 7 9 1占 01 1 5 占 9
4 ll 15 7 5 12 2 4 占 0002 5 5
12 5 17 1 2 5 ロ002 5 5 1 D1
5 5 6 00ロロ 0 D000000
2 5 5 0□□00ロ 00ロ 00000002 2 ー01 000000
T 撫 川 中r撫 Fl 大 内 用 日畑束組 五 億 町
:男 女 揺 男 一女 紘顔 女 揺罪 女 ■
9 12 21 5 5 8 2 ロ 2 000
26 21 47 2 5 5 1 1 2 0口0
18 19 55 5 2 5 5 3 8 01 1
15 10 25 1 4 5 2 2 4 0U0
8 7 15 2 □2 ロ a8080
2 5 5 0□0D 1 1 0□002 2 011 81 1 000
2 5 5 000ロ0ロ 00□
??? ??????? ? ????? ???? ?
??
?
?????
? ? ? ? ?
? ?? ????
? ?
54年
庭 瀬 平 野 延 友 束 花 尻 西 花 尻 用 人
顔 女 紘 罪 女 総 輿 女 紘 輿 女 紘 罪 女 紘 男 女 紘
0-9 8 8 16 5 5 10 1 1 2 0 002 02 4 1 5
10- 19 14 14 28 9 4 15 1 01 5 05 2 1 5 7 4 ll
20- 29 24 25 49 9 9 18 04 4 2 7. 9 5 4 9 7 9 16
50一一59 7 5 12 5 1 占 02 2 00 002 2 2 4 占
40′､ 49 7 4 ll 02 2 00811 2 008181
50′､ 59 2 1 5 2 1 5 00000001 1 0 0 0
占0′､占9 1 2 5 01110180 00D. 0 0 □0
70′■､ー 1 1 2 0D0000000011 8 0 0
下 撫 川 中 撫 川 大 内 用 日畑束組 吉 備 町
男 女 総 罪 女 紘 男 女 総 罪 女 紘 罪 女 ′ヽ亡､
0へ_ 9 5 10 15 1 8 101 100 0 2占 26 52
18′､_19 9 15 22 2 2 4 1 1 2 00 0 48 59 87
20.-_29 12 51 45 2 4 占 占 5 9 8 1 1 占7 97 164
50.ー 5 9 6 5 9 1 1 2 00000 0 21 18 59
40.-49 2 4 6 1 01 000000 12 ll 25
50.､-59 1 2 5 01 1 00 0 0005 6 ll
60- 69 1 4 5 8D00000005 7 10
摩 簡 平 野 延 友 束 花 尻 西 花 尻 用 人
罪 女 紘 罪 女 総 輿 女 紘 男 女 総 罪 女 総 男 女 紘
口へ_ 9 25 16 41 51 28 59 4 4 8 2 2 4 1 2 5 5 1 4
10.- 19 14 10 24 15 14 27 2 4 6 1 2 5 7 2 9 8 1 9
20′.ー 29 59 85 122 41 59 100 5 9 14 7 10 17 5 7 12 8 18 2∠l
50～ 59 19 15 54 25 1ム 41 7 07 4 15 7 1 2 5 4 2 6
40～ 49 6 5 ll 10 5 15 1 1 2 5 05 2 5 5 1 01
50.ヽ_59 2 02 2 4 占 1 01 0 00000011
60.-ー 69 04 4 5 1 4 01 100000 0000
7O- 1 01 08 01 1 811 000000
下 撫 川 甲 撫 川 大 内 用 日畑東組 盲 備 町
.罪 女 総 罪 女 稚 男 女 紘 輿 女 紘 男 女 総
0～9 ll 15 26 1 1 2 2 02 0 00 80 69 149
10.～ 19 14 7 21 2 □2 5 1 4 0U D 64 41 105
20～ 2.9 24 41 65 4 5 9 105 15 1 1 2 144236580
50～ 59 15 7 22 5 1 4 1 5 4 011 7i 50 129
40-ー49 7 5 一口 0 11 5 05 00 0 55 16 51
50～ 59 2 5 5 1O1000 0 0 08 8 16
60～ 6 9 81 10U D11 2 0D04 8 12
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襲 5- 1- 15 地区別転入者,転出者 (臣民移劫属鎌より作成)
転 入 50年 55年 40年 4 5年
頗内 県外 計 保内 県外 計 県内 腺外 計 県内 煉外 計
庭 瀬 85 55 118 98 19 117 110 47 157 225 99 524
東 花 尻 5 占 9 15 口 15 15 7 22 20 2 22
一西 花 尻 10 0 10 5 5 18 15 ll 26 50 ~5 55
川 入 ll 5 1占 52 占 58 54 2 5占 51 21 72
下 撫 川 87 27 114 52 8 占0 182 55 157 106 65 171
中 撫 川 ll 4 15 15 4 19 8 占 14 55 5 5占
大 内 田 ll 4 15 16 ー 17 27 5 52 17 14 51
日 畑 乗 組 2 0 2 2 0 12 5 0 5 1 0 1
吉 備 団 地 - - - 15 5 2_ 7 4 0 4
? ??? ? ?? ??????? ?? ? ? ? ? ???〜 ー
膿内 県外 計 県内 県外 軒 県内 膿外 計 県内 県外
庭 瀬 95 29 2ー2 79 28 107 75 55 110 179 128
平 野 52 15 47 51 15 44 44 29 75 109 70
延 友 24 10 54 ll 4 15 7 4 ll 17 18
東 花 尻 10 2 12 10 a 1占 10 5 15 18 8
酉 花 尻 15 占 21 10 6 1占 1占 15 29 25 12
T 撫 川 110 45 155 95 55 12占 84 57 121 100 48
中 撫 川 22 10 52 1占 10 2ム ll ll 22 12 9
大 内 田 14 5 19 2ロ 5 25 18 8 28 22 9
日 畑 東 組 1 - 1 4 1 5 1 1 2 2 1
転入者の昭和45年度年齢別人口を衰 5-1-12.那 -ト 7てみてみると津野と同格 いずれも
20代 次VC50代,0代が多く,しかも.男のノ∧巌 が女の人数を上回っているoただし,庭瀬の
10代には女が55人,男9と女の方が上回ってかむ,これJ.tt中国短期大学への入学者があるから
であろう｡ (数字は昭和 4 5年定むもQ)である｡)
転出の方をみてみると衷 5- 1- -51り転入 と同じようを傾向が出てくる｡ 20代が多く･0
代, 58代, 10代と続 くのである｡ 20代を除く他の年代で払 男の方が女を上回っているoそ
れ払 これらの年代に職を求めた9,転勤などが多いからであろう0 20代は･人口減少を示す大
･-45-
内田,日畑東組を除き,ど()地区でも女が上回っているが,これは結婚による流出によるものだと
考えられる｡庭瀬の 2ロ代の女の転出者が85人と,男59人に対して多くなっているのは,転入
と同じく,中国短期大学の卒共著が原凶であろう.
ま と め
以上述べてきたことをまとめてみようo結果的には,ゆるやかな増加を示 している吉備町e)人口
は日華事変をどe)吸争のためであろう机 昭和 10年から昭和 15年eJ間に減少しているo昭和15
年から太平洋戦争を紅さみ,昭和 22年e)終戦後の閲に,人口は急増している.昭和 25年以降,
昭和 55糊 qJ淑少姐 これは昭和 50年代の全国の出村にみられる傾向である｡その流出先は･
岡山市が一番T,次に倉敦市,大阪府,東京都である｡昭和5 5年から昭和 40年C)的加･そして
昭和 40年から昭和 45年の急増は:,そeJ虹入着を地域的にみるとわかるが,岡山市 ･倉敷市から
eJ行政区画を越えて()膨張発展,即ち人口的には岡山市e)都市牌であるといえるだろう｡転出者に
ついても,特に岡山市 ･倉敷市との結びつきが強いことを示しているO年齢的にみると,結果的に
は転入者が多いが,転出入ともその主力は,若年基幹労働力であD,性別をみると男qJ方が多いが,
中国短期大学eJある庭瀬払 10代の転入者, 20代の女の転出者が多いo
ryIE3~l~7 1 l
転 入 年齢 別 (吉備町)
24) LO0 -0 61) 10 加
盟
弟 下 姐 川
者■■丁
-41--
28 10 80 801 100 200
女
?
?
? ?
??
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人口増加率は:,地区別によって異なD,大内乱 日畑東組を除いて∫他の地区は,すべて増加を
示 しているOその内でも,交通の便利で岡山市に近い平野が敢しく,次に庭瀬となっている.
産業別人口でも独自CJ建築e)発展を示すというエb住宅地帯として,第 5次産業の高い増加率を
示 している.
吉備町-の人口の流入は続 き,人口は増加していくことであろう｡大内田,日畑乗組も交通,道
路網の発運によL),将来には住宅化していくことは,吉備町全体の位観からも考えられるし,塊家
()淡紫化,さらには脱旗家現金が進むことからも考えられる｡岡山市に昭和 4占年度に合併された
が,単に経済的効率だけではなく,地域の現状をよくとらえて地域住民に即した計画的行政政策が
必要である｡
(塩見 節子 /｣､川 典子)
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図 3-1- ll
吉備町部落別人口 (吉脚T役場産革誰人口移動明朝穀3月31日現在)
臼畑東組
40
2 明治20年代における庭瀬村の人口動懸
(Jf) 本論の目的
下b普通電車で岡山節を出発し,笹ケ瀬川a)鉄橋を過ぎると,山阻新幹線工串であわただしい岡
山市街地とは対照的に線一色Q)空間が前方に開けてくる｡ 7月の下旬ともをると田植えはすでに終
b農家の人もホッと一息ついてV,･る頃であるが,皐容の両側に延々と挨く田んぼの間では.刈り取
った蘭革をあぜ道に乾している姓氏の姿も見られた｡この田園牧歌的風情を漂わせている町が庭瀬
町である｡岡山から約6･5キ ロ西側にあ9,足守川と軽ケ瓶川の二つの川にはさまれて発適した町
である｡
以下CJL,ポートは明漁2ロ年代(A:おける塵肺 寸rJ人口動態を,転出と転入とtnう二つの点から明ら
らかにしようとしたものである｡ ′
何 岡山県内の離別人口
庭瀬村壮現在は岡山市に俳人されているが,明治20年代には課限郡に属す一つの村であった｡
岡山県内QJ郡別人口を百分率で示 したむが図5-2-1である｡庭瀬村qJ存在した賀勝都は明治
22年当時,人口45,526人で,県全体の4声を占均ていた｡同じ資料をもとにして.地図の上に
階椴区分化して表現した(Jが図5-2-2である｡との図からわかることは人口が多いrL)壮岡山県
の南部地方であD,逆に人口が少ないQJは北部地方であるO賀陽郡は人口の密を地方であっ7tこと
がわかる｡
図5-2-1 岡山県内の郡別人ロ(明 治 22年) 数科 :岡山■県市町村⊥覧L-ーq仁
･ L･二二･1,1ー 1. - L¶ -‥ ･ .′
イ
0 10 20 30 40 50 6ぐ 70 80 90 10 ★
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全体の人口
I,080,193人
西 北 粂 郡
西 西 条 郡
大 庭 郡
撃梨郭
吉 野 郡
東 北 粂 郡
東 商 粂 郡 の 廠
? ? ??? ? ? ??
L=コ 10,000-20,000人
皿 20,000-30,000
EZ22] 30,GOO-40,000
巨≡司 40,000-50,000
匿…翌 5｡,｡｡｡～7｡,000
闘 70,00｡～｡｡,000
図3-2-2 岡山県の郡別人口分布 (明治22年)
資料 :岡山県市町村一覧
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(I) 転出と転入の原囚
他の都市-()転出とか転入の原凶には多くのもUJが考えられ,それぞれの由子は独立した場合も
あるが,二つ以上の因子が相互に関連 している場合もあるO明治 20年代における庭瀬村の転出 .
転入の原凶には次の7つの田子を示すことができる｡
())転併 2腐 脚 3)養子(4)馨女(5)分家(6)私生子(7J赦婚
これら7つの包子をそれぞれ明治25年から明櫓 31年までの期間内で分析してみると,黄 5-
2- 1eJような結果になった｡
表5-2- 1 転出と転入Q)原EEl
明治 25 24 25 26 27 .29 50 51 l計 %
転 住 4 6 い ) 4 5 9 14 ll 5 9 15.5(15) ( 5) (9)(8) ( 45) (18.4)
結 婚 5 25 17 22 19 4259) 50 50 208 54.5(16) ('5) (24) (12) (114) (46.7)
# + 7 4 6 5 4 5 5 8 42 ll.1(` d) ( 4) ( 4) (10) ( 7) (51) (12.7)
孝 女 2 0 1 4( 2) ぞ8) 2 1 1 15 5.5(5) (1) (1) ( 9) (5.7)
分 家 ロ 4 1 0 1 U ト 1 1 8 2.2
私生子 0 1 0 5 ど 1) 5 4 4 17 4.A(0) (2) ( 5) ( I) ( 7) (2一9)
離 婚 5 2 7 5 5 6 7 0 55 a8(7) ( 5) ( 8) (5) (9) (50) (12.5)
計 59 40 58 41 54 71 占2 55 580 100
(j 庭瀬村-UJ転入
( )内は転出
1
岡山県外 か らの転 入 岡山県と隣接している広島鼎や兵庫県からの転入が多く在るだろうと
いうeJが調査前CJ予想であったが,これが見串忙裏切られ,海を-だてた香川県が圧倒的に多く,
ついで大阪府となっている｡そして転入者の数も明治 29年までは 1年間に 1人という時もあった
が,明治50年に入ると急にそむ数が増えているととに特徴があるOでは一体7kぜ,香川児,大阪
府からの転入が明治 50年に入ってから急増したq)であろうか｡自分はそれを山陽線C)開設による
もeJと考えている.
谷口澄夫蕃 ｢岡山県e)歴史｣山川出版社によると.次のような資料が述べてあるo
明治21年 12月兵庫～姫路間開通
明治 22年 9月神戸～兵庫間開通 ′
明治 25年 12月船歌 卜/ネルまで西進 ■
■
明治 24年 5月三石～岡山聞開通
明治24年 9月福山～岡山聞朗通
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表5- 2-2 岡山塵外からの転入
明 治 25 24 25 26 27 29 50 51 計
中国 広 島 県兵 庫山 口 1 1 51 21 占21
四国 香 川愛 媛 県徳 島 1 1 1 1 a 4 121
九州 福 岡 県大 分鹿 児 島 1 1 1 1
近戟 大 阪 府和 歌 山 県 1 1 51 2 91
関東 茨 城 県東 京 都 1 2 1 15
岡山まで鉄道が閑通 した当時qJ運賃は 1マイルについて下等 1銭,中等 2銭,上等 5銭で,岡山
から庭瀬まで 4銭,倉教まで 10線,和気まで 17蝕,姫路まで54銭,神戸まで7口銭であったO
当時の米価が 1升 占鎖から7鎖 5厘であったから ｢たんす長持ちJjq畠に入れて乗ってみたいぞ岡蒸
気｣とうたわれもしたO
上記lJ資料から判断
すると,明治 24年に
はすでに山階線は開通
していたのであるが,
迎賃が庶民にとっては
高すぎたたれ 明治
5 0年に入ってやっと
汽庫に乗れるように な
り,遠い大阪からも人
が入るようになったの
だと考えている｡
岡 山県内 か らの転入 岡山県外から(i,転入と違って,岡山県内からの転入Ld:,地理的に隣接
している地域からe)転入が多L^.
賀陽郡 内 か らの転入 賀陽郡には当時 18の村が存在した｡庭瀬村へ転入してきた人(J村は,
人口と世帯数においてどんな特徴7=dTもっていたlJであろうかOこれを園化 したrJが歯 5- 2- 4で
ある｡
人 口 n 世 帯 せ
? ?
?
? ?? ?? ?…
〓
?
庭瀬村は人口からいえば郡内で2
′ 位,世帯数では 5位と;bib,稔社村
大仰 け
H男手I
ftlFtHJ
恥部H
flurl
菅ぢIは 舌Ll
t ヽ
l
l
L
,i-L'こ~'l‥
tL'r.,I
% 仰 526人 全P8緋 7才
図 3- 2- 4 賀働郡内cJ人口教と坦帝政 (明治 22年)
史料 岡山頻市町村-覧
弄 5- 2- 5 怨鰐都内から0･)転入
I 明治 25 2∠ー 25 26 27 29 50 吉1 酎
凍金村 2 4 1 5 2 7 5 5 27
高松村 1 1 5 1 5 2 1 15
足守村 41 1 1I 2 1 2 ll
生石村 1 5 2 9
総社村 5 1r 1 2 8阿骨相日近村大井凍尾岩田椿谷 13 1 2 i451
忙ついで郡内の中心的村となってh I
る.従 ･=て郡内の各村からCL)人口lJ
転入につVlても,相対的に総社村か l
らeJ転入が少なく./l･ってレ､る｡
帥 庭瀬村からの転出
庭瀬村から他府腺への範出は特に
限られた地域というもqJはなく,早
国.P_q&.近敵 朋東にばらまかれ
･ ているO(表 5- 2- 4)
巌僻村から岡山県内-の転出tは,
転入と正比例してかD,地理的に近
V}地域-()転出が目立っている｡
(図 5- 2- 5)
表 5- 2- 4 度僻村から他府県への
転出
明治 25 26 27 29 50 計
山 口兵 庫 2 1 1 1 24
広 島 1 1 2
京 .都大 阪奈 良 2 21 2 1 42
東 京神奈川 12 1 1 25
香 川 1 1
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図3-2-5 庭瀬村から他都市への転出 (明治25-30年)
<む す ぴ>
明治20年代にかける賀陽郡庭瀬村eJ転乱 転入という人口動態をか ;めてきたわけであるが,
こCJL'ポー ト作成にあたっては恩師高重先生qJ指導と助言によることが多 く,岡大卒業後 4年e)月
日がたとうというqJに依然として私を忘れ帥 でVlて下さることに深vl感謝をささげるものである｡
7月25日は午前中は雨がばらつき,午後になって止みはしたが,地域研究cJ初日としてはあま
bhh日ではなかったo当日私牡尼崎eJ下宿で高盃先生からeJ速達を受け取り,急いで庭瀬町公民
館までかけつけたqJであるが･すでに夕方 7時を-わっていたo広い公民館q)中で学生たちが黙々
と古い更科を集 計し･記録している姿をみてとてもなつかしく思ったO高盈先生よ9さっそく博
出 ･転入｣qJテーマをいたk'き,自分も古いが 収 めにとbかかったが,毛範でせかれた明治時代
e)文彩は沈みづらく･悲鳴をあげたいほどであった｡
しかしこうLnう状態を続け如 iらも･ここに lつのレポートが作成できたことは,こeJ上 もなく
接ししハo (水元 無二 昭和 46年 8月 24日作成)
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5 陣屋町集落 とその変容
ここでは,庭瀬が陣屋町として形成され,その私 そむ形態と機能がいかに変容して卓たかを考
察するe)であるが,聞きとDを中心に,また,高畠家戒の絵図,字垣武漁若C)r板倉伝記JF支配
者蔚jなどの負料を参考にしながら検討してみた｡なか,一般の城下町と比較するため,矢守一彦
著U)I'都市ブランの研究』をも参考にしたQ
㈹ 陣屋町の成立
慶長5年の関ケ原の殻e)功によって,戸川遠安が, 3万石で庭瀬を盤封した｡そして,こe)時,
高松城水攻の後ち廃城となっていた古城祉を本丸に,.&た二()丸,三の丸を拡張して城下の繁栄を
計った｡(r板倉伝記』)とU)廃城になっていた古城批払 毛利氏に属した松山城王三村氏かi永禄
(1558-69)元亀 (1570-72)の頃,薮いたもa)で,今では庭瀬古城祉といわれ,今
夜か,城の石垣q)一部や濠池が残っている.天正 10年 (1582),織田,毛利両軍q)商松城合
戦後,この地は,備前 ･字音多氏の所有するところとなり廃城,そ()重臣岡豊前の支配で,古城祉
a)東に接して,V,せU)庭瀬御屋敷e)地Vこ新しく城郭を集Lnたのである｡そして,海上からe)船便を
設けて城下に通じ,物較運搬を便利にした｡
戸川遠安が5万石で庭瀬を藤封した後,｢ノノ子土佐守正賓- ノノ子正宣 (安室)- -ソノ子
安風 (幼托して延宝 2年より家督を継 ぐが同7年早死)聯鹿,シカル-,弟主計七才 (遠雷)五千
石ヲ腸,後チニ玄零 卜称スo地域ヲagIj,本丸ヲ主計工藤,是ヲ撫川 卜云,堀ヨリ嵐 二ノ丸ヲ廃城
トナシ,御代官所 トナル｡｣ (『板倉家uJ詳原色J)とあるように,庭瀬城払 本丸と二()丸の地
を削って,本丸を戸川遠雷の領地とし,陣屋仕旧庭帝家中屋数におかれ,橡川陣屋としたのである.
本丸跡Id,現在御本壇と呼LrilrLでいるところで,そa)中には社がある｡挽川陣屋は辛塵氏Q)説によ
れば,｢現在eJ下淋川 4占8番地から西e)平地に阿畠を設け,附近忙家臣の屋数を建てたQJとV,ラ
ことである｡一方二qJ丸は廃城とされ,そq)地に代官所が尽かれたらしhoその後久世重久が陣屋
を構え,ついで再び代官所が尽かれ,今度は松平信通が陣屋を構えた｡そq)後,まね代官所となる
が,元禄 12年,板倉重高が2万石で庭瀬をTAi対し陣農を栂えることとな〇た｡
撫川領と庭瀬領があD,大変硬雑であるが,以上.陣屋町庭瀬が発遷した歴史過程を簡単に述べ
てみた｡歴史過榎は,第5寒で詳 しく触れられると思 う{L)で, こq)くらいにして,次に陣屋町集落
qJ変容過程について述べてhこうO
(｡)陣屋町q)変容
普通,城下町を調べるとき,水系eJ防御的利鳳 社寺む配像,道路屈折にみられる軍容的配慮と
■■●
れ 身分別,職集BIJ居住区e)駿足などにかいて城下町なるもe)q)典塑像ができ上っていて,すべて
I●■I●
城下町絵図に当てはめている傾向があるように思われる｡が,エb深くより快互に研究していくと,
城下町の計画にrL 藩榊造の差異や茶番体制eJ変質過程が反映して,建設期,完成期,崩壊期では
変容が見られ,また計画名によっても異なっていることが明白となるものだ｡
庭瀬陣屋町の形鼠 変容において.地域性がはっもb出たらと思うが.聞き取Dが十分にできす,
結句侍屋敷eJ地域として部内･町屋数として本町を中心に調べたに終ったoとこでは･捨軌 史料
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のJ娼係から庭瀬領を中心に,江戸初凪 明治初期,現在を比較 し,変容を見てL^ くことにするD
庭 瀬城 御絵 図
北
?
58
? ?????
?
-邸内,本町-
5-5-1()原絵図は, 150線四方の範囲把色彩を施したものであD,庭柵 主戸川土佐守正
安時代eJ城地を中心に描かれている｡年代,作者とも配収がなく不明であるが,絵図から推察して,
戸川玄蕃遷宮(i)とき,城地を分割して熊川領主旋本に転封した延宝 (1675-80)末頃の作と
されている｡
すす, 3- 5- 1の邸内からみてLへくことにするが,との邸内とは,大手門以内,つまb外溌以
内を指し,これが侍屋敦の集っていたところである｡また,内を以内が俗に嘗う御屋敷であ9,現
在も見られる宵山神社の一帯であるO
国中①が戸川土佐守の庭瀬屋敷であるo ここは,戸川環除封QL)俵, 内地にある升天宮や,eJち
忙祭托した板倉氏の守誕神aJ神山神社堀割bを二流して簡野を設け,家中度数の掩蔽にしたが,地r
形は変bながらも,歴代滞主CJ卸屋故跡比変っていない｡ (5-5-2と比叡するとよくわかる)
②以下⑲号では侍屋敷であるが,鼠に列車してみるととにする｡
②戸川又左衛門市之丞 高958石 (司粟坂村)
③戸川新右衛門弥書 鉄砲足軽, 20人扶持 高58ロ石
Ll石川源兵衛要吉 家老 高508石 (司矢部手の
(戸川正貨Q)弟)
(a)国有源左術門
⑥奈良原夢右衛門
⑦苅田与右衛門九大天
⑧井上八郎右裾門
⑨寺嶋太平右衛門
⑳淑韓平兵術
⑳国吉息左裾半平
⑲加地′｣､右衛門
⑩飽輔兵右裾門
⑭撫政客兵術
⑱西山魯右衛門
⑩角南五郎兵衛平八
⑱山本八右衛門
歯山上源五兵衛
鉄砲足軽, 20人扶持 高550石 (司息羽村)
総奉行 砥 240石
寺社車行 商 24日石
馬姫 高 150石
船蔑水子 占人凍持 高Sq石
儒姐 rki80石
属塵 高 250石
妊侍役 高20 0石
近侍役 南 108石
武具支配 満 50石
鉄砲足療 20人兼持 高55ロ石
7 高250石
馬担 高 190石
馬姫 高 150石
⑩忙ついては,どういうわけで屋敷が町屋の中にあるQJかよくわからない.同様に⑩も外溌e)外側
に位足してVlる｡中央には会所があるOまた⑳の日蓮宗覚如山不変院は,領内cJ同素首座であるれ
これが侍屋敷の中にあることは注目すべきところだろ5｡町屋と通 じるQJは,⑳の大手門と⑳の不
変院にあり狸門となる水手門である｡
町屋は郊外で,東西に延びる街道に沿って西側にず.っと発達している.その様子を簡単に述べて
みることにするO句は農産で町の絵描さが住んでthたO⑳⑳教士門 (斉木)eJある禾eJ門であるが･
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日暮れには閉じ,日の出には開いて,夜間に地の利と出入りする人々を燕 じ.町内の自衛のための役
割Dを果した｡詳しく述べると,⑳は平野村方面,⑳仕花尻村方面 (ここは備前の前丸 花見 一
育-の往遭道路が通 じている之,喧歩は川入方面 (同様に,宮内村,板倉村への往遭道路)との関係
においてであるOそして, この木門がいつ頃でき,いつ頃-1であったもCJかわからないが,一応,
こCJ木門,高札をも含めて町屋にも,御屋数,侍屋敷などと同様に郭の内に触まっていたものとい
えるo この町屋払 このl園によると現在qJ本町である｡⑳は紙屋敷,a)ちの人力車の詰所,明治24
年山陽本線が開通すると駅前に詰所ができるO⑳干物鼠 ⑳米屋,⑳旅宿,⑳⑳質嵐 ㊥ 日遵乗法
正山信成寺,､垂魚鼠 ⑳ 町医者e)屋敷 @ 橋本屋文右㈲ヨ『,職業は不明,⑳ は高札で,藩CJ御蝕を
掲示 し,撫川方面から往来する人々に周知した｡
㊥重商⑬㊨⑲粛 まvlずれも侍尾坂であるo(43)は戸川玄蕃屋敗に通 じる道であるが･㈲ r儲主に移
対したとき,ここに大手門を設けたo⑲ 古城虻,t@戸川玄者御屋敷,ならびに会軌 であるOまた
火()端にあるf@払 栗坂村にあった定林寺を再興したもCJである.が 後 に, これは,元禄年間,
板倉氏が庭瀬を入封したとき不変院の北に移し,松林寺と改めて祈願寺と定められた｡
5-5-2は,明治 4年の廉帝当時の家中崖教庭瀬藩邸内略図である｡ 5- 5-5は,明治 5年
11月調べの備中賀陽郡第 15大区,小 18区庭瀬町本町の図である｡ こC)2つを合わせて,明治
初動の庭瀬陣屋町とし, 5- 5- 1とQ)比臥 せた現在 (図5- 5-4を参照)への変容の過程を
追っていくことにする｡
江戸初期の侍屋数の数壮少ない｡が,江戸末期から明治初年の 5- 5- 2と明治2年の『枚倉家
侍帳』を見ると,すっと家臣C)石高が減少していて,また,家臣CJ数も増し,屋敷も零細化してい
るようであるOが,享保年間と元禄 15年 (板倉氏が救封したばかDの頃)とを侍屋敷C)坪数と借
級との隣係において比政してみると,石高Q)低VlもCJの坪数が増している｡これは,享保年間頃には
は家中屋故 もある程度整備されてきたためCJ変化だろうと,HLlJ,われる｡ (3- 5- 4を参照)また,
5- 5- 1に関して,侍屋戯CJ計庇には職別の居住地域を見ることは,はっきbできないが,ただ
近親者が御屋敷近くに住んでいたということがいえるようにも思われるO町屋についても,侍屋敷
と同様に/｣､規校で,はっきb磯による居住地区を区別することができない｡
やがて,明治からe)庭瀬陣屋町e)崩壊は,せず邸内CL)武家屋敷の飼汝が注目される｡が, こe)初
期は,邸内には町人は入り込まなかった｡なぜならば,庶民にはまだ根強い身分制の感度が残って
いて.大手門を通b内に入ることは恐れ多いことだったのだoこCJことはLigき取Dでも,しばしば
耳にした｡
5- 5- 5には,前述のq板倉家侍帳 jK名を連ねている武士の名前が見られる｡たとえば,図
5- 5-5eJ也の西野畳茂治 (徒士四両二人)紘,かつて 5- 5- 2の邸内△印の所に住んでいた｡
子孫は現在,街道沿いで衣料品店を営んでおられる｡そUj前払 下駄 米,塩たどを売っていたと
かo明治になって殿様が東京に行かれたから,明治4, 5年頃に本町Vこ移ってきたということを伺
ったoその他 森田柳嵐 岡本♯軒 (外様拾^取乱 御近習,結人並,禄高不明),荒木恕平Ijtど
の名も見られるOが･また中央に出ていく者も多かった｡つまD,明治になると,士族は中央vc出
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てV'くれ あるいは本町などで,いわゆるr武士の南光J)を始めるC)である｡今から5ロ年巷前に
紘,邸内にも7- 8軒侍屋魚が残ってL^たということだが.草道 カとなるので,そこを田畑にした
A,ほとんど全部に近い雀の改森をしたりしていた.ま簸渡辺という士族払 明治cJ初め頃,材木
屋とをD,広い屋敷を材木足場にしたということITある｡
しかし,UJちには,邸内にも大きvl商店がはいって(るようになった｡たとえば,現在も見られ
る花産の株式会社,西本商店がそうであるo これは明治エム年にはいってきたのだが,それ以前に
も,やV:19輸出用の花雀の工場があったそうだoしかし,失敗したので,そのあたDの屋数や,土
地を月取り移ったということであるO山口,広島をとにも支店をもち,また兵庫,讃岐などと船eJ
任を利用して発展していったそうであるo川を賄てて対岸に倉庫があるれ その川も塊めたてられ
たものらしく,船の自由な出入bなど全然考えられT=(,その面影を想像するeJも困難をくらいで
ある｡当時or)軌d:,真申の探さ6･m笹. 1竹l以上の潮の満ち干さがあったという机 それも周青柳
期頃まで船が出入bしたに過ぎなvlとL^うoこの川が碗 (足守川の下流での児島湾節切b堤防によ
るためといわれているOそうして,車治の空地に牲魚市などが立ち結榊賑やかだったとかOまたそ
の船便の恩恵を受けたもC)として, 5- 5- 5ののあたりの米問屋,⑧の吉田太郎丸経営QJ青田屋
の焚物,肥料などの取引き所などがあげられる｡
御屋敷の奥御椴については,床井文平 (明治初年頃,白石村の大庄屋をしていたが,強訴e)ため
母屋を焼き払われたeJで,一時楓川の大庄屋斯波純一郎q)もと-避難していた)の子再可 (カズヨ
シ)が,この建物全部を兄い受けて移し再建した.帯邸e)庭園は,大賀正為 (自石村の楽屋という
屋号をもつ豪商)が.只L^受けてその廃園を移したのであるO藩邸の中心となっている弁天島をめ
ぐる地を丸池というが,塵芥の檎墳となD,今で比一部を完全に埋めてしまっている｡帝邸の東北
に鍛守滑山神社があ9,神殿には重畠,重矩父子q)時代の連晶が保有されているO城跡の面影は,
ただこeJ神社e)周囲に感じられるだけで,大部分C:)御屋敷跡や丸池上b南,つまb国Ⅱの飯田があ
ったあたりは,今や新車住宅で奴せbつつあるO昭和42年の地廟図を見ると,大きな画餅の田,
同一地番の宅地がある｡
城下町の崩壊払 ひとつには士庶祝住e)進行であるというととができるが,邸内には,ます本町
や附近lL)町屋の人達が入って重たa)で仕をく,大庄息 東商,庭瀬陣屋町を形成してVlくむ忙関係
なかった人達が入り込んだe)ではないだろうか.
次に町屋である本町綻,どQ)ように変容したa)であろうか0 5-5- 5orj中に,士族の名前が見
られることは前にも述べた通DであるQIB及び(a lは野崎通種uJ名が出ている｡野崎氏は東京に出
てしまh,現在は野崎氏と親しかった三宅家の人が食んでいる｡三宅家vL 本町の束辞b忙あって
鍛冶屋であ9,明櫓の中風 家老職津久井督太夫む茶.汲原勝一が三宅家の春子になって肇進と改
めたQ)だと少閑さした｡また,野崎氏払 関東大震災のとも ′｣､田原の別荘を両側にもってきて建
てたそうだ･が,a)の家岳は大へん変ってVlるO中は菅の形をとどめており,邦味深いものがあった凸
仏並比金庫gJようになってかカー 坪以上ある｡廊下仕すべて,さし込みで,丸太の柱が多ho風呂
も大きい.当時の無架を物障っているが.大庄屋たったと耳忙し,さすが,と思われたO③忙発木
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恕平という名が見られるが,W'も含めて現在では荒木家(i)もC)になってV,るが,昭和24, 25
年頃東京方面-出ていったということである｡大手門を入ってすぐ東側CL)相近も,昭和 20- 50
年頃まで荒木家所有であったが,古ハ門最敦や土地を外部から集まってきた人 (4-5軒)が月い取
ったということだ｡ こQJ荒木家は士族出身とLlうことだoLi)に脇本愛敬という名がみられるが,令
も4代めくらいになる子孫が 100年以上前から建っている昔風漁家に住んでおられるO年寄役と
か,米屋だったということで,町屋で韮蚕を家であったらしいoLa)に高木作平とLlう名がみられる｡
ここは現在,用人から来た川野屋という骨油屋であるが,話によると,高木家も醤油屋であったが
後を継ぐ者がいなかったとかOつまD,こ()家は脊(i)家屋と共に磯菜をも全 く無線の人に引き継が
れているC)である｡たまたま,この家は潜油屋という特殊な職粟a)家であったe)で,職業qJみが引
き継がれたという型になったC)だろう｡喧)に高木久太郎という名が見られるが,昔ながらQ)家を残
しながらも現在住んでいる方は,かつての高木家がどんな聡美だったかも開き取ることはできない
荏,先住e)人と無縁()人達だったO古い家が残在し,昔ながらの外形をとどめながらも,そこに住
む人 が々次々と代っているのは興味探い｡そして前に住んでいた人が,いつ頃から住んでいたれ
また何をしていたかということさえもよく知らない人もいるOとにかく出入Dの激しい昔e)町屋で
ある｡
また町星q)崩壊とはいえないが,本町あたDを中心に街道に沿って,あるいは他e)主賓地への往
還道路に沿って発展している｡が現在で仕.国道2号瀞,山陽本線開通に伴って,姦通D的存在で
eJ発展であるように思える｡国道沿いの,ガソリンスタンド,自動車修理丁場,ス-ノミ-マ-ケ,
トなどを思Vl浮かべるとなか一層それを感じるoそして,住宅地としては,山陽本線,伯備線の庭
瀬駅付近,特に昔.蔭Ele)あったあたりに目を見張るものがあD,結局,本町は真申にとb残され
た形で.地味を,しかも底深い力でもって存在するであろうと思われる.
次に町屋を違った方面から見てみることにする｡
5- 5- 5によると,⑳は間口5間5合e)水汲場,6)は高札場で轟は空地である.①幅 2間,長
さ20問,㊥は偏 2間 (上9西国街道,板介駅へeJ往選),長さ2占間5尺 5寸 ㊤幅 1間2合,長
さ19間 ㊤幅2間,長さ80間の道である.町屋e)道幅吐普通 2間をe)で,Oは′J､路ということ
になる｡街道よb南側は奥行きがどうなっているかみると,Oq)小路よb西側は 21間半であるが,
それよ9東側紘 20間であ9,こe)ことは,東京の町屋e)地割と同じであるo街道()北側は,一部
川が後にひかえているため全体的にいえないが,西e)端から東-川が屈折しているところせT,大
体 17間で,そ れ よbJJ匿沿って東側仕 20- 21聞 くらいになっているOまた街道e)北側の東
西に長い町割があるが,これらを昭和42年o')地籍図 (1/2000) を見ると㊥の道に沿って北に
延びているo中田村に行く方向に鹿屋したもU)だろう｡
〔う 江戸時代以前の梯子 .一般的な城下町U)計画変容との比牧
中世末,戦国時代の庭瀬a)様子仏 よくわからない｡-般にこe)時代eJ城下町ニ71ランCJ特色は 1
つに払 城と城下とe)垂直的な隔Dが顕著で城,絵人fE;一任城と商工市場城とC)未接合.水平的距離
a)大きいことであれ こ()水平的距離の解消によって次qJ段階に進化すること｡ もう1つは,地域
一占4-
刷が未分化,未整備rL)状態で侍屋敷と町屋あるvl払 有終尾が混在し,全体として分散的であるこ
と.どうあろうとも,と(･'tかく次の段階で比停屋敷と町屋とが近接する｡あるhは混在するo懸,
土塁などをもって惣碑えとし,その中に田畑をも包含する場合もあるが,侍屋敷と町屋が地域的に
明分化され,道路計画が直交状に-なる｡
次に柵 体制eJ成立期に新設をV'L殻渉された城下町計画があるoこV場合,主暫町屋eJみを侍
農奴と共に外郭内 (多く吐外練と内博の間)に配虻し,主賓ならざる町屋とか新改町屋は外郭の外
側に温く場合と,外郭内には侍屋放しかとどめたh場合とがあるo庭瀬の功合,延宝の末XWL)5-
5- 1によると,濃以内に仕,田畑を含まないし.横座激しかとどめていない6'L)で後者とTzるが,
⑩⑩に侍昆汝があるのは問題である｡原田伴彦氏は丁目不動建都市研究J)で既存QJ中世都市払 新
城下町として改造,再舶ケースが多かつ7tことを例並それている｡つまり城下町自体eJ新しい都市
建設と,中世都市あるいは中世集落eJ改鮎の2つがある.原野に新城下町を出現させようとする際
には地子免除など僚通常をもって有力商^を誘致し保講したということが,既に説かれてL^るが,
これが外郭内にも町屋のある前者の塾となる｡後者cJ方は,既に宿場町,港町,門前町として,ま
た中世城下町としてある程度緊遵していた場合に,停屋敷地区と町屋地区との間に身分的秩序CJ一
線を画することを上b丑視したもC)ではなLlれ と矢守一彦氏が訂都市ブランの研究JIで述べてお
られる｡これを庭瀬にあてはめると,やはり後者の場合になる.つまり,庭瀬は,海に近いこと,
衝道があるため宿場町的性格をもってLlるOまた前述q)ように,まず松山城主三村氏集城の&)廿城
があb,そ(Jすぐ東に庭瀬の御屋敷が後からできたわけだから, こeJフィー ルは全くeJL東野ではな
く,既成集潜の改造といえるのではIrL,'かOこCJ面からも庭瀬は侍屋敷と町屋を簾でもって区別し
ていることがうなづけるO
江戸後軌 幕末になると,倒壊のひとつは町方における商工業独占機構の崩礎があるが,庭瀬は
小規模であるから戦車別lL)地名もなく,はっきb聴共別居住区制もなかったようである｡もうひと
つ(,i,前にも述べた士庶触住であるO多くむ士族は中央に出て管朝 などについた9,本町などに
出て商売をJPbはしめたが,邸内に仕本町などの庶民がすぐには入り込Tiなかった｡空畠激比別 田
にされるeJが多かったO現在それらを埋め立てて住宅地にすることが盛んであるo邸内で屋数であ
ったと思われる建物比,大手門を入って左側e)輿に少しあるくらし(だOそこ仕,目立って古く長屋
cJ感じがした｡癒倉様の慮L^土地が地下げをして田んぼ托した,とレ､うことた0
日 か わDに
以上述べた集落についで地域的に簡単にふb返ってみると,本町では町屋であったが,明治にな
って邸円から政人武士が移って鬼 面亮をする者がいたO町人紘明治以後む住人の出入Dが激しい｡
古い軒並仕残されながら,また中には,磯兼も受け継ぎながらも,そこで生借を営む人々は幾度か
交啓している｡邸和 こかいて払 侍屋敷であったが明治に7tb,しばらくLT,旭e)地域a)入違が住
み込んできたO何人かの士族が残っていたらしレ､が.そlJ子布も極少なく,また侍屋故の面鯵をみ
る家は陀んlJ一部しか残っていない｡そして鼠蚊跡の多くは田にされ,そOrD田にも最近では新しい
家が続々と建っているo商圏eJ部分(丸丸紅)柄 )が並えられた家部であるが,宅地とたるむが最 も新
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しレヽo
この調査結果をまとめをがらも思うことが多いo鵬 の焦点が明確でなかったこと･そのために
調査範囲としての選択が不十分であったことがあげられるが･それらが尾を引いて･反対にあM
にも多い磨鮒 の史料や聞き取り事- 充分処理できないまま終ってしまったことを悔んでいるo
全くか せで多くの開頭が或るのであるが･これらの点をもよく熟考し･もっと疎く調査し･まと
め直すとまた適ったことに気づくかもしれなVloそして･新 調査地域としておもしろい庭瀬だと
わかるかもしれなVlo
(立野 悦子 中原 住患)
_Ad一･
第 4章 苗代 ･中世の吉備町
1 古 代 の 生 活
苦備 町の舌代遭跡に関しては,著名な辻跡は知られていないが,周辺には.中山茶E]山古墳や盲
備離神社が北に位置し,箇(a:は弥生時代後期の上架過跡,造山･作山などの古墳が存在し,古くか
ら開けていた地域の一隅にあるoこれら周辺の遺跡をも考慮に入れをがら.との地域の歴史のVj:じ
ibをたどってみようo
(J) 狩猟採取から水稲農耕へ
縄文時代の人々の生清の跡である月壕の分布忙上ると.縄文時代には,現在の児島半島は瀬戸内
梅にうかぶ児島で,海は旧高松町周辺まで入り,菅備町一帯から薗-倉敷市庄地区.旧虐政＼L続く
現在の広い平野は海中VCあったと考えられる｡ (図4-1- 1参照)瀬戸内海は釣 る千年新縄文時
代前期符粟に海面の上昇を借止し,その複
三大河川やその他′｣､河川の抑頼作用が進む
忙つれて,常備町周辺にも人々の生活の跡
があらわれてくる｡青備町の南の早島-先
島一妹尾へ連なる山塊の潜の入口忙あたる
北側に奨出した山施斜面に縄文時代中･後
期の大内田月塔 (江1)があるQ大内田月
塚の且属の堆硬軟憩は,一番深い屑からは
かなb塩分の強い海に生息するカキの純見
風 上VC行くvc従いやや塩分の低い海に生
息する-イガイ,塩分の低い海に生息する
-イガイ,塩分のうすい梅忙生息するヤマ
トシジミと,堆積する且層の状啓が変化し
それVC伴い,1忙行 くに従いエD新しい縄
文式土器を含んでいるOとかによると,と
図 4-1- 1 縄文時代月額からみた当時の海樟顧
1･倉敷市中庄熊崎･熊崎
2岡山市大内田.(旧膏備町) ･大内田
5･食敷布山地･西尾
4･倉敷市矢部･中条丑
(近藤義郎･西川宏 ｢原始から古代へ｣エb転献)
の地方は,縄文時代中細 頃の塩分のかな
,f)商い海から,後期忙･rD沖哉作用が進み,塩分がうすくを9.カキ.-イガイなど梶棒性の見難
の生息する干潟が形成されたものと思われるO (注2)同じ時期の池跡としてVi,足守川右桂の旧
庄村の山塊の丘陵の東端に矢部月塚 .西尾Ja常 (注3)がある∩
縄文時代の月堀は当時の人々が捕食し展凍した月殻 ･軟骨や土器を出土するので,月額の存在す
る場所の付近が,人々が生情を営んだ壕であゥたことを物爾るO自然物の狩猟採取vc依存していた
当時の人々は,月額や魚類を容易に碍やすい入江や丘陵の突端vc住んでV,たo大内田月塚の見屑が
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上層VEなるにつれて溌水性となっていくようVC,吉備町一帯から旧庄村VCかけての平野部は,高梁
川や足守川.笹ケ瀬川の運ぶ堆穣物によb縄文時代中･後期から弥生時代前期にかけて徐々に陸化
してきたものと思われるo大内田月壕と同じ早島一粟島一妹尾へと連なる山塊の束北端,現在足守
川と最も接近している舌状Kのびた丘陵の北側斜面に弥生時代前期の関戸月壕 (注4),同じ山塊
の東端の岡山市妹尾に弥生時代前期の高尾月額･(注5)があるO二追跡は地形的に標高 10- 20
mの舌状Kのびた丘陵斜面に位億していることが類似しているO高尾月壕は,-イガイ･シ･}ミを
主とし,カキを若干含む淡戯月壕であD,弥生時代前期の遠賀川式土器を出土しているO関戸月壌
仇 ヤマトシジミを主とし,ノ､イガイ･カキの少し混じった主淡且壕であるo下屑からは弥生時代
前期の土器が,上層からは中期の土器が出土されている｡雨風壕を此戟すると,時期は関戸月塚が
少し新しV'と考えられ,弥生時代中期まで続き,月屑も淡水性の月を主として堆稀しているので.
島の北側にあたった関戸付近は,当時潮の人らをV,湿地-とをi)つつあったと推定されるo
弥生時代vEなb大陸から水稲が伝格されると.それは.狩猟の行きづせbと人口bL'1加VE伴って食悦
の必要から急速に広まったD人々は.採取生活から農耕生酒-の変化に伴って,水EB辿柵の存在が
明らかにされた岡山市幹島遺跡などの例に見られるように,丘陵斜面の先端から河川の沖塀作用に
よって作られた徴高地へと進出してくるO足守川が仲原作用によ9その経路にそって自然姫防や後
背湿地を形成しつつあったこの地域でも,足守川右姥の自然埠防IVE弥生時代前期の岩倉遺跡があ
らわれる｡曲耕技術の進歩していない初期水稲典勅の時期においては,^ 々は栽培するに適した条
件 (注6)の土地を選んだ0人=的欄敵の不必要な低湿地を利用･し,木製の鰍や鋤で耕作し,収越
は石庖丁によって聴摘みが行われた｡その為,洩跡立地も低湿地にのぞんだ台地の端や自然堤防上
が多いO縄文時代晩期 脚 丘陵上に立地して月壕をもつ高尾･舶戸月額でも当時入江の奥の谷あ
いにあたる狭vl低湿地IT鹿排していたこもは,関戸月額で石庖庁の発見が報告されている (注7)
ことから推定される｡しかし,両追跡が月額であり,献骨や石銀毛:どを若干伴うこと帆 ^々の生
活が成る時期で一挙に採取軽済から曲新経済へ転換するのでなく,初期には狩猟や漁桝による食材
姓禅で未発達夜曲耕生産を補っていたことを意味するOそうして.農耕技術 (生産用具.補職技術
の進歩に伴vl,徐々に妓桝生産への依存度を高め,姓桝経済へ転換されたのであろう(弥生時代中
期になるとこの付近 (日畑東からIEl庄村日畑西を結ぶ般以北の沖耕地)vcは更に多くの池跡があら
われる｡北から.旧高松町高田･宮内 (注8) ･惣爪 (荘 9) ･新邸 (注 10･11) などの遺跡
(図 4 - 1- 2参牌)が自然堆防上や徴高地に点在するOこれらの追跡は依然として,ヤマトシジ
ミを主とし,-イガイ.オキシジミ･その他を少し含む主淡月額を伴うが,縄文時代や弥生時代前
期のものと比凝すると小規模である｡現在盲仰げ付近の地形図陀仏 足守川の櫛雑を蛇行跡がみら
れるが,弥生時代にかいても何度も流路が変遷し,沖耕地は広がD,人々は新しいより良い耕地を
開いてい1たのであろうo
中期になると,鉄製の塊具や=鼻が従来の石器vcかわb普及しはじめ,木匙幾典の製作などに使
われるが,後期になると,石庖丁による穂摘みKかわって銑鉄による穂刈Dがおこなわれた.生産
用巌の進歩は,価概や排水などの土木=車を可能忙し,岡山市津島過跡凌どでは乾田も見られるO
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こうして弥生時代後期になると,旧庄村上東周辺にも平野の未申に大典藩が作られるD(図4-1-2番
顔)この1東逝跡は,岡山平野では津島遮断と共忙弥生時代後期の大規模な迫跡として有名であb
古墳時代にも下る遺物を少丑伴出してはいるが中心壮弥生時代後期前半のものであD,長くのぴた
額部に幾重もの凹辞の施された塁を僻徴とするJ=東式と呼ばれる土器や,壁や鉢をのせる大型番台
などを生みだした独特の文化を形成している｡足守川をはさんで左岸の川人にも弥生式土器が散布
しているC,
･一 占9-
こうして後期には鉄器が普及し,乾田化.用水技術が進捗すると,定期的に生産物を約束してい
る水稲虚桝は大きな安定をもたらし,人口はいっそう増加した｡水稲曲折による生産比労働力の集
約化を必要とし,関田･柵瀧･排水などの土木=串vEは共同労働が要求されたOこうした中で.良
薬共同体的な性格を有ナるムラは,関田や治水=巷を行う為vc有力をムラを中心に地域的を奥田を
作った｡地域娘団は,農耕祭把･治水=尊などを行い,又.他の地域飽田と交易し,その結果,刺
軍の対立から集団間の争V,や統合が進んだ｡又,集計の中心となったムラの首長はしだいに,余剰
生産物の管理者.交易の統括者･鹿折祭把における司祭者 ･他集団との接触にかける代表者として
集Elをとりまとめていく大きな権限を持つようになったoこうして利等対立から,熊田間作かいて
は有力集団と従属集団に,典田内忙卦いては首長と典団成員とK分化を生じてくるo
(ロ) 盲 tjl 時 代
この上うに弥生時代後半から階級社会の舶芽が見られるが,嘉制VEかV,ては一部vc特別な別辞品
を伴うものもあったが,全体的に吋也の韮忙卓越する形や設備をもつものはなく矧刊基の形式をと
っていた｡ところが 4世紀前半に75:ると,近敬から瀬戸内海沿樺の平野部に,自然の丘陵やLJを利
用し,その上忙大虫の労働力を便･'て士を盛b上げた項丘をもつ古墳という新しい某制が削現する｡
前期の盲切札 表面vt都石･聴輪がおかれ,銅鏡や装身具･武器などが副葬されたものが多く,大
部分は前方後円墳である｡集団rF]及び集団内部の従属関係が進み,首長に権限が典申するようにな
ると,｢塊田の首長は集Efl全体の利益を維持する為にもっていた公共的機碓 (裁判権 ･統制権･出
井の指押権 ･祭紀樺)としての樺隈を,塊団忙対する私的支配の手段として利用する｣ (荘 12)
上うになってくるQそして首長が死ぬと,集団成員の莫大な労働力を殻下し巨大な古墳を築造する
過程で,首長の専制的を権力を誇示し,｢従属塊田や他奥田に対し,前首長の司祭確をうけつぎ.
民衆に対する支配権の正当性を示そうとしたo｣ (注 15) こうして集団成員-民衆の生産する剰
余物を収称する首長は.祭紀と武力を背景に民衆支配を壮じめるO
前期古墳として岡山県南部平野地帯忙Qi, 4世紀後半から旧高松町･給仕市にまたがる造山･作
山古墳や山駁町の両宮山古墳など,戟内の大王の古墳に匹敵する規模の前方後円墳をはじめとして
全国的に比較しても多くの古墳が築造等れている｡西川宏氏は,古墳時代前期の書僻の古墳のあb
方を,｢水田始業生産に劫蕪をおいた地線的な政冷塊田即ち盤井共同体或はその結合体｣(注 14)
ととに数基をも-'て一つの系列を形作っていることを原則とされ,その中心である両備南部地方の
場合は, 10地域にわけ,それらが勢力均衡のlKたって着飾迎合政権を作D,倭政権忙相対して
いたと挺嘗されている｡ (江 15)
吉備町周辺には,青備中山の山塊に2つの大き75前IJ後円墳が存在する｡ (注 16) 辛.)ギ')山
盲切と中山茶臼山古墳であるD (図4-1-2参照)ギリギl)山古墳 (俗名:天神山古墳)は中山
の南東端 (岡山市一宮)の丘陵上に立地する全長 154mの前方後円墳で,前方部が狭くて低く古
い形の外形をしてかD,築造年代は4世紀後半と考えられている｡天平19年 (747)の『大安
寺伽藍繰越餐財帳』(荘 17)VCよれば,｢上道郡五十町 ･･･(中略) .･.御野郡五十町,長
江原0匹l至O凪 丹比来人墾田｡南,海｡軌 津南界tZLo北,石木山之限｡津高著l抗十町,比栄華
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原｡四至｡丸 堺江oi軌 瓶,簡 備中堺｡北.山並首姓選民堆之限｡｣ と備前国における大安寺lコl
領の私印を記している｡これ払 ｢沖荷堺江｣比
現在の征ガ瀬川の旧河口,｢長江尻｣は岡山市大
安寺付近,｢比美葦原｣は岡山市白石付近 ｢備
中堺｣吐中山山塊を南北に燐さ'b境EHJh通じる
a ,｢北,山並百姓生田吸｣紘中山山塊及び尾上
一野山辞以北に広がる駅家舟の条理の南限VC,也
定されている｡ (注 18) (図4-1-5参㈲
これに上れ天平年間もギリギリ山の南が湿地であヽ
ることからしても,輿成盲れた当時は南に晦が入
っていたことが充分証明され 陸の交通を一室に
みわたせる要衝であるだけでなく,内海航路をも
･声 酷 慧 藁山 .,..".' 江 長江
/ヘ て 此 原
蓋し 藁美
図 4-1-5 備前国の画境付近を奈良時代
VCa'元した図
(｢岡山市史｣よ9転軟)
一重できる位思VCあり,首長の海上航路-の阻Ll
を示すものと思われる｡ (江 19)
中山山頂に昧全長約150mの前方後円堺で二段集成の,前方部を南に向けた中山茶臼山古墳が
位恩している｡兵造年代壮5世紀前半と考えられるが.弥生時代に大規模を遺跡のあった地故を近
くにひかえ.位置的VCもギ.)ギリ山古墳と同じ性格をもつと考えられる｡中山茶臼山古墳･ギリギ
T)山古切のある中山山軌q旭川水系の上道･御野地城vc多くみられる青竹が示す地域独伊と,総社
南部の古堺郡が示す地城 田との中間托あ9.位産的咋見て書傭政権の東商の結合にとって盃撃た
役割をもったものと考えられているo (注28)
5世紀中頃以降前方後円墳はしだいに敦退化し,墳丘は急速に轟′｣､化する｡やがてd世把を中心
として径 10教材前後の小弟模改姓丘をもった円墳が一定地域に寄集してあらわれてくる.これは
専制権力の示威としての古墳の持つ意床が,現実的な形で没透し,基制の本来の意味へと変化した
のであ9,-罪,5世紀半ばVC朝鮮から移住井田がもたらした新しい鉄澱農具の普及に上って水田
や畑地の開延が進み.又,社会約分英も発展し畑 果,地方の専制権力に支配された民衆の内の上
層勢力が徐AVC力をもちはじめ,独力で古墳を轟き得るようVEをったものであろう｡古墳内部vcは
数体から20政体が埋葬され,実用的な道具が刷辞された｡全国的な群集切の発生紘民衆の多くが
家族単位に生産と生活を向上させたことを示す琳 群絶域の発展劇智は地域的忙鼻毛9,群集境の
中VEもその免田の首長碁とみられる巨畠堺が存在してvlたD,前方後円墳で首長の権威を酵示して
いる場合も.･lt-在する｡
群集境の多くは横穴武石壷をもってV,るが,岡山平野一箱にも捲社南部や挽山･邑久などに群集
項が多くみられる｡中山山塊にも.はなぐ9媒･石抑首班がその中の大きいものとして知られてい
るが,奥谷典藩の背面で中山山頂から祖歪社-南北Vtのぴる尾根と,その東側斜面にも数表を横穴式
石屋が開口しているへ (注21) (図41ト 2参照)一都比昭和4年に調査したことが報告され
てV,るが正確夜ととは不明であるo又,足守川をはさんで旧庄村の西尾.日畑 ･矢部Vtまたがる低
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い王基山丘陵全体にも横穴式石室をもつ古頃がV,たる所に存在している｡しかし,宅地造成の為,
その大部分は破験されつつある｡この王基山丘陵の中の一基.vc組み合わせ家形石棺と鉄器･武器な
ど教多くの優秀な副群品をもった王基山古墳があるOこれらは,上東銀帯を生活の場として以来,
広V,足守川の押領平野を背骨にして勢力を拡張し台頭してきた地蛾の有力者とその中の傑出者の基
であろう｡ (図4-1-2参照)
しかし,これらの群集項が晃運するのも7世紀初頭までで,しだいに大和政権による民衆の道接
支配が強められてくる｡前掲の『大安車扱起政財帳』によれば,備中境以東の地は葦原であったと
されているが,川人に紘弥生式土器の散布地があり,奥谷に辞典墳が存在するということは,近く
に生産基鹿として水稲姓軒の可能な土地が存在したことを示すものITあろう｡ (注22) なか,『
吉備韓神社文苛 』 (注 25)の礎久 4年 (1195)の ｢神主賀陽朝臣某謝状｣によると,同社付
近の庭瀬郷あたbK条里制の逝椛を示す里･衆の地名が見える∩
(,) 律令ibl｣時代の在地勢力
舌備町一帯が過跡の分布状況によb古くから開けた書備政権の一部分であったことを示したが,
文献では,『日本弔紀』応神紀に,天皇が御友別皇子の子弟に膏備国を分割して国造を任命したこ
と,雄略紀Kは,苦イ備蓋族 (上道臣･下道臣)の反乱記事 (注24)が記されているが,それらの
伝 碑 は,そのまま史夷を弄すものではないが,中央の勢力にとって書備桝 額を無視できなかっ
たことを反映しているものであろう｡大和政権vr服属しながら一面では対抗 してきた吉備酔樺性,
占世紀になると大和政権による屯倉の殻燈や田部の戸新作Dによって盲傭政樺の基礎となっていた
鉄生産･塩生産や内海の貸席としての健位な基盤を値接支配されて,しだいに勢力を失う｡
以下,律令制時代の吉備町について.在地勢力を中心にみてみようO
現在の吉備町一帯は文献VCよると大化改新によb備中国とな9,哲多･英賀･賀陽 ･下辺 ･′｣＼田
の五郡にわけられたが,吉備町に線のある地名としては,天平 11年 (759)の『正倉院文苛 』
｢傭中国大税負死亡人帳｣ (注 25) (都字 ･鑓屋 ･賀夜三郡のみ残存する)に都字郡撫川郷 ･賀
夜郡庭瀬細 ･同硬骨郷の地名が見える｡その後,延長4年 (92a)の源膜著『和名類衆抄』によ
ると備中は9郡にわかれ,吉備町は都宇部撫川揮 ･貿解郡庭妹郷･同板倉細の地域であったようで
ある｡これらの郷は説在の同名地域とその1-i共通するものではないであろう｡前輪の『正倉院文
平 』によると庭棚 には屯倉から転化したとも推測される ｢三宅里｣の名が見える (荘27)が正
確には不明である.又,賀陽郡 ･都字郡の地域の大税納入者として比 津臣 ･鍵屋臣･賀陽臣など
の名がみられるo王基山から東に下った地域には大手 (赤井堂屋激 )(駐 28)･矢部 (注29)
･総爪 (注50)の奈良時代の寺虻が存在している｡大事原書は吉備式 と呼ばれる軍部な雄弁文様
の軒丸瓦を出土し白鳳時代にBrJ建された寺と考えられ,矢部廃寺は,奈良平城宮から発見される瓦
の文様に酷似した瓦を出土し,天平期の寺とみられている｡矢部廃寺出土の瓦抹旧正村二子にある
照で焼かれておJh,この窯の瓦は倉敷市三田の廃寺でも用いられてV,ることが判明している｡この
ようVCわずかの範囲に畿つもの寺院が道立されたどとは .奈良時代になっても在地衷族が依然とし
て繁栄し,都の文化を流入していたことを証明するもa)であろうO
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律令制鹿が地方に没透し備中同町も国司が中央から沢渡香れてきたことが弔紀VE記されて卦9,
有名人としては藤原保則･三尊沌行･源融などの名前も見えるが,青備町から足守忙かけての在地
勢力として抹習慣氏がある(I,賀陽氏の名軌で矧以した呑屋臣.蚊昆鼻子 .加夜国造の名が『広神紀』
,『叙明記』,『Eg進本紀』VE見えるれ これらは後世その歴史雷が網暮された時に,作為的に作
られたものであろうが,奈良時代VCil'隈氏が勢力をもってV,たことを反映している｡前掲の『正倉院
文甘』にも平限郡八田部称の戸主賀陽臣溶解呂と同郡日羽郷の弔牌臣′｣､牧の名が見える∩ (江31)
その後も,『続日本紀Jに上ると,天平元年 (7a5)正月,備中国賀陽郡の人,賀牌臣小玉女が
外従五位下に叙せられ,同年 6月には小玉女とその一族12人に｢朝臣｣の姓を与えられてV,るo
これ托賀陽氏が下,TB氏･上道氏などVC比べて湿ればせながら中央へ進出したことを示すものであろ
うn (注52)その後も,『日本後紀』に払 弘仁6年 (815) ｢播磨守畑正四位下顎駿朝臣丑
年範 右京人也｣と見えるo丑年は桂歴年中VE文車博士となD.地方長官を雁任し,その侠辞は『
経国娘』や『夜空塊J)忙載せられているQ『扶桑略羅』には寛平8年の集に『尊家秘記』 (三葡敢
行若)を引いて,｢余寛平5年,出為備中介_時有_習夜郡人習陽良勝者_｡云々 良港兄大領丑
ノ帆 弟統儲過蔭,吉備浄彦神宮醐宜豊恒o及良静男左兵衛志思慮*.骨梁宮之人也云 ｣々 と見える.
これは賀勝氏がこの地域忙勢力をもち,賀夜郡の大領や書備静彦神宮 (富備沖神社)の潤宜に任ぜ
られて,一族が繁栄していたことを示している{苫偶紳神社は当時から繋陽郡碇倉郷咋鮫配し,香
備氏の氏神として大富傭斡彦命 ･膏備武彦命な祭り,又,延書式の武内社でもあD,朝廷からも噂
崇され,天塵 5年 (940)vEは一品の位が贈られているoその後,賀陽氏は足守栃から神社所在
の額倉郷に移b住ん7tようだが,前掲『青備玲神社文苛忙上ると,庭妹郷 ･額余部･#)l慨 をどを
所領としてもち,付近一帯に勢力を張っていたLうである｡
(注)
(1) 図4- 1-1参照
平田英文 ｢≡備地方月額集成槻 ｣F曹齢考盲』第81- 82号 (S26発行.書備考盲
学会)
(2)岡山腕前『岡山県の歴史』 (857発行･岡山県)頁17
(5)(1)に同じ
(4)(1)に同じ
(5) (1)忙同じ
(6) 水稲の成育適温比50 0C!前後で低湿が望ましいo
(7) (1)vE同じ
(8)(9)(10) (1)I.,C同じ
(11)近藤盤郎 ｢備中新BS月壌｣『古代学研究』射B号 (828発行･古代学研究会)
(12)考古学研究会『新しい日本の埋史J(847発行･考古学研年会)郎 6
(15)前掲『新しい日本の歴史Jl頁25
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(14) 西川宏 ｢吉備政権の性格｣『考古学の諸開成』 (考古学研究会)頁148
(15) 前掲 ｢青備政権の性格｣頁145- 171
(16) 回順はこれに謝 瑚捌 虻して-｣掛､肺 臓 けての一帯と音れている
(17) 永山卯三郎編『岡山県鹿地史』 (827発行 ･農地改革記命綱集委員会)頁 416
(18) 前轍『岡山児戯地史』頁416及び石EEl寛 ｢岡山市隣接地域の条理｣『岡山市史』 (S
57発行 ･岡山県)第4網窮 4節
9) 聞壁忠彦 ･改子『岡山の過跡めぐり』 (S45発行 ･文教出版)頁92
0) 前栂 ｢書備政権の性格｣頁156
1) 永山卯三郎編『吉備郡史』 (612発行 ･岡山県吉備郡教育会)巻1,頁505,貢
410～ 413
S 4占年秋実地踏査したが,下市が繁茂し, 5基のみ確認した｡ 土地の人の話による
と15基余b存在するとのことだが,正確には不明であるo
(22) 川人から足守川をはさんで上兼にかけての平野には条里制の過榊とみられる地割Dが見
られる｡
(25) 藤井駿 ･水野恭一郎著『岡山原音文群集弟二輯』 (S50発行 ･瀬戸内海総合研究会)
所収
(24) 雄略紀7年 ･25年条
(25) 前掲『吉備郡史』頁801
(26) 前梅『吉備郡史』A-14
(27) ｢筆写夜瓢 庭瀬細,三宅里戸主忍部洪部共磨･･.｣
前掲『吉備郡史』頁257
(28) (29) (50) 図1-2参照
前掲『岡山の過跡めぐb』頁 110
(51) ｢賀夜郡死亡人弐拾参入 免税宅肝召伯弐拾束伍把 - ･中略･･･八EH部郷死亡入管
人 免税宅伯伍拾束 奨浪漫戸主賀陽臣恵理麻E,口矧場臣路･中崎 ･｢日羽郷死亡人参
人免税菅伯染拾栄伍把･ヰ 掛 .秋野鼻声王賀陽Ei,J瀬 口白髪部臣其虫卦 ･--｣
前栂『吉備郡史』頁802
(52) 藤井駿『書備地方史の研究』 (S46発行 ･法蔵飴)頁55
(55) 前掲『昔怖地方史の研究』頁40
(村上啓子)
2 中 世 の 吉 備 町
h)妹尾灘康と十ニケ細用水
古代律令体制の崩蟻する過程V7:かいて,しだいに武力をたくわえ地方の章族として新た夜支配権
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を塩った武士が,社会を動かす大きな勢力としてあらわれてくるのは10C.の頃からであるが,
この地方各地の武士団の統合的勢力の中心結滞却源氏･桓武平氏であった.ことに平氏は:11C.
末から院政とたくみrL鮭びつき勢力をたくわえてV,く｡伊賀･伊勢を本拠 とした平氏が瀬戸内掛て
も勢力を伸ばしはじめるのは平正盛の頃からで,備前守として10年近く存在した.とのFE'tjK西海
地方の有力な武士団を括架 し家人とし,私敬を拡大させたものと思われる｡その子息盛もまた1D
年間その磯にあったO息盛の子酒盛は保元の乱 (115占)平滑の乱 (1159)を糠 として頭角
をあらわし政界vE進出,平氏全盛時代をむかえるのだが,この戦乱において平氏の主賓な戦力とな
った武士EElは,伊勢 ･伊豹地方および備前･肺中の武士団であった｡『保元物爵』『平治物芳』に
はその主賓を敬力を構成していた者とLて備前の住人難政次郎経速･同三血経房.備中の佳人瀬尾
太郎来康の名がみえる｡難敵次郎厳達･経房vEついては本拠不明であるが,親歌作つvlては『源平
盛栄記』『平家物蘭』の中にもかなb鮮Lt/,記述があるn (箆1)
妹尾難床机 帝永2年5月北陸路より上洛途上の木骨薮仲を将の一人として加賀園安宅忙むかえ
撃って敗れ,捕えられて義仲の軍勢にいた｡ 10凡 平氏追討のため西国に向った濃仲が備前に進
入した晩 勇鴫引d:先路の将であった倉光成氏奇だtL在村にかけて殺した (その場所は『源平盛菜
記』では和気郡藤野轟 『平家物帯』で性三石櫛 ｡そしてすぐに兵を井れ 備前備中から2.000
余人の兵を得,木骨勢を討とうとしたのであるが.今井匹l戯柴平を先錦とする鼓仲の軍と備前笹が
瀬･備中板倉で激戦の宋放れたo『大日本史』では板倉川で穀されたとあD, 『聴平盛衰記Jlで忙
その子小太郎兼通とともに葡舟のLl中で白等したと参る｡ (注2)
鏡仲に唖返ったことでもわかるように,兼康は平氏風解の家人であり滑盛に信頼され藍い主従関
係を結んだ｡被は武士団の棟梁を本所とあかぎ,主従関係をとることによって自らの所領支配の一
層の強化と武力の拡充を比かった (注3)閑先慣主もしくは在地領主の典型であったO総社市港
井の井堰から妹尾まで20km5 55,000haの田をうるおしている点薬用水十ニケ細用水はこの
来康に上って開かれたと伝えられているo十ニケ推というのは.賀陽郡 ･都宇部 ･鍵屋郡にわたる
刑部郷 ･其盛細･費や細･八田部郷･三須邦･服部舟･板倉輝･生足郷 ･河面郷.庭瀬郷 ･撫川郷
･探井部の各部であるが, 『備中誌』には ｢此用水ノ､･･･(略) - ･用水万骨瞬二云,常永元
年上b同二年此川成ると京.時の債主妹尾太郎搬 下知として其臣福井二価在衝門尉奉行として造
之云 ｣々 (荘4)とあるOとの用水の起源に古く.｢弘仁式｣VC修造鷹栖科一説一束, ｢延書式｣に
備中国舷造堪将料一筋七千東とあるのはとの荘井の堰のことだと雷われている.(江 5)席永七年の
｢備中園野帳郡魅井櫨起立井明細耶1帳｣ (在占)に上ると,｢価中国矧常郡井尻野村ノ内払井堰
ノ儀混練年歴確二相舟1)淑候得共.徒昔-当時ノ井牧場ヨリ凡ソ三首間下二子六本柳 卜申所三井堰
ヲ入用水瀬大儀趣,今以テ同所三下井路ノロト唱候古川田地中二相掛り散在候- ･ (略)- ･
寿永元壬男卑場所蕃ノ上 当堰所二相成候ノ､妹尾太郎･3組至御目論見ニテ｣とあD,兼膜性取入れ口
i.移し替えた上で用水の修理を行7kったようである｡先に続いて ｢井堰中邦之開基ヨリ則武寺井大
明神ノ社内へ熊康ノ轟ヲ頻輔Ltf比 例歳初煤前当祭礼施行仕来り申侯｣とあって,細入は永くその
功徳を感謝したらしい｡｢妹尾郷の新田開発に上b万頃の沃朗を穐 此忙拠有して其寅地方に髭た
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b (注7)｣とあるように,瀬康は二年がかDで多年荒廃 していた用水を修理し,妹尾ノ在を開生
して氏を瀬尾 (妹尾)と称したO『備中蘇』に｢世 備々中国賀夜郡板倉郷の亜族をDJr庭瀬姉
妹尾太郎兼庚住属す (注8)｣とみえ,板倉VC山城 妹尾に平城 (須浜城)を集 さとの二城を主な
根拠地として十ニケ郷用水の流域を支配下KL-･いたものと思われるO寿永2年 (1185)に発康
父子は横倉vcて討死するのであるb.iその後平氏淑亡のあと妹尾郷は没収されて頼朝の所鎖と在D,
更に文治元年 (1185)京都の崇徳院御廟所の法華堂に寄進された( (琵9)をお兼康の墓につ
いては従臣陶山道勝が板倉の山城祉忙道勝尊と称せられた寺をたて.兼康の音溝所としたことが伝
えられておれ今の鯉山小学校校庭内忙ある石塔がそれであると言われてV,るb (荘 1D)又,｢紫
の森｣ (総社市上林)にある (注 目 ) とも,鳥山城虻の東髄 (津高町中原)にある吉塚がそれ,
(注 12)鑓屋郡林村ノ山VC首壕がある (荘 15)など許説あbv,ずれであるかは明らかでないO
(p) 吉備坪神社社髄としての庭瀬･撫川
鎌倉から峨国にかけて吉備町がV,かたる様相を量してV,たか詳らかではなV,が,史料の中に散見
するところを追って推紫すると.中世の吉備町に廉 く関わるものとして書備津神社がうかびあがって
くる｡青備捧神社は延蕃式では名神大社VC列せられ,天産 5年 (940)VCは一品の神階を授かっ
てV,るところの大社であるが,平安時代にこの神主職を世弗するとともに郡司として恵盛を性とっ
たのは賀陽氏である｡ (注14)習陽氏が依然鎌倉時代を通じてとの地方vc勢力を及ぼしていたこ
とは.舌傭津神社文町 (注15)の中の ｢神主賀隊朝臣其謝状｣ (建久 4年正月) ･｢抄弥花押謝
状｣ (宝元5年 10月) ･｢沙弥順阿花押訴状｣ (正安5年巳丑2月)によってうかがえる｡少く
とも嘘久 4年 (1193)から正安5年 (1501) までの有余年の間,賀陽氏壮庭瀬郷･板倉郷
･万寿庄VCおいて数十町歩の田晶を領有してV,たO (江 16)菅櫛町大字用人手械廻bKは平服氏
邸宅牡と伝えられてV,る城 (じェう)という所があるO『吉備郡誌』では,青備津新宮と西北やや
北vc振れ2町半しかへだたってないこと,古くから言い伝えられていること,その規模形式が平安
以降源平 ･鎌倉 ･南北朝時代の武士の旧邸のそれと同じであること,をもってこれを賀限氏邸祉な
Dとしている｡ (注 17)
応永元年 (1594)の『吉備津官総額文典J)(注 18)には,｢都字郡四郷 撫川郷百五拾牧
日思有光 ･賀陽郡十一飾 磨淋郷紅花首柴 橋盃正｣とある｡これ紘備中国十一郡よb菅備津宮vC
献進 したものを記したものであD,日牡 .橘両氏とも当代におけるこの地方の名族であったと思わ
れる凸
青備韓神社の中世VCかける社領は.社伝によると松久の頃エ9着障 郡生石部 ･撫河細,賀他部庭
瀬郷 ･板倉郷を押領して神傍としたとなってvlる｡ (注 19)庭漸 ･#川抹香傭津神社文王羊の中忙
散見 してか9.天文7年卯月 12日付 (1558)の石川家久野状に ｢御社儲三ケ細｣ とあること
から神社のある板倉郷と隣壊する撫阿部･庭瀬細は社儀であっ7tことがうかがえる｡ところで撫川
ICあるがこれは現在の盲傭町撫川ではなく.菅は今の日畑のあたDを撫川とV,ったらしい｡(昏 20)
『元朝 等葡 』忙みえる-%備砕官の雨宮藤井久住が詑治 4年 (1090)咋琳河郷果坪岡で火宅に入
った.ということを今の撫川には丘などをいから撫川は日畑のあたbたったとV,う根拠にしてL^る｡
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よって板倉･撫河 ･庭瀬は隣接する5か細となる｡また,吉備幹神社文啓の中の石川三郎五郎久智
苛状に｢就粟坂表御押傍之俵 ･･･｣O同,埠褒賀彦右衛門正勝花押文省に｢鳥羽.徳房首姓等年
貢不納之旨･.･｣｡同,井上盛月外｢名連署選歌忙｢撫河細之内粟坂寮御半済之通･･･｣とあ
ることから天文･天正年間にも･ける社鱗としては5郷の他粟坂･鳥羽･徳房の5村をも領してV17tハ
(注21)環も中世を通じてその所領にもかなDの変動があったらしく,吉備津神社文甘Kよると,
応永50年 (1425)には ｢諦申御室御領傭中国青備津官軌年貢事右御年青嵐 毎年伍育て文1
･･｣,宝徳2年 (1450)にも｢海年御年斉五首井内- ･｣とみえるO年貢五首rrというと
-rf- 5石として2,500石忙すぎず『備中村濯』忙よる撫何部2,914石よD少V,. (庭瀬-
4,750石･粟坂-649石 ･鳥羽-575石)∩ (注22)
ところで吉備津神社文笹によれば,南北朝から室町期VCかけて吉備津宮祉耕･社務代があ9,松
田左近将監盛朝 (正平年間) ･肥後守平韮明 (正平年間) ･細川治部少輔常琳 (応永年間) ･石川
格和助久経 (宝徳年間) ･生石兵価助家秀 (丸正年間) ･石川左禰門尉家久 (天文年間)等の名前
が散見しているo彼らは多く備中園の守評･守護代あるいは有力武士であるところから,社務は書
傭紳宮の神領にかける地頭僻の系統のものと思われ,社儀の実権は彼らの掌握するところであった
と推定される｡ (荘 25)
戦国時代,備中におV'ても静勢力が入り乱れ静雄な様相音量するO延徳5年 (1491)の守錘
代荘元資による反乱の以徽 備中の守抑 柳川氏虹全く名目的なものとなD備中土着の勢力である
荘･石川両氏,成羽の士東三村氏等が台革するQ (注24)ことに石川氏の名は吉備辞神社文笹の
中VC度々出てくるか 天文の頃には家久が都窪郡山手相大字西部の華山城を本拠に備中南部を雄視
していた｡ (注25)天文から永禄にかけて仰中忙尼子,更に毛利が進出する｡三村氏はそれらと
結んで勢力を拡大させたoこの頃備前におV,では辛喜多がその地歩を固叫遂に備前の字音多氏と備
中の三村氏との勢力抗争となるo (注2a)石川家久の子久智は三村勢として永禄 10年(1567)
幸喜多との明せ寺合職で戦死したo (注 27)天正 2年 (1574)字音多面家が毛利と手を結ぶ
と,成羽から松山城に本拠を移してVlた三村元親は逆に毛利から離反 LP百中兵乱へと突入したO三
村氏は毛利輝元･/J､早川隆奈にひきV,られた大軍忙上って天正 5年 (1575)松山城にて攻落さ
せられるO (荘 28)久徹の子久式拭着手-Pl三首余人をひきV,て加勢にvlったところ小早川に攻
められ三村と共vt滅びたo (荘29)佃前･畑中の国境に近く,峨国時代を通じて筒に諸勢力の接
点となった蜘 ･溝川は,社債としても地方武士の弊亡と共作様々を形をとったことであろうと忠
われる｡
(う 高松城水攻めの頃 (城比につV･て)
天正7年 (1579)字音多在家は毛利から稔反し秀盲忙応じたので.中国忙あって秀書の中国
征服を比ばむ者は毛利氏のみとな9.商家は希書の舟飢船として毛利の軍と楯対し各地で/｣､ぜ9あ
V'が続いた｡′J､早川隆景と戸川助七郎達安 (故の庭瀬藩守戸川肥後rAq)が争った辛川合軌 天正8
年の/｣､早川の児島出兵もそれらで,この2役忙おいて青備郡は主賓舞台と覆ったが毛利方の本拠と
なった七連珠城砦の一つに庭瀬城があった. (注58)
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天正 10年 5月,秀苦は2万の大軍をひきいて姫路を発ち薄利征討のため4月4日には阿山({潜
降した｡一方毛利は備中足守川ぞい忙7城 (宮路山城.冠山城･高松城･加茂城･日幡城･庭激城
･松島城)をつらね備前 ･備中の国境の固めとし吸いにそなえた｡秀葛は字音多の軍勢を合わし4
月 14日には備中塊の竜王山に本陣を進め,まず冠山･官給山の2城を陥港させたOそうして油水
宗治の守る満松城vc攻め進んだのであるが,雫皆であD攻めあぐねて水攻めの紫をとった｡城を水
中に孤立させたころ本能寺の変がかこる忙至b手口議を結んだOこの後 高梁川以東は手首多の領地
となったわけであるo (荘51)
庭瀬城は,『備中告』によると,｢庭僻城跡 央成志に加Iu･郡本城Kて都宇部の堺は昔の外秘な
Dと云o毛利 よb井上避攻守有食を頼られ｡天正 10年秀吉の勢を引諸堅固に範城して秀菅も咲来
せられLとぞ｡ (住 52)｣とあ9,『昔僻郡酷』Kは水攻めの際のことが詳しく記載されているO
それをここに引くと,｢庭瀬城には井上豊後守有紫細^ばらかけて八官許にて孤bたbけるれ 此
城岡山口虹招沢を帯ひて一瞬打の細通を通すo蛙かみの方も一澱打なりければ敵多勢か Dゝ得ず足
啓をかけ城の鞍弱を読みけるK.盤後守はさる勇士なる故海産自ら下知をなして足癒せb合作勝率
を得た170元蕃隆景よb庭瀬は敵の方へ差出たる塀なれば,始終守炉得んこと雌かるべし只急ぎriq
け退き侯へと下知せられけれども豊後守永b候とはいへどもちっとも不退,両軍和睦の後寸でも抱
き話にけり｡ (注55)｣である｡
文献に出てくる吉備町における城比としては,磨瀬城の他にノト倉塀 ･こうげが坪がある｡こうげ
が城については『備中許』の新字部下瓶用の項に,｢集成窓に云 城主不評 字音多勢是を攻花冴
助兵術軍功布し窃戸)順己vz:献之云々 (注54)｣と.また『備前寄託』に紘詳しく,｢(直家,毛
利エb)永福 10年vc撫川の郷内芝場 (こうげ)の城を攻取べLとて戸川平右術門一一手を似て攻け
るが,/｣＼城なれとも地形堅固にて前vEは川有b宿めぐりて,南に庭瀬城あ土日ヒ作目畑城あD,皆敵
地なれば邦の兵をかいて芝場の城近く攻寄せ井榛を組上げ鉄砲を放ちかけ,明日には乗取るべLと
いふ所へ直家思慮あって花房助兵柵を健として戸川に早く引取よとの串也nされども早攻落すべく
見えし巷なれは,助兵術心得てはやく乗とれとの御厨いなりと言伝えて助兵衛一番に乗込み戸川が
兵が続V}て攻入b,城中の兵をことごとく追ひ私ひ火をかけて城を焼はらひてぞ帰bける0 (注
55)｣とあるo小倉城については,『備中府志』に｢′ト倉城艶川村 当城開基藤井久任 (寛治中
在世と旧記に見えたb)天正年中親王伊賀左術門尉久隆切腹巳後,毛利家エb城代として上山兵席
介 ･椎民部大輔O天正 10年大間秀吉詣発の御b落城に及ぶo (荘 56)｣とぁるが『備中鮭』に
紘 ,｢/J＼倉領地と 備前沖高にも虎倉城有いと脚近き処にて同名異所故に歩跡を娯る番多し｡城主藤
井久任と云寛治中の人也O実る忙此革紐 居城せLと云事証軒をLo異らくは先棒岡の故事忙依て
付合せしものなるべLD (荘57)｣とあ9,天正 10年寄城についてはふれられていない｡
ところで苦備町城ノ内,俗Vこ御本也と上ばれている所作脱指定史跡である兼用城比があるO髄と
石垣をよくとどめ平城の過柵として抹保下唯一のものである. (荘 58) 『岡山の城と如 上』には
嵐叫城として ｢永禄2年 (1559)毛利氏配下の備中軒If･吸主三村元親が,備前字音多直家VC備
えて葵城したものとV,われるO別名を ｢芯下/娩｣｢泥奴｣とか,｢小倉札Jともいわれる｡泥妹
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の銘は,昔平氏に属した妹尾放康が招地を埋めて耕地忙したことから,泥の中の城とV,う意味から
きたものといわれる.天正神訴に三村氏は毛利氏vc滅ぼされ,この城は毛利氏の出城とをD,上山
兵藤助が城将として在城していたよF)であるoつづV,て,天正 10年有名な'備中高松城水攻め■
が羽柴秀盲VC上b行なわれたれ そのとき毛利勢刊も 井上亜鎮守石倉がこの城を守備したO｣と
ある｡とのうち1山兵庫助が在城Lたのは′｣､倉城の賓VCみられるが,天正 10年の史実が水攻めと
あわ7たい｡水攻めの脚 二上丑後守が守備した塀は前作みたようKF吉備郡話』で比庭瀬城となって
いることから,庭瀬城とここKv,う梶川城忙同一と思われるが,『備前軍記』のこうげが城の合戦
をみるとこうげが城と別に庭瀬城があったことがみえ,鮒 r慨が月雌 ｢′ト倉城｣｢こうげが城｣rと
V,うのは史薬と一致しなV,C,こC)げが城代書備町掃射也内足守川と妹尾用水路の中間にあったとV,
われているo (注59)
ところで庭瀬城と撫川城についてであるが,この地は座長5年廃ケ原の戦の後,戸川連安が入封
し,後の延宝年間K戸川遠雷が撫川5千石に封ぜられたoこの際城郭を2分し,二の丸と本丸とが
それぞれ庭瀬藩 ･撫川#vcわかれたoこのことが耽虻が2つあったかのように伝わb (注40),
両方あわせて撫川城と呼ばれるようvcなった∩ (江41)また『備中誌』に,｢庭瀬 今の屋敷跡
-昔沼の城二三ノ丸也といふ (注42｣とあ9,また同,｢庭瀬城 天正 14同塵前守辞たb (注
45)｣同,｢庭瀬入梅の串 用水鋒詑二舌,岡越前守千原九右衛門(て命して新開をなす｡天正14
年庭瀬城に居すと有｡其頃-海岸に城を榔えしか (注 44)｣とあるO以上を考えあわすと,庭瀬
の舌娩牡といわれるものは今の庭瀬の地にはを(,諌川の御本租･俗に招城といわれる郷地がそれ
であれ 同塵前守が城を典いたのVi,庭瀬の古城祉鯛 J用し東vc寄-た地を選んで小規模の拡張を行
なったものであるらしいD以上が著備町にかける古城虻についての若干の考案であるO
(江)
(1) 『岡山県の歴史』 (S45発行 ･岡山県)頁 149- 150
(2) 永山卯三郎縮『吉備郡龍巻FP』 (S12･岡山腺吉備郡教育会)頁1182- 1189
(5)谷口澄夫著『岡山腺の歴史』 (S45発行･山川出版社)頁40
(4)青田徳太郎綱典『備中麓下 』 (S37発行日本文教出版株式会社)頁2055
(5) 『備中蕊下』頁2051
(6)都窪郡教育全書『都窪郡蕗』 (T12発行離陸部数常会)頁11占2所収
(7) 前掲『吉備郡誌老中』頁1184
(8)前掲『備中鈷下』頁2079
(9) 岡山県発行『岡山県の歴史』頁156
(10)前掲『富備君博吉中』頁 1184
(ll)前掲『備中誌上』頁20･吉備文化研究合着
『備中躯成志』 (818発行 ･青田甘15)
(12)吉備群苛典成刊行会編策『膏備辞す集成 (二)Jl(845発行･歴史図苛社)頁287
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(東傭郡村誌)
(15) 前掲『備中集成志』頁277
(14) 岡山脹発行 ｢岡山県の歴史｣頁70
(15) 藤井駿･水野蕃一郎驚『岡山県古文苛粂第二輯』(S50発行 ･瀬戸内海総合研究会)
所収
(1占) 前場『書備郡家巻中』頁 1548- 1550
(17) 同上 頁1201- 1202
(18) 同1,頁155D
(19) 同『書備群書集成 (五) 』頁401 (吉備浄神社芸E) ･同 ｢吉備郡誌巻中｣頁 ld91
(2D) 前掲『都窪郡誌』頁29
(21) 前梅『吉備群許集成 (五)』頁402 (吉備津神社記)
(22) 同上貢 401- 402
(25) 前掲『岡山県古文甘典第二典 』頁 17
(24) 谷口澄夫著『岡山県の歴史｣頁75- 74
(25) 前掲『吉備郡荒巻中』頁1占87
(2占) 谷口澄夫箸『岡山県の歴史』頁74- 75
(27) 前掲『吉備郡鮭巻中』頁 1692
(28) 谷口澄夫著『岡山県の歴史』頁77
(29) 前抱『音節郡先導中』頁 1697- 8
(50) 同上頁 1940
(51) 谷口澄夫若『岡山県の歴史』頁78- 79
(52) 前掲『備中誌下』貢 2085
(55) 前掲『吉備郡鼓巻中』頁 1607
(54) 前掲『備中東上』頁25
(55) 前掲『吉備群苛集成 (≡)』頁78 (備前軍記)
(5占) 前掲『吉備群町娘成 (五)』頁249- 250 (備中府誌)
(57) 前輪『備中誌上』頁51
(58) 藤井駿 ･市川俊介共編『岡山の城と城祉』(S45発行 ･日本文教出版)頁151
(59) 宇壇武治著 ｢第四輯城祉蔚峨争節｣
(40) 同上
(41) 前掲『岡山の城と城祉』頁151
(42) 前掲『備中誌下』頁2092
(45) 同上 頁 2080
(44) 同上 頁2101
(45) 手盛武治者 ｢第四軒城地謡峨争熊｣
(公文紀子)
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第 5 章 近 世 の 吉 備 町
1 封 建支 配の系汚
い) 支配の啓 ･知行所 ･代官所の系譜
求 5- 1- 1 幕末における吉備町地域の村別支配 の状 態
支 配 者 燕兼にかける青備町地域の村々
庭 瀬 滞 音倫郡の内中田村本村 .中田村内庭瀬町 .同内河噂町 .
(板か氏) 甲南村飛地 .延友村の一部 .平野村西分 .同沖分
西花尻村 .茶花尻村 .中田村飛地 .川入村
撫川知行所 吉備郡の内三田村
(戸川氏 ) 都窪部の内
下執 り村 .中胤 El村 .日畑兼組
残 席 帯 書儲郡の内
(蒔田氏 ) 延友村の残り
三須知行所 吉備郡の内
(蒔田氏 ) 平野村充分
倉敷代官所 都窪郡の内
1) r岡山廃部治誌J上 (岡山県 昭和15年発行 )
のP758.P761よ9割作
#末において,吉備町地域
紘,左の表 5- 1- 1のよう
に2番 ･2知行所 ･1代官所
によb治められていたO
このような形に,いつとろ
からできあがっていくのか時
代をさかのぼって,座長5年
(1600年 )の関が原の役以
後の封趨支配の変超を見てみ
ようC
(a) 戸川民度柵 について
座長 5年よb以前は,吉備
町地域払 辛苦多氏の領地の
一部であったが 鯛が原の役
の時に,字老多氏は,西軍に
荷捜 したため役後,領地挽
すべて没収され, この盲傭町地域には,戸)Z旗安が就封 して,庭瀬藩を開いた｡
とこで簡単に戸川氏について述べてかこうO
遷安の祖父定安は,字音多在家に仕え,父秀安払 字音多直衣 ･秀家に仕えて備前国児島 ･常山の
雨域をあずかる轟の重臣であった｡
遠安自身も字喜多秀家に仕えたが秀家との間に臓 があって放逐せられた｡その後,関が原の役で
東軍につき,功織があb,備中国都宇 ･賀船両郡の内にて29200石を参たえられた｡
その後,延宝 7年 (1879年 )に改易になるtで 8D年間,戸川氏庭瀬滞がとの吉備町地域を治め
た｡
(i) 初代 連安 (助七郎,肥後苧 )
帝主在位期間,座長 5年から発永 4年 (1627年 )tで｡
座長 5年に庭瀬に移封された逮安は,古城跡を利用して庭瀬牌を築いたo
発永4年に死亡,行年 64才｡
-81-
(ti) 2代 正安 (市嵐 土佐守)
表 5- 1- 2 庭 瀬帝 主戸川氏の系譜
???
?
?
?
?
?
?
?
?
??
??
?
｢ ~ ~1
雲(芸豊)荒(震)
????
?
?? ?蔦と;i)
1)r書備郡史Jを中 (岡山保育備
郡教育会 昭和12年発行 )のP2550
より｡
2) ｢逮 ｣という享は,｢みち｣と読
む｡
帝主在位期間,寛永 4年から寛文 9年(1669年 )
まで｡
寛永5年(1d28年 )に逝封を継ぎ,弟妥尤 ･安利
にそれぞれ早島(540D石)･帯江(5500石 )を分
ち与えた｡
そ碓 果,正安の石高払 下記領知日鮎 記したよ ･
うに約 22500石となった｡
庭瀬滞主戸川家朝知日偉
備中国都辛郡之内九蘭村一万五千六百四十八石七
斗健,賀陽郡之内四箇村六千八百五十石七斗験,
都合二万二千五百石鹸(目録在別 )解任二光永八
年三月八日先制之旨宛行之亀 全可領知者也,価
如件｡
究文四年四月五日 御朱印
登者 杉浦半左禰門
戸川土佐守とのへ
目録
備中国
都字郡之内 九箇村
妹尾村 ･大内田村 ･撫川村 ･東庄村 ･山地村 ･矢部村 ･鳥羽村 ･業坂村 ･徳芳村
石膏寓五千六百四十八石七斗駿
貿勝郡之内 四箇村
庭瀬村 ･宮内村 ･立田村 ･原′｣､才村
応六千八百五十石七斗
都合二万二千五百石
右今度被差上郡村順面相改及出場所被成下御朱印也,此俵両人奉行依禎仰付執連如件｡
寛文四年四月五日
戸川土佐守厳
発文 9年に家督を子安宜にゆずって隠居し,延宝 2年(1d74年)に死亡 した｡
行年 d4才O
(tit) 5代 安主(土肥丞,玄者,土佐守)
滞主在位期間,売文 9年から延宝 2年までO
寛文 9年に家督を継ぎ,弟安成忙妹尾(1500石)を分ち与 ん 石高払 約21000石 とをった｡
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廷宝 2年に死亡,行年 27才｡
(iv) 4代 安凪 (幼名鍵殿助 )
帯主在位期間,延宝 5年 (1675年 )から延宝7年 (1d79年 )までO
延竜 5年に過債を継 ぎ,弟遠田に撫川 (1000石 )を分ち与え,安風怯, 20000石を領 したD
安風kt,延宝 7年に 9才で死亡,後嗣がないため戸川氏庭瀬帯は,改易されたo
(t) 第 1次代官所支配
延宝 7年に戸川氏磨漸落比 改易され,その後,弟遠岳が兄安風の名跡をつぎ,旧領地 の一部をあ
たえられ 撫川知行所を牌いたが,戸川氏庭瀬藩の僻地の大部分は,天領 とをD,代官所が挺かれた
ものと思われる｡
というのは,次の史鮎 上れば
元轍十二年己卯年二月四日依釣 (以後略 )井子土佐守正量軌 其子幼憲二テ妊宝二年 6家督 ヲ組
同七年早世依之断絶 然三井弟主計八才五千石 ヲ賜,敬二玄啓 卜称ス,城地 ヲ削本丸ヲ主計=軌
足ヲ搬川 卜宏,堀 ヨT)菜二ノ丸 ヲ廃城 トナシ御代官所 トナル,其後久世出講守韮之拝慣ス,其経
基担 fLWTJユ リ又松示 抹云蒜忘鮎 BJi 云表 1-I-q_-=一月板倉窓高槻 (雌 略 )
と参9, との中の｢東二ノ丸 ヲ廉城 トナシ御代官席 トナル｣という文輩に注目するからであるo
すなわち,戸川氏庭瀬帯 の領地の大部分が代官所の支配下におかれた ことを示すとともに,東二ノ
丸の跡に代官所が置かれたととを示すと解釈できるからである｡
そして,天和 5年 (1685年 )に久世韮之がこの地へ巷封 してくるにともなって, この代官所trL
鼠止されたもので参ろうo
だから,この代官所は,延宝 7年か ら天和 5年まで, 重しかけ 5年間にわたって, この地域をおさ
めたことになる｡
(C) 久世氏庭瀬帯 について
下総匡Ⅰ関楕城主であった久世韮之 (出3'守,讃岐守,大和守 )紘,天和 3年 8月忙動地を備中圏賀
陽 ･都字･窪屋 ･牧口 ･小田 ･後月 6郡のうちに58ロOD石倉給Ln,庭瀬に居 した.
兵事 5年 (1686年 )には,備中周賀願 ･小田 ･後月5郡の領地 を丹故国桑門 .船井 ･多紀 ･氷上
4郡のうちにうつされ,亀山城を給わった｡
これによD,苫僻町地域 (矧 rl知行所領をのぞ く)比 再び天領になったO
そ して,久世韮之自身仏 軍保 5年 (172CI年 )にdD才で世を去 っている｡
(a) 第 2次代官所支配
貞草 5年に久世韮之が国番えとなったあと,再び天領とな9,代官所が僅かれた と思われるoとい
うのは,前記の史料に｢御代官所 トナリ｣(一･一徹部分 )とあるからである｡
そして, この代官所比 点草 5年から,於平信血 t移封 して くる元敢 6年 (1695年 )まで, この
地を治めているo
ここで, こ｡代官所が支配 していた当時の慣知日鮎 紹介 しておこうo
乗鹿をし
._･85_
中田村 日代
平松卯兵術
定雄
庭瀬軌領分
-,御濁二万石
内一万千百八十八石一斗四升七合
小田郡
八千ju _1十一石八斗五升三合
当郡
此訳
-,高八百四十八石五斗九升九合
中田村
内
七百五十七石八斗四升三合
五十八石五斗八升
三十二石一斗七升六合
-,高千二百六十二石二斗八升
?
?
?
?
?
?
?
?
?
? ? ? ?? ? ?
(蛸 )
-,高九百九十四石九斗九升三合 平野村
(略 )
-,高二百九十七石六斗八升 押分
(略 )
-,高二十七石一斗一升二合 延友村
(略 )
-,高千百大石四斗八升玉食 山田村
(略 )
-,苗五百五十六石九斗四升九合 入作
(略 )
-,高千五百九十二石四斗四升九合 宮内村
(略 )
-,高三百四十大石四斗四升五合 板倉村
(略 )
-,高三百九十九石三斗三升六合 立田村
(略 )
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-,高五百五十七石三斗一升九合 知部村
(略 )
-,高五百六十二石二斗三升 西花尻村
(略)
-,高二百五十九石七升七合 束花尻村
(略 )
高八千八百十一石八斗五升≡合
元緑元辰 三月
天明八申年求之
(e) 松平氏庭瀬博について
表 5- 1- 5
磨瀬帝王捺平氏の糸竹
1) ｢吉備邪見J巻中
(岡山原音伯郡教育会
昭和12年先行)のP2561
よD｡
松平信通(次郎四部,兼官,中務少櫛,山城守,大隅守,越中守)
紘,その兄息之が狂気によb所領を没収されたが,彼は,すじ異な
る家であるとして, 20000石を僻神 国′｣＼田 ･賀似 ･都手 5郡のう
ちにあ7tえら札,庭瀬に居城した｡
元練 10年9月には,庭瀬から出羽国村山郡に移され 新たに上
山城を轟いた｡
すなわち,俊平億過払 元締 6年から元轍 10年(1697年 )ま
で庭瀬に在城 したことになる｡
後払 享保 7年 (1722年 )に 47才て世を去っているO
(I) 窮 5次代官所支配
松平借通が去ってのち,板倉玉露が庭瀬に移封してくる間の状況
については,妓っきれ 帥 点が多いが,r天保二年押嵐 削 乳
の中の｢庭瀬世々之鰍館主｣の条に｢-,元穣四,1御領地御代官万年長十郎預b｣という記銀が残っ
ているO
との記銀の前に仇 敵平偲通が塵潮の領主であったことを示す記蕨があ9,あとには,元轍 12年
(16叩 年)に横倉罪高が庭瀬に就封する時に代官万年長十郎が立合ったという記希がのこっている
ので,｢元韓四 与｣というのは,まちがいで,捺千倍過が国番えとなった元稚 10年のととi･いって
いるので比をいかと思われる｡
この考えに従 うと,元醸 10年より元碑 12年まで吾lJrd町地域(撫Jr願 をのぞく)紘,代官万年長
十郎かこの地域奇胎めたものと思われる｡
固 板倉氏庭瀬帝について
庭瀬帯板倉氏は,松山商板倉氏の分家に当たる｡
すなわち,備中国恐山滞主板倉氏の祖都 から15代目にあたる衝倉勝馬の5男重昌を元祖として
いる｡
丑 昌ld:,蒐永 10年(1655年)に 15008石を三河 ･上総 ･下総 ･山城の各国の内に債 していた
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表 5- 1- 4 庭瀬藩主頼倉氏の系譜
1)宇垣武治著 r庭瀬執 り城に就てJ
(未発行 昭和42年著作)及び字壇
武港著r第 6稗支配音節J(吉備観
光協会 昭和45年発行 )よb作成｡
が,蒐永 15年(1658年)正月に島原の乱に出陣 し
て原城出丸付近で職死 し,寛永 16年 (1659年 )に
子重矩が社債をつF,寛文 12年(1占72年 )には,
下野匡L鳥山の城主とな9, 50000石を領 した｡
そのあと,子兎良が遭鱗をつき1,その子鼠亘は,天
和 5年(1685年)に倍敵国伊奈 ･佐久 ･上総国市折
の5郡のうちに20000石を領 したO
正量は,貞草元年(1d84年 )に死亡 しているo
(i) 初代 丑高(重職 僻之丞,顔母,越中守 )
藩主在位期間,貞草元年から正徳 5年 (1715年 )
まで｡
彼也 ′｣＼出倍漣守英知の5男として生まれた加 点
事元年8月に重宝の末期の容子とをD,家督をついたo
元緑 12年に領地を備中EE)賀陽 ･都辛 ･′｣咽 5郡の
うちに移封されて20000石を領 し,庭瀬に居城 したO
彼は,正億 5年に大坂で死亡,行年 48才｡
韮高の領した｢領知日軌 ,｢家中法臥 , ｢家中
家避 ｣の史料を次に示 してかくO
庭瀬藩板倉氏領知目録
御朱印之写
備中国朝牌郡之内十一箇村,都宇郡之内二筋村,′J＼田郡之内十六箇村,高二万石
(目録別紙 )串宛行之託,全可領知者也,仇如件.
元碓十二年六月十五日 御朱印
板倉頗母とのへ
白寿
備中国賀陽郡之内十-街村
中田村 ･磨漸町屋汝 ･中田村西野新田 ･同村新出 ･延友村 ･同村新田 ･東花尻
村 ･同村新田 ･西花尻村 ･同村新EEl･宮内村 ･同村新Ef]･板倉村 ･立田村 .同
村新田 ･川入相(但五切巌)･同村新田
高六千五百九十一石一斗
都字郡之内二街村
矢部村 ･同村新田 ･山田村 ･同村新田
高一万千八十八石一斗四升七合
都合二万石
-88-
家中法度之党
-,常々勧略を尊に仕,武具専之掃衣類女物事こいたる息 刀脇指之揮分限不可
過放而分限よb軽可仕事｡
-,侍輩中音倍贈答竪無用可仕儀乳
-,侍輩申出合有之劇,一汁三菜酒三酌献不可週番,但細孔之節者可為各別乳
-,仏萌 夢礼分限よか隆可執行弘
一,諸歓進奉加取次無用可仕俵堺 O
右之条 ,々前々も磯仰出侯得失,弥生可相専管也
辰二月 (元轍 15年 )
家中家来持可申定
一,高五百石 十人
内 若党四人,中間六人
-,高三百五十石 七人
内 若党二人,中間五人
但用沓二而出儀節,若党二人,道 具扶持,草履牧,合羽召速可申候弘
一.高三百石 六人
内 岩党二人,中間四人
但用-3i二両出候節,若党二人 道央扶箱,寄居取召連可申乱
-,高二百石 四人
内 若党一人,中間三人
但用事二両出侯節,若党一人,道具-人 草横取召連可申候 ｡
-,高百五十石 三人
内 幕党分一人,中間二人
但用妙二面聞出衡汎 道央,葦脈 召迦TI申候軌
-,高官右 中間二人
但用fiiニ而出候節,苛履取召連可申候｡
-,高八十右 中間二人
但用坊二両出飾 ,草履取召連可申候｡
-,二十人扶持 中間二人
但用単二而出展飾,草履取一人召連可申候｡
-,十人扶持 中㈲一人
但用事二両出供節,革礎取不及召迎餅｡
-,高六十石,五十石≠中小性共分中間一人持可中食｡
但用番ニrG出候節,召遵不及串｡
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-,徒′J＼性之俵者勝手次第可仕候事｡
右之趣相心得,当月中召抱可中晩
以上
辰正月 ,元醸十二ク1年 ケ三五分之御物成被下腹之鼠 右之通
被仰出侯｡
｢琴中華考持｣?繁華＼･ヽ
これは,家臣が石高によD何人の家来をもたわばなら凌いかについていっているものであるが, こ
のことは,庭湖が出陣する時に各家臣が何人のともぞろえをし浸ければならをいかという軍役持人足
の教と同 じであD,｢単投持人乳 ｡人数と一致するo
また,元醸 15年 (1700年 )当時の侍帳は夜いが,元線 1d年(1705年 )の｢庭瀬滞板倉家侍
帳｣がr吉備郡史 ｣巻中 (岡山頻吉備郡教育会 昭和12年発行 )のPP.2599-2405にのって
いるから参照されたhD
これによD,当時の家臣の数,および中間 ･若党の数 も判明するであろうo
写兵 5-1- 1 庭 瀬 城 地
(tt) 2代 昌信 (初釜も 丑次賂 右近 讃肢守,右衛門任,因幡等 )
怖主在位期限 正徳 5年から芋保 15年 (1750年 )T2で｡
正徳 5年に父韮高の連鎖をつぎ,享保 6年 (1721年 )に(･1じめて庭瀬に入部した｡
字保 15年に庭瀬において死亡,行年51才0
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?
? ??
???
写真5-1-2 板 倉 盃 矩 公 傍
昌倍のころの｢領地石高料知行自(aJを次に示 しておく｡
領地石高科知行日銀 (仮名 )
備中酢 追払 内
-,高八百十大石四斗二升三合 中田村
-,高十二石五斗五升四合 庭瀬町屋政
一,高十五石七斗八升四合 同村西野新田
-,高三石八斗三升八合 庭瀬新田
外 米十六石 見取
-,高千二百九十二石四斗三升六合 平野村
-,高二斗三升五合 同村新田
外 米二升 見取
-,高二十六石九斗七升 延友村
-,高一斗四升二合 同村新田
-,高二百五十九石八斗五升 茶花尻村
-,高一斗二升七合 同村新田
-,高五百六十一石二斗五升七合 西花尻村
-,高九斗七升三合 同村新田
外
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-,松林五町四反一畝歩 二ヶ所
-,高千五百八十九石六斗四升三合 官内村
-,高二石八斗六升 同村新田
外
松林二十五町五反 唱ヶ所 宮内村
板倉村
)立合
-,高三百四十六石四斗四升五合 板倉村
外 米一斗 見取
松林二十四町二反-畝歩 四ヶ所
-,高三百九十九石二斗二升三合 立田村
-,高一斗一升三合 同村新田
外 米一斗 ･ 見取
松林三十八町二反五畝拾歩 八ヶ所
-,高千二百五十四石八斗八升 川入村
-,高七石四斗一合 見取
外 米十六石四斗四升一合 見取
松林百四町七鰍 歩 二十ヶ所
同園都字郡之内
(略 )
同国小田部之内
(略 )
都合二万石
(iii)5代 勝輿(右近,摂節守 )
許主在位期間,享保 15年から天明4年 (1784年 )までQ
勝輿は,草保 15年に父昌倍の迎願をつぎ,宝暦元年(1751年)にはじめて,対地におもむいたC
天明4年に子席志に家督をゆず D,発政 8年(1796年 )に死亡.行年75才｡
(iv) 4代 勝志(鶴盲,主水,主水正 )
滞主在位期間,天明4年から天明5年(1785年 )までO
天明4年に家督をつぎ,同5年に死亡,行年41才.
(Ⅴ) 5代 願菩(利次郎,主水佑 )
帝王在位期間,天明5年から草和 5年(1805年 )まで｡
5代目帝主勝典の4男として生まれ,天明5年に兄勝志の春子となD,家督をつぎ,2D.000石を領
した｡
彼仏 字和5年正月に家僧を子勝島にゆずD,鴨居したo
天保 15年(1842年 )に死亡,行年 78才｡
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もと
(vi) 占代 勝氏 (輝之施 主水iE)
藩主在位期間,享和 5年から文化元年 (180･!年 )までo
草和 5年に父勝者の家督をつぎ,文化元年 12月に死l= 行年 17才O
(vii) 7代 勝賢 (虎三郎,越中守 )
藩主在位期間,文化 2年 (1805年 )から天保 5年 (1852年 )
彼は,5代目帝主膚興の子として生まれ 文化 2年に聯氏の聾子 とな9,家督をつ ぐC
天保 5年に病気のため隠居 し,働勝貞女啓子忙し,家骨をゆず ったO
(viii) 8代 勝貞 (鱗之進,横粗守 )
帯主在位期間,天保 5年から苗永7-I:年 (1848年 )tでC
彼は, 5代目藩主勝筈の子として生まれ,天保 五年に叔父勝資よb家督をゆず bうけるO
嘉永元年に安藤対馬守備由の2男を春子とし 家骨をゆず b隠居 した｡
そ して,彼は,嘉永 2年 (1849年)に死亡 行年 49才O
(ix) 9代 勝成 (佃 次郎,越中守 )
借主在位期楓 薪永元年｡
彼は,安藤対馬守倍由の子として生せれ,轟永元年 5月に勝貞の華子 となD,家督をゆすりうけた
か 同年 6月に死亡,行年 28才｡
(Il.
写真 5-1-5 源勝貞任摂沖守 真 吾
(Ⅹ) 10代 勝全 (銘之進,摂津守)
藩主在位期間,茶永元年から安政 5年 (185d年 )-2で0
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彼は,酒井志摩守息恒の2男として生まれ,嘉永元年 に 勝 成 の 末 期 春 子 となD,家値をついだO
安政 5年に彼払 家督を藤子勝弘にゆず 別愚居 した｡
そして,同 5年 (1858年)に死亡,行年 29才｡
(Ⅹ1) 11代 勝弘 (摂津守 )
帝王在位期間,安政 5年から明治2年(1869年 )まで｡
彼の生所は,明らかで夜いけれども,安政 5年に勝全の寺子 となD.家督をゆずDうけているO
そして,明治 2年の版姫奉還に よb帯主の座を去 D,明治 42年に死亡,行年 60才｡
次に,勝弘が治めていたころの｢磨柵 科領知行村絹 献 緬 してかこう｡
庭瀬滞料領知行村々石高
(文久元年刊 r備中村鑑』による)
板倉摂津守様 庭瀬領村々
千五百九十二石四斗四升九合 賀陽郡宮内村大庄屋
中田五左術門
同 薪一郎
千二百六十二石二斗八升-合 川入村大庄屋
犬飼源左衛門
岡 里次郎
三百四十大石四斗四升五合 板倉村
五百六十二石二斗三升
二百九十七石六斗八升
二百五十九石九斗七升七合
九百九十四石九斗九升一合
八百四十八石五斗九升九合
三百九十九石三斗三升六合
二十七石一斗一升二合
合 六千五百九十一石一斗
東方平左術門
西花尻村
太田要次郎
沖分
太田助内
森安輿左衛門
東花尻村
森安輿三郎
平野村
太田徳蔵
中田村
野崎秀太郎
立田村
渡辺平三郎
延友村
難波忠次郎
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写井 5- 1-4 前山神社所蔵の甲也
帥 戸川氏鮒 Il知行所について
宋 5- 1-5 瀬川知行所領主戸川氏の系甜
1)r書僻郡史｣尊下 (岡山保育僻部数常
会 昭和12年発行 )のP2658 及び
幸恵武治薯r第 9科系諸節J(富傭扱光施
金 昭和41年発行 )よ9作成.
2) ｢凄 ｣という字払 ｢みち｣と駅む｡
耳炎 5-1-5 硬倉氏磨瀕帝の放
1) r寛政二庚成年 御武器帳 ,l
(高畠荘太郎氏所蔵文恐 )
庭瀬帝主戸川安風比 延宝 7年に9才で死亡
し,後席がなかっ7tので,飽地は没収された｡
その際,弟連番に戸川の名跡をつぐことが許
され, とこに軌 ll知行所がはじまった｡
(i)初代 連番 (初正#,毒良千代,主計,玄
蕃 )
領主在位期幌 延宝7年から享保 14年 (17
29年 )
彼は, 延宝5年に父安宜の適領のうち1000
石倉ゆず少うけて分家 したが,延宝7年VE既述
の上うに戸川の名跡をつぎ, 4800石を加増さ
れて旧領傭中国解除 ･和事 2郡のうち咋5000
石を領 し,旧庭瀬家中屋敷を撫川陣屋 とした｡
その後,天和5年(1685年 )に賀陽郡の領
地を割17,同風′J､田 ･川上両郡のうちに移され,
範字郡撫川に陣屋をかいたD
享保 14年に死亡,行年 58才｡
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写英 5-1-6 撫 川 城 虻
(ii) 2代 遼東(内膳,土佐守)
領主在位期間,草保 14年から寛延元年(1748年)まで｡
彼払 享保 14年に遭領をつぎ,延字 4年(1747年)に大番頭となったQ
そして,寛延元年に大坂城の守衛についていた時死亡,行年50才D
(tit) 5代 遵恒 (源次郎,内膳 )
領主在位期間,究延元年から安永元年(1772年)までo
究延元年に父の逮領をつぎ,安永元年に死亡,行年42才.
(iv)4代 連邦(鉄耽)
領主在位期間,安永元年から発政 10年(1798年)までo
安永元年に父の淡領をつぎ,寛政6年(1794年)にはじめで韻地-卦もむいたQ
そして,寛政 10年に死亡,行年 29才｡
(Ⅴ) 5代 連発(万戒,連発 )
領主在位期帆 寛政 10年から文化 9年(1812年)まで｡
寛政 10年に兄連邦の頚子とな9,家骨をついだ｡
そして,文化 9年に死亡,行年 17才O
(vt) 6代 連発 (発六郎,主席助,科正 )
領主在位期間,文化 9年から天保 14年(1845年 )まで｡
彼は,相良宅妓年長発のd男として生まれ,文化 9年に適寿の華子となb,家督をつぐ.
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天保 14年に破綻,隠居し,家書を子轟寛紅めすった｡
そして,彼自身は,明治 7年(1874年 )に死亡,行年 74才｡
(vti) 7代 連発 (定太郎)
領主在位期間,天保 14年から弘化4年 (1847年)まで｡
天保14年に父遷義から家宙をゆずbうけJL･_O
弘化 4年に死亡,行年 22才O
(viユi) 8代 連敏(主席助 )
領主在位欄間,弘化 4年から明治2年まで｡
彼は,松平出睦守頼I,hO垂方叔父松平主臓細岡の子としてLt-_まれ,弘化4年咋碓堀の守と子とtpb,
家督をついたが,明治2年の版勝率遭忙ともをって,館主の座骨しりそき,LftrI綻べ蛸lf｡
そして,明治27年(1894年 )に死亡.行年65才O
遜敏が,治めたころの｢撫川知行所僚知嘉軌 を次に示してお｡う｡
これによると,彼結,当時約 5500石か領 していたことが明らかであるo
撫JJI知行所飯知石高
細字部 下撫川村 1952石1515
中撫川村 941石 7420
日畑村 274石0900
賀柑郡 三田村 95石6200
写実5-1-7 秒 H知行所 戸川氏代々の雅
一95-
写真 5- 1- 8 戸 川 逮 敏 の 蕃
表 5- 1- d 浅岸帝王蒔田氏の系甜
??
? ?
?
? ???
??? ?
?
??
?
???
?
?
1)r吉備郡史｣巻中(岡山県書傭]
教育金 昭和12年発行)のP2422より
川上郡 佐屋村 ldd石8070
九名村 56d石dDI0
大津寄村 208石769D
高山村 755石4250
ニケ村 208石7690
'J､田郡 宇戸谷村 429石9280
上高宋村 12石6280
(U 蒔田氏淡尾藩について
(i)初代 広定 (左衛門稚佐 )
藩主在位期限 座長年中(子細は不明で参るか 座
長5年 よb以後であるととは,確かである｡)から文
永 15年 (1d56年 )まで｡
彼払 寛永 2年 (.｡25年 )VE領知の御舶 )W ゎ
9, 10016石像を領 した｡
寛永 15年に死亡,行年 dd才D
(u) 2代 走正 (初成定,久太助 玄蕃虫 )
藩主在位期他 覚永 15年からA'永 17年(1640年)
まで｡
寛永 15年に父広定の過領をつF,そのうち弟長広
に 5000石をわけあたk,自らは 8510石飴を領 した0
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寛永 17年12月に死亡 行年50才｡
(lil) 5代 走行(初広別 枠太郎,久太郎,敬 )
藩主在位期間,寛永 18年(1占41年 )から元禄 5年(1690年)tで｡
寛永 18年に発足正の池領をつぎ,そのうちから弟定成忙 1500石を分ち与ん 自らは,7000
石像を領 したO
天和2年(1682年 )に上野国山田･勢多･新田5郡の内に700石の加恩あD,すべて7700
石鹸を領したO
元禄 5年に死亡,行年 71才｡ J■ TFlLt ■ --∫
(iv) 4代 定矩(助三郎,確任,備中守) = 一-､ ''' lI
滞主在位期間,元禄 5年から宝永 7年 (1718年 )甘でO
彼比 5代目定行の弟戸田搾兵術忠辰の子 として生まれ,伯父定行の女子と-/Ib,元蕨 5年に家帝
をついだ｡
元禄 11年(1698年)に上野国の領地を備中園繋船郡延友村にうつきれる｡ F. = 'LJ
宝永 7年に死亡,行年 54才 ｡ '1-fL
(V) 5代 定英 (助三郎,権佐 ) ､I
藩主在位期間,宝永 7年から元文 5年(1740年 )まで｡ =｢- '･l† ･一
元文5年に死亡, 54才｡ ･- ･｣一一･`･Lj
(vl) d代 走安(初定格 助三郎,樺佐,河内守,伊勢守) ]'Lf! I
藩主在位期間,元文5年から明和 8年(1771年 )
明和8年に死亡,行年42才O ･ 'ニ ー .･l
ちか
(vii) 7代 定静(連三餓 備中守,摂津守,玄苛覇 )
洋主在位期間,明和8年から寛政9年(1797年)まで｡ ▲▲
彼比 較平出羽守宗AI･,子の5男として生まれ,明和 8年 7月に定安の頚子と夜D,同年 12月に家潜
をつぐ｡
寛政 9年に垂子定祥忙家僻をゆず9,隠居した｡ ･
そして,党政 15年(1801年 )に死亡,行年45才｡ .
(vlii) 8代 避 (備中守,虚次取 去現 株佐)
滞主在位期間,寛政 9年から文化9年(1812年 )まTo
彼は,松平主勝正近形の 2男として生まれ,寛政 9年 4月に定瀞の費子となD,同年 7月家督をつ
ぐ｡
時に7700石を領 した｡
文化9年に死亡,行年44才｡
(ix)9代 走邦 (初徳三郎,権佐 )
滞主在位期間,文化 9年から文政 7年(1824年)まで｡
彼は,伊頚守宇和島城主伊達村寿の子として生せれ 文化 4年(1807年)桁巨祥の幸子 と凌b7
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文化9年に家督をついだ｡
文政 7年に死亡,行年 52才O
(Ⅹ) 10代 走柵(栄之助 )
藩主在位期隅 文政 7年から天保 2年(1851年 )まで｡
彼は,蒔田1,-1女広道の子として生まれ,文政 7年 B月に養子とな9,同年 12月に家菅をついだo
天保 2年に死亡.行年 14才O
(Ⅹi) 日 代 広運 (荘次郎,権佐,左衛門)
藩主在位期間,天保2年から安政5年(1858年 )まで｡
彼は,松平宮内大輔直寛の子として生まれ,天保 2年に定席の蕃子となD,同年12月に家督をつ
いだo
安政 5年に死亡,行年 45才｡
()dt) 12代 広孝 (鉄太郎,権任,相模守)
藩主在位期間,安政5年から明治2年まで
彼は,蒔田広群の子として生まれ,安政 4年(1857年)に広連の華子とな9,同5年に家督をつ
いだO
そして,文久 5年 (18d5年 )に 10D0O石の封額を賜うO
明治2年の版籍奉丑にともなって帝主の座を去った｡
(j)蒔El氏三須知行所について
(1) 初代 長広 (数馬助 )
領主在位期間,寛永 15年(1dSd年)から蔑応元年 (1占52年 )までo
残席藩主蒔田広定の5男として生まれ,寛永 10年(1655年)に下野国都賀郡のうちに700石
を領し,同15年に父の迫領のうちから5000石を分けられ,あわせて5700石を領 し,分家し
て,三須知行所を開いたO
承応元年に死亡,行年 52才O
(li)2代 広正 (確左衛門)
領主在位期間,承応元年から廷宝8年(1680年 )までO
延宝 8年に彼は,死亡,行年52才D
しけ
(iii) 5代 広苛 (初広睦,源四郎,数馬,誠岐守)
領主在位期間,延宝8年から享保 7年(1722年 )壇でO
彼払 技尾藩 5代目滞主定行の2男として生まれ,広正の容子とをb,延宝 8年に家督をつぐ｡
元醸 11年(1698年 )に下野園都賀郡の領地(700石)を備中国子i簡郡平野村(700石 )-
移されるb
享 保 7年に死亡,行年49才C
(lv) 4代 広専(巳之助,数馬,和泉守)
領主在位期間,享保 7年から元文 5年(1740年 )壇でO
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元文 5年に死亡 行年40才｡
(V) 5代 広敏(右門,数馬,讃岐守 )
領主在位期間,元文 5年から寛延 2年(1749年 )づでO
寛延2年に死亡,行年2占才｡
(yl) 6代 広蔽 (源次郎 )
領主在位期間,寛延2年から宝席 7年 (1757年 )漣で｡
彼は,角南主塔国寛の2男として生まれ,32延 2年に広敏
の養子とな9.家督をつぐ｡
宝席 7年に死亡, 24才｡ 1 1.
(vii) 7代 広堅(金十郎)
領主在位期間,宝暦 7年から安永 8年(1779年 )までC
彼は,蒔田備中守定矩(伐尾4代目滞主 )の子として生ま
汁,宝暦 7年に広砧の幸子とを9,家奇をつく'O
安永8年に死亡,行年42才O
(vul) 8代 広薄 (屯之助,図甘 )
領主在位期間,安永 8年から寛政 5年(1791年)まで｡
寛政 5年に死亡 行年29才｡
(ix)9代 広朝(己之助,式部)
領主在位期間,寛政 5年からであるが,いつtでかは不明｡
彼は,都田内圧頭信之の5男として生tれ,文政5年に広
範の美子と在り,家督をつぐ｡
当時,a,:結, 5700石俵を領 していた｡
な) とれ以後,不明｡
壱 5- 1- 7
三須知行所領主蒔田氏の系譜
1)r吉備郡史J巷下(岡山
県吉備郡教育会 昭和12年
発行 )のP2川 1よb｡
(p) 近世にかける昔伽町内の村別支配の変速
これまで仏 書悌町地域に傍を有した封辿領主の系辞をたどってきたが,以下は,近世に おける青
佃町内の各村の支配の系瀬をみていこうo
(a) 吉備乱内の近世にかける吉備町地域の村別支配の変避
はじめに,東花尻村 .即 硯 棚 ついて見ると.Qiじめて東商避 島村の領加 ついて罷 している
ものQi,｢正保傭確 固飾乱 伐相 知/kla｣でもる｡
これには,｢花尻村,戸川土佐守協 商千五百四十三石｣とあれ
この正併年間とV,えは,戸川氏庭瀬啓上代目蒜主正安の在位榊 である｡
そして,単に｢花尻村｣と記されているの比 同村がいせだ文花尻 ･西花尻両村にわかれていなか
ったことi･示す｡
また,既に示した戸川正安在位期間の兜文 4年の儲知日轟に,｢賀似郡之内四 缶村 庭手穴村 ･宮内
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村 ･立田村 ･原小才村｣とあるが, ここで｢座顔村｣といわれているのki,吉備郡内の吉備町地域全
域を含む呼名であろうと考えられるO
亮文 4年以後,戸川氏庭瀬津において吉備町地域の領地の秘 の形劇は,夜く,慶長 5年から延宝
7年までは,東西花尻両村は,戸川氏庭瀬帯の領地であったことは,明らかである｡
延宝 7年に戸川氏庭瀬席がとりつぶしにをb,その後,天領となb,代官所がかかれたことは,既
述の通DであるQ
天和5年に久世重之が代官所のあとをついで,庭瀬藩主とな少,庭瀬に居住 した｡
これにエb,東西花尻両村は,久世氏庭瀬藩の領地と売った｡
貞字 5年に久世垂之が国替えとなD,その後払 再び天領とな9,代官所がかかれた｡
この天領時代の支配の村々は,既述のどとくであD,また,花尻村は,既に東西にわかれているo
元禄 6年に代官所が展止され,松平侶通が庭瀬滞主となったので,当熱 東西花尻両村比 松平氏
庭瀬軒の領地になったD
元雁 10年に松平信通が国替えとなD,元確 12年までの悶｣は,天領 となD,代官所が置かれ,東
西花尻両村比 との代官所に支配された｡
元緑 12年に板倉重商が庭瀬滞主となD,東西花尻tA]村は,これ以後,板倉氏庭瀬帯の髄地となっ
て,この状態が柘末までつづくO
その他の中田村本村 ･中田村内庭淑町 ･同村内河崎町 ･同村-JR地 ･甲栴村飛地 ･川入村の各村払
東西花尻同郡と同じ経過をたどった｡
平野村については,戸川氏庭瀬藩の時代払 その支配下にあった｡
そして,その後,第2次代官所の時代までかよ 東西花尻村両村と同じ鮭過をたどった0
その後,｢石井氏所蔵去軌 によれば,元轍 12年にQi,域増俸の領地となっているb
さら町 備卜 風豊島軌 によれは 正徳咋 紬 ,紳 民度漸帯と三須知行所の領地紛 れ
との状態か 准末までつづいたとされている｡
このととは,元穣 6年以後,蒔田氏硯尾部の領地となれ 元軸 11年には 平野村の一部が蒔田氏
三須知行所の領地となb,その他は,正徳 4年までには,板倉氏庭瀬帯の領地と怒って,薄末にかよ
んだものと思われるb
延友村については,元藤 11年壕では,東西花尻両村と同じ経過をたどつたと思われたo
元禄 11年に延友村が残席帝の領地となD,その一部は,正徳 4年までに板倉氏座柵 の領地とな
A,♯末までつづいたであろう｡
三田村については,廷宝 7年まで戸川氏庭瀬帯の頗地であったが,それ以後は,戸川の名跡をつい
た戸川適者の領地となb,幕末まで戸川氏掛 目知行所の支配下にあった｡
(b) 都窪郡内の近世における吉備町地域の村別支配の変過
日畑東組 ･中撫川村 ･下撫川村については,前述の三EB村と同じ経過をたどったものと思われるO
大内田村について払 古くは,戸川氏庭瀬帝の債地であったと考えられるか,既述の元禄元年の記
額では'姿を消しているから,点字 5年までに披,倉敷代官所の支配となったものと思われる0
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そして,この状態がつづいたと思われるO
以上のとかDであるか これを固化すると図5- 1- 1のようになるO
ヽl
延宝 7年
(1679)
天和 5年
(1685)
兵事 5年
(1884)
元顧 6年
(1695)
元禄10年
(1897)
元禄11年
(1698)
元緑12年
(1699)
正徳4年
(1714)
ヽー
A
r l一ILL至 _一ltlr-` ▲｢L.lr.1. Ji汁
tJ- A. Tl- lr.
ノヽ ∫ ⅠF__ _____｣
????? ???????????????
〔?
??
??
〔??? ?〔
?????
?
〔????
?
????? ??? ?? ?
図5- 1I1 近世における菅怖町内の村別支配の変遜
り 村名につレ､ては,明治 2年 現在のものをもちL^た.
2) 記号の意味は:,次のとか D である｡
A,戸川氏産額所領
8,天領
C,久世民度瀬野領
T),松平氏庭瀬滞領
R,硬倉氏庭瀬薄儀
甘,三須知行所領
G,牡馬市債
ET,倉故代官所懐
工,氷川知行所簡
∫,この期間杵食塊代官所の
支配になったであろうo
KI,この肋間に一時 洩屠軒
儲とな b,ついで,板倉
氏庭瀬滞領となるD
_.101-
荏(1) r吉備郡史｣巻中(岡山県吉備郡教育会,昭和12年発行 ) pp,2557-25580
(2) r吉備郡史J車中 (岡山県吉備郡教育会,昭和 12年発行 ) p2591｡
(5) 信通のことO
(4) 上坂家所蔵文脊D
(5) 脇本良平氏所蔵文書｡
(6) r吉備郡史j巻中(岡山県吉備郡教育金 昭和 12年発行 ) pp,2591-25920
(7) r元禄 15庚辰年 定帳,J日 高島荘太郎氏所蔵文事 )Q
(8) r御定帳 J(高畠荘太郎氏所蔵文啓 )0
(9) r制定帳J(高畠荘太郎氏所蔵文事 )0
(10)賀陽郡については,加陽郡とも苛き,吉備町についていえば,吉備郡の中に入る村々がこれに
ふくまれるO
(ll)r盲備郡史 J巻下(岡山県吉備郡教育会,昭和 12年発行 ) PP,2675-26780
(12)字垣武治薯r第 6斡支配者滞J(吉備観光協会,昭和 45年発行 )
(15)これ以後の村名については,蘇末当時の村名を使うo
(14)r吉備郡史 j巻中(岡山県吉備郡教育金,昭和 12年発行 ) PP,2198-22050
(15)r菅備郡史J尊下(岡山県吉備郡教育会,昭和 12年発行 ) pp,26d4-266占｡
(16)r苫備郡史J巻下 (岡山県吉備部数常会,昭和 12年発行 ) pp,2d67-2671C
(17)r書傭郡史｣巻中 (岡山県吉備郡教育会,昭和12年発行 ) p2425 ｡
(服部静明 )
2 地 方支 配 の機構 と機 能
庭瀬藩において払 地方支配の機郁 ･機能についての資料が少ないため系統だったことは言いにく
いが,以下これについて考察 しようO
(イ) 地方支配の機構
庭瀬希の元蔽年中の地方支配の機柵をみていくと,r庭瀬世之御飯主覇 碑年中御拝地之節庭瀬町
日代㌻fJ上等』(1)の文中｢御科御代層万年長十邸削 ･- 君随 行田中佐決着衛門 (岩月武左衛門云 ｣々
にみられる御代官 ･郡轟行といった首鼠 また r併合家家持帳J(2)にみ られる代官 .寺社町奉行 ･
勘定奉行 ･部奉行 ･郡代等滞役人の名前,及び持高 ･在職年寄によbわかる藩役人の徽章軌 そしてr
御筒舟諸〆井倹約制定帳 J(3)の｢三部村々庄屋共御用二村御代官 呼々出鮎 u限甚遅参三村方 も林劫
相聞侯云々･･-｣より明らかを上うに,滞役人の下に庄屋といった村役人が位匠していたことがわか
るDそしてその村役人とれ r備中周加陽郡川入相五人組改僻 j(4)で明らかをよう紅組巌 ･百姓代 ･
五人組 ･庄島であったらしho以上の番柄をませ めると黄 5- 2- 1になるO
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表 5-2-1 地 方 支 配 の 娘 碑
(p) 地方支配の機能
〔簿役人〕 以上のよう奇勝鵬仕,虹たしていかような機能をしたのであろうか｡せず滞役人か
ら版にみていこうO
天領の場合,｢地方支配を拳どる役人,すなわち郎義行や代官は領内の郡村の庶務を掌るものであ
る｡代官役所の事務を分けると地方 ･公41の二通りになる｡即ち地方とは地理 ･租税 ･出納 ･帳鮮及
び一般民政に関する諸務 ･一方公串方は育男∴裁判欄 する柵 ｣(5)と一応分けられるが, これらは
はっきb分けられていなくて,相協力 して行 なわれていたようであるO
次に参考 として代官の職務をとbあげると, J
嫌 々
-,民は国の本を9,御代官の面々常に民の辛苦を能 く察 し,肌寒の愁無之様可被申
何事
-,国豊なる時杜氏香るものを9,替る時は己が集に聯Dやすし,軒民衣食住無智様
に可破申付部
-,民は上-速 さ故に頻あるものなD,此故に上 上りも亦下を凍ふ坊多 し,上下疑無
之様に両前可視申何部
-,御代官の面々常に其身を燐み,民の農巣細に存じ柵峨 鯨等入念宜棟に可破申付
総市議*不住手代自分櫨勤倹云々･I･･
-,姥 ･Jr除 ･道 ･席等港外諸事常々心掛物序不及大破時支配所へ遷 し可硬加解理'
並百姓争論ケ個数連有之は感 を内に聞届内済にて可相済題は依f紙 屑75く不及難儀
横町被申何事
延宝八甲年間八月三日 (6)
即ち,代官は帯の立場上b民衆の生活を知 り,自ら其身を慎み,薄 と民衆との調登に役立っていた
ようであるoそして, こういう大切な役目を持づ蕎役人の任命に払 帯としてもか をb気を配って
いたようであるo r硬倉内膳正盃矩公子息石見守軸 公之教訓 J(l)よりその様子がうかがわれる｡
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勘定蔚奉行 ･地方吟味役奉行等内題之義たDとい-ども下筒民にかかbたる支配にて
候得披人柄克々可有吟味候思biJh別有之尤民間之理非引増分依情7kく正直 ･正路成生
得の者可破壊出候不仁にして理不明なるもの払 常民迷惑するdiな3)O代官 ･下代以
下EE屋等忙至るまで道理分明末々まで支配不数億伸也 民間の痛にて候｡下役人の所
行は頭役の吟味に有之串候間嘩行とも能々考え可被申附候串
寛文五年辰五月十八日
それでは,これら役人はいかほどの役科をもらい,元来どれぐらいの石高のものであった で あろ
うかo幕府役人の場合を調べてみると
江戸希府直樽の天領で畔,郡代もしくは代官が行政に当たったD彼 らは勘定奉行に属
し,旗本であった.天保九年備中倉故にかける郡代(代官 )は鳩山又蔵であbd5.7
石の石福を持っていた｡(7)
これよbわかるように,郡代 ･代官で65_7石ほどの石高を持っていたようだOこれに対し,庭瀬
帯の場合比 役科からみていくと,F寧保 8努卯年 .宝暦 11年辛巳四月の勘定帳j(8) F板倉家家
持帳 J(9)より,表 5- 2- 2となるo
元献 16年 字保8年 宝膳 11年
勘定奉行 役料簡 50石
郡 奉 行 役科高50石 役科高 50石右五ヶ年之内弐分引 役科 50俵之所-六ヶ年之内拾五俵二相定申候
衷 5-2- 2 庭瀬帯,地方役人の役科葬
そして･役高を藩役人の名にそえてみていくと,r榎倉家家持帳｣(9)r庭醸せ之御領主務元醸年
中御拝地之節庭瀬町日代苛上等 ｣(躍 よb･表 5-2-5が考えられるo
寺社町奉行 城 戸 平 兵 術 50人扶持 元醸 12巳卯 5月 5年
勘定 奉 行 海 野 太左衝門 100石 貞草 5丙寅8月 18年
郡 奉 行 岩 月 武右衛門 100石 寛文 7丁未2月 57年
田中佐次右御門 100石 天和 5契.亥 7月 20年
大河内九左衝門 50石 文久 2-元治
上 原 荘右術門 12石 同上 1
西 田 吉 助 70石2人扶持 〝
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田 中 甚 三 郎 50倭 文久 2-元治
宮 田 発 80石 2人扶持 同上
郡 代 海 野 太左衛門 元醸 12
城戸三郎右衛門 15人扶持 宝永 2 25年
典 田 平左衛門 20人扶持 宝永 5 22年
代 官 万 年 長 十 郎高 橋 佐 衛 門本 多 銀右御井 口 甚 衛 元i陳 4-〟′′50俵 元蘇 12巳卯 10月 5年
竹 中 治右衛門 58俵 〝 4月 〝
本 多 作左術門 50億 // //
守屋裾五右衛門 嘉永～安政
鬼 紋 章右衛門 ′′
表 5- 2- 5 庭瀬藩の地方役人衣
表 5- 2- 5から,地方支配のための帯役人は,寺社町奉行 1人,勘定奉行 1人,郡轟行 2人 代
官5人が置かれていたことがわかるo
〔村役人〕 まず,村役人 とは｢江戸時代にかける地方に関する民政を行をう公使をいい,即ち大
庄屋 .庄屋･組頭 ･百姓代の細称にて身分は百姓をbo榊役人は其支配町村の治安を囲D,鹿=商兵
を勧め宵を保 し貧を他み,貫租税を取D立て′｣､物成の運上より其列,用悪水,姫防, 御地,井堀,埴
管等の=事に至るまで之を監博す｣(10)とあらわ首れているように,村に隣する民政縛 る役人の総
称であった｡
次に,村役人それぞれについて考察していくO
(大庄屋) ｢大庄屋は庄屋の上に位 し,配下の庄屋の正邪 村方の利害,一輝一郡の事体にも
心を用h 代官 ･奉行 ･目附へその意見を申出づる恥を得,晶によっては代官の非連を監僻する程e:3
権力のあったものもある.地乱 儲主よb帯刀を評言れ常字を祢せしヌ士分の格をもったものもあっ
た｣(ll)とあらわされる粗 大庄屋は,百姓の身分であbながら･苗字 .帯刀を許される昔もあb･
その確力払 かなり大きなものであるOそれは,r御債分緒〆井倹約制定順J(3)の｢帯刀御免之庄屋
とも格別之儀を以苗字 ･帯刀御免禎仰付候云々-･･｣でも明らかである｡また,次の資料に上り,大
庄屋は帯の任命によbかかれていたらしいとともわかるD
｢御領分之内是まで大庄屋致無之償処此度御上t御趣意を以 都字'加協都之
内弐人,′｣､田郡之内弐人 都合四人大庄毘零線仰付候 右大庄屋敷禎仰付債
儀云々･- ｣(12)
(庄屋) ｢庄屋吐支配する村落内の公務を馳 するものにして,すべて其村落の長たDo村内
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の威望あり由緒あるものを禰 したれども.土地の恨例によb世襲せるものありO-代限りなるものあ
9 0 度巣をもって推挙するものあ9て必ずしも一様75らざbきo然れども多くは古来よb其村に住み
来たる草創の功ある者 累世伝越せしかは･其村の百姓は家人蚊牌の如き関係を有 し--｣(ll)とあ
るよう,庄屋はそれぞれ村落の長として,年貢徴集,戸頼申渡,観AS,布告の伝毒等の民政に在って
いたようである｡ とのことは,また後にあげる焚科 r備中国加陽郡川入村五人組改帳｣(13)によって
も明らかである｡
そして, このような,かなりの力を持った庄屋の中には,横道な態度にてるものもあったようであ
るOそれは次の教科により推測できるO
｢郡代 .代官 ･奉行 ･目附は常に村方の治り方,私曲の有無等に注意 し,もし庄屋
に不正の事あれば之を札明して進退処分するを怠らざりき｣(ll)
｢庄屋之事物百姓いやがり候-パ郡孝行 ･代官見はからい指替可申付候,大高作b
候昔を庄屋と仕る聞候,,J＼作之者にても正路成るものを見立 庄屋に可申付串｣(14)
また,以上の姿科より,庄屋は郡奉行 ･代官等にその地位をゆだねてV}たようである.そして,そ
れ壮次のような ことでもわかる.
｢村々庄屋役被仰竹俣御御礼之俵,郡奉行江育代銀宅匁宛,御代官江銀八分宛差出
之御礼可申上候･- ｣(15)
それでは,庄屋の給米はいかほどであったろうか｡庄屋の給米は村高によって異なっていたらしい
が,だいたい表 5- 2- 4で示される様であったと思われる｡
村 高 給 米
100- 150石 2俵
200.- 500石 4億
400- 6006 5俵
700.-1000石 8俵
表 5- 2- 4 庄屋の給米襲 ( ll)
これらは,年貢と差引にせず別段平等に取立る村年貢の内よb渡されていたようである｡
次に参考までに,庄屋役に携わった入違の名をあげてみる｡が,資料が少をいため不充分をところ
もある｡
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村 名 役 名 名 前 在 職 年
中 田 村 日 代 金 右 衛 門 天保 9剛 欝)
庄 屋 野 崎 秀 大 坪 文久元
中田村之内 日 代′′〟年 寄 又 左 術 門 元疎 12
庭瀬町 七 右 術 門 〝 慶長 5
脇 本 栄 三元 帖 屋 彦 四 郎 明治5〟
三 田 村 庄 屋′′ 孫 四 郎 元禄 12如 改 八 藤 太 轟永～安政
延 友 村 庄 屋 耗 波 平 t甥 郎仙 赦赴 汲 Lig′′雑 息 五 却 元敢年中′′正徳宝暦中男政
〝 忠右衝門 天保 9
p 忠 次 曲 安政中
〝 思 克 郎 // (洩尾領 )
" 忠右爾Pt7 文久元
平野村束分 庄 屋′′/ノ〟 祐左帝門_ 元敵中
此右術門 元醸 12(桝 ㈲
搬左禰門 正一徳中
字左alrTq 宝暦中
太 田 徳 讃 安改中
平野村仲分 庄 巌〟/′′ 長 三 郎 元藤 12
戚 嘩 七 天保 9
太 田 助 内森 安 輿左備門 文久元〟
蘭花 尻 村 庄 屋′′〟 藩 十 畑 元殻 中
太 田 肋 内 元静 12
〟 正徳中
太 田 賛 助 寛政中
太 田 助 内松 盲 十 郎要 次森 安 脚 門′′ 天保 9〟妥政中′′文久元元治鹿応 5
_｣1 名 役 名 名 前 在 職 年
川 入 村有 内 庄 屋 犬 飼 息 兵 衛 元敢 ー2
大庄屋庄〟′′星 " 源左柵門〟犬 飼 幸 術〝 仙武右// 究 禰衛 正徳中 元轍 12享保 4宝麿天 9文久元〝 盤 太 郎
庄 屋′′大庄 滑石布門 元禄 12
中 田 恒 五 郎 天保 9
// 五左術 文久元
板 倉 村 E'~層｢〟′′ ｢軒~項- 面着飾門〝 息左席 元禄 12
五右衛門仲 逮 孫 惣東 方 平 八 郎〝 惣 禰久太兵衛載甚丑 太 〟天保 9
表 5- 2- 5 庄 屋 役 一 覧 表
以上 庭瀬帯村々の庄屋役についてみてきたが,蓑 5- 2- 5でわかる様に,庭瀬町にかいては,
其他の村々のように庄屋の次に組頭かせ かれていず,それらに代わるものとして, 日代 .年寄がかか
れ,庄屋 ･組頭同様の職務を果たしていたようである｡それは次にあげる史料によっても明らかであ
ろう｡
｢巳代役&,宗門人別御改帳其外御仕監御触な加 L等艶-当町分は日代候仰付- ･｣ (16)
｢町役人給之偽者 中田村芋川御見取場借三反三畝弐拾歩当米大石四斗八升六合六勺之内二而,
弐石七斗 日代給 ･壱石四斗 年寄給 ･尤文久三亥年j年寄給六斗御増破仰付侯云々
庭瀬町 日代 元的屋彦四郎
日代 脇 本 栄 三 ｣ (17)
をか, この史料によると日代給 ･年寄給が,それぞれ弐石七斗,宅石四斗であったと知 れ るDそ
して日代は二人慣かれていたととが表 5- 2- 5及び次の史料によ9明らかであるO
御免地壱反四畝四歩電石六斗九升六合,内,七畝拾歩 高八斗八升 目代七右衛門,六畝拾四
一10とi-
歩 高八斗宅升六合 日代又左衛門-･･.御年弄地相威儀 其町日代二人居宅巳前柑b･- ,
御免被仰付候尤,御科之飾 -御代官様JF-解放被仰付尿････｡ (18)
(組頭) 名主 (EE農 )を助けて事務奇行 )もの. もと五人組の缶鼠,百姓の内浮良にして材
幹あるものを没賢.又は総百姓会誌之上遜番 し 名主よb申し付 くるもあD,郡代 代官上9
申し付くるもあD｡拾米の定9表し云々･-･ (ll)
とあるよう組頭は,庄屋の補佐役としての仕班を行をい,捻米の定9はなかったようである｡が.｢
商持ちなれば持ち高の内十石,又壮八一玉石ほどの引高あ9｣(ll) とあるよう,持高の大′｣､に上り
ある帯皮のきま別はあったようであるOまた,次の史料によると,組頭殻を仰せつかった百姓 は, 皮
屋の場合と同様.照の地方役人の所へお礼に行ってた上うである｡
組顔役被仰付候節者地方御役人江同上斗二両御礼申上肢･- 0 (3)
次に,EE屋 ･組筋が各村 t々R:かいて,'*際いかなる仕少に携わっていたか 五人組改帳からそのこ
とをA･体的ケこ考察しよう0
倍中国加階郡川入相五人親御汝帳
-,父母に孝行兄弟と随敢町仕儀 若凍原と不和把て異見等も不用不孝不義之選有之者,庄屋･
組頭 ･五人祖述吟味Dl中郡
-,庄屋-正直を串にして私欲を不仕藩悲之心有之′｣､百姓心を付身上不成育を致介抱不依何歩
村中公耕出入有之時各 庄屋 .組頭立会双方之意趣承届栄藤好喬を不壊理非能々分別いたし
毛頭依十棚 取扱uT相済勿輪帯歳有之青可訴出串
-,田畑長歌山林境論無之様常々庄屋 ･範蔀吟味可仕位耕
一,御朱印又-御≒ご葵 も無之人膚をL出し侯様にと申或-駄賃不出迫涙もの有之者共晶二番神位
庄屋 ･組頭立会詮議之上怪数･/,ニ有之候-パ可訴串
-,満水之時,姫川除囲之節又者盗人独煎昔並火¢有之鴫を立鮒 村中之節村中之昔十四以上
六十巳下之男者不磯可出若不出合音あらは生産 ･組辞職 串
-,御年貢金銀庄屋方へ取粂候-パ致すn嚇納償 度々金銀Li約五之名ヲ寄付印形町為致庄屋方
より金銀許取手形迫棚致し渡之相順工押切印JrF数可辻井上井年之倒年貢割之儀二付少 も申分
無之旨御年貢割帳両 々之典二惣連判取殴後 日出入無之様可仕儀 若御年末割方等之俵二付不
メ壮健惣百姓之迎印も取思不申及出入償-バ正量 ･組頭息鮭曲率可申何事
-,御年貢米納候節EE屋方エb米主へ手形娘之庭帳三食入荷付之可致判形手形無之及出入後日
訴出候とも取上間数沓
- (13)
以上よ9,庄屋性村の民政,即ち,年斉の徴鵜 勧農は言 う忙及ばず,その他家の不和,田畑 ･山
林に関する争輪等村中にかこるもめことを,正直で依名札展たい心で処理するという役割をしていた
上うであるoそして庄屋の補助役 として大切を役胃をしていたのが組頭であったようである｡
又これよ9,庄屋 ･組軒など村方役人で村方に間すること一切を敵議裁決 し 代官 ･郡革行に申し
立てることは穣めて少なく,争論等の市もなるべ く和解せしむる様に,庶力していた様子もうかがわ
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れる｡
(百姓代) 其村にして,大高特の内 よD一人を通番 して名主以下の職務を監慣 L,併せて常時
村民を代表せ しむるものとすO即ち百姓中よb出し置 く目附役にして,村製 ･其外房T'_,LfFj毎配当
等の際は立ち会うなbo
- (ll)
即ち,百姓代は村民の代襲者で曲村の利益を代表するものであb,村役三役 とよばれる役の一つで
ある｡
以上 庭瀬席にかける地方支配の機械と機能について考察 してきたか 史料が少ないためはっきb
しない点 も多いo Lかし,それぞれの地方役人の機構 ･機能払 他の藩と比べてもさほど大きな差紘
なかったと思われる｡
ぐう 藩主の巡村
最後に,地方支配の磯柵や機能には直接関係ないと思われるが,『御領分御巡村御行列帳J(19)
をみると,帝王の巡村の際,地方役人がいかなる位髄に配されていたかが明 らかであるO
江戸時代の諸侯は領内の各村々を視察 し,直蒙遊民と接触 して,生活の状態を的べたo当時滞
主の巡村について硬愈村K逝る記銀に
御領主様従往昔御巡村御道衝
黄御門 .庭瀬町 ･中田 ･用人村 .雀遭宮内村 ･片山通 D･石島居前市助 ･中
田氏御/｣､休 r夫よ州 民野/｣､路 ･適地宮の下 ･桜の屠場 ･向畑 ･本往数云々-
股引半天 IF仁屋 ･組頭 ･股引わらじ問屋前忙罷出る｡右胞村触輔相済甥 御
当日御出役様始御地方様-姐勤之単
嘉永二巳酉年九月
票芸 芸芸庄屋芸諾御且附 大- o御代官
o徒士 o同 o同
o徒士 o同 o同
o近習目附 ---
o近習
o郡奉行 :票志警 :呂監 制馬
･---･徒士扶供 △村役人日 日
郡奉行供 手明シ
･-･--代 官 供 △先案内･-･
行列はこのような職序で行なわれ, これによると,藩主の立ち寄る村の版序及び,先頭と最後の方に
置かれていた地方役人の行列位置が明らかである0
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注(1) 史料,｢庭瀬世之御領主#･元醸年中御拝地之帝展漸町日代.T番上等｣,
脇本家文審 元禄 12年
(2) 字垣武治薯,｢第六科 支配蔚｣板倉家家持梶
不変院吉備観光協会,昭和 54年
(5) 史料,｢倒領分諸p'ヰ倹約知定傾｣,脇本家 (文脊 ) 天明5緊卯年
(4) 永山卯三郎飽 ｢書傭郡史｣中巷
;恒 山卯三郎著･｢剛 腕通史 ｣下編,日本頬 出鰍 ･i S･57
(7) 地方史研究協議合格 ｢地方史研究必挽｣ 岩波全称
(a) 史札 ｢御定帳｣ 高畠家文苛
(?)字虚武治若,｢鰐大輪 支配群｣ 硬骨家家持棋
不変院吉備競光協会 昭和 54年
(10)･(ll)･(12)･(15)
｢書傭郡史｣巷下 第4編近世 第114章 S.15
(14)辛垣武治若,｢庭瀬帯改革記｣ 吉備愛妬会 S.41
(15)史料,｢御領分諸〆千倹約御定棋 ｣ 脇 本 繁 文 8 天明5箕gP年
(16)I(18) (1)と同
(17)史料,｢町屋薮畝高帳 ｣ 高畠家文苛 明治5庚午年
(19)字垣武治君,｢第六科 支配者桁｣ 御領分御巡村御行列帳 S.54
(丘 英子 )
3 怠業生産 と袋民生活
(1) 良薬生産
江戸時代に比 年貢は村高i･基軸 とし,村有壮検地で決められていた｡検地仕,部分的な新田検地
夜どの伊桝 を除いては,だいたい元殻の頃に終わb.以後村FJ石は大旨固定 したが,現喪の生産高が固
定 してしまったのではなく一般に上昇 していった｡だから,幕末から明治にかけては.村高よb現実
の収極の方が多いということは普通であった｡年貢は村高に対して課せられ,年弄率 も定免制施行以
後だいたい固定 していたのだから,当然姓氏の手に壮余Dが出,その分を売D,没村に商品経済が進I
展 して,#末の頃には農村にも新 しい展掬がみられるのが,歴史の流れの上で比一般的である｡吉備
町にかいても,上記の上うであったと思われるか 残存史料がきわめて少ないため,この状態を具体
的に考察することは,困難である｡
近世大名は,近世初期にあっては,いずれも領内の開発,ことに良薬生産の向上をめざして,大規
模な=事を行なったO青備町関係で払 ｢庭瀬城主第三代戸川安室が,寛文9年 (1669)7月19
日父正安の前を継いでから,領内の開発番兵が進められた｡すなわち,水利に閑してみれば,今の六
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間川の用水路を設けて,軌 Ilから西へ 西庄 ･中庄 .万蒋 ･菅生の各村-通 じるようにしたo川借は
六周(約 11〝7),長盲仕 8944間(2_71Kn)といわれ-大仰農であって,低地の排水に使 じた
のである｡ これは寛文 5年(16d5)の=番で,人夫はのベ2.6689人を使役 したという｡ ｣
(芋類武治編r庭瀬町麓j原桶第6輯｢支配者頼｣)
ところで 江戸時代に払 出其生産といえば年貢として納めるべき米が主体であった｡中削 りの場
合についてみると,太田次夫家所蔵の免定 (年TI徴収の令状 )の内,嘉永 2年 (1849)のものか
ら,当時畑に紘棉作も行なわれていたことがわかるか 全般的には,なんとV,っても米の生産が主体
であった｡中撫川は前分と後分に分かれ,前分の高は 641石 7斗 4升 2合 (後分の高は500石 )
であったが,前述の嘉永 2年の免定を示すと,
備中国都宇部中風 Il村巳酉御物成町納定之串
-,高大百四拾宅石七斗四升二合
内
高大拾四石TL斗九合七勺 永兼高引
残 高五百七拾七石弐斗三升弐合三勺
右之訳
-,高富拾三石香合四勺 上田分
定額米七拾八石七斗九升五合五勺
内
高九拾大石七斗四升八合八勺 検見 下ケ引
米式拾三石三升宅合六勺
米九斗五升七合七勺
観取米五拾四石八斗六合弐勺
-,高三百八拾五石六斗三升三合七勺
下田分
定取米式百弐拾弐石六斗八升八合
内
高弐百三拾四石五斗五升六勺 検見 下ケ引
米三拾八石宅斗八升六合
高九拾大石六斗七升弐合九勺 六朱 五厘下ケ引
米大給弐斗八升三合八勺
高五捨壱石七斗四升八合六勺 五朱 五度下ケ引
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米弐石八斗四升六合弐勺
高六升六合五勺 四朱五座下ケ引
米三舎
残取米百七拾五石三斗六升九合
一,高七給電石七斗六升弐勺 畑分
定額米式拾六石四斗八升弐合
I/
畑純下之分五
反三畝捨宅歩i
半高七石九斗
∫
弐升六合六勺
米三斗三升弐合七勺 取米三石三斗
弐升六合八勺
但取米管 石 二
村宅ツ救米下
ケ引
畑鵜下 之々分
九畝廿三歩高
鷲石四斗七升
米七升八合三勺 三舎取米五斗
弐升弐合三勺
但取米宅石二
村菅 ツ五朱下
ケ引
畑綿皆無の分
弐畝廿歩高三
斗四升六合取
米管升六合九勺 米八升Lg合七
勺LEl_取米唱石
二村弐斗救米
下ケ引
抜取米式拾六石五升四合JE勺
-,高六石八斗三升七倉 島数分
定額米七石五斗弐升JLS食入勺
- J15-
? ? ?
?
?
??? ? ?
?? ? ? ? ?
写束 5-5- 1 朔永二年免定の写実
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? ???ー???
? ??
四口合高五百七拾七石弐斗三升弐合三勺
定取米倉弐百六拾三石七斗五升電食菅勺 1
口米七石九斗壱升弐合五勺
但取米宅石二付
三升ツ･掛ル
夫米五石七斗四合 但高専石二付管
升ッ･掛ル異
数高引而
平 ソ四ツ八歩〇五毛壱三二当ル
定取米弐百七拾七石三斗六升七合六勺
右之通相定上音村中大小之百姓出作等二
至迄不残立合致割賦極月十五日以前息鹿
皆済可仕毛の也
其永二巳酉年 横田武石御門⑳
十一月 熊田右衛門七⑳
中撫川村
庄屋
イ山左南門殿
盟轟永 5年 (1850)から段応 5年 (1867)の間の生産状況を免定によって表示すると,襲
5- 5- 1のようであったD表によってみると,蒔末の二十年間ほどは免峯に大 きな変化はみられ75:
L^0万延元年 (1860)には免翠が 0.46959159と他より低いが, これは,検見引などが他の年
度 よi)大 きL^ので,災宥 あるL^比天候不版をど,何かの理由vrよって,不作であったためと思われるD
これについては守屋茂普r岡山県下における潜啓救済史の研究Jl(昭和 55年岡山県社会事業史刊行
会発行 )によると,｢万延元年 5月 51日拝辞山地方雷鳴陣態あり(屯等届有 )｣旨の記王城が奉り,
万廷 2年(1861)の小EB郡矢掛町石井象文笹に上ると,矢掛町では万延元年凶作であったとみRJ
盟 2年正月十五E]より四月二十二 日迄有志の出絹によって窮民に施端を行なっているし,又,二月よ
りIiEq月迄庭瀬帝王板倉滞韓守より飢扶持米及びを轍が下げ渡 されているのT,万延元年杵は吉備町把
かいても同様の凶作にみまわれ,ために免峯も下がったと考えられるO
以上では申撫川の免定によって述べたがら下撫川について比鬼窪の写 しが残っている｡
表 5- 5 - 1 蘇末にかける中風 H村の生産状況
嘉永 546 500石′′ 264,2955′′ノ 12514541l58,66559 841 509
04746018
0524644
052579766
0554日 9余
年 代 村 高 残 高 定 米 免 畢
嘉永 7 500石′′ノ〟 264,2955〟′′ 158,7851 1 0.52511
安政 254 141,5095′′58 0724 oー554669余′′0. 224211
5 159,9495 0_5295226
6 141,5095 0.554669余
方延 元 124,0570 0,46959159
庄 )1.中執 り村太田次夫家所蔵｢中撫川村後分免定｣によ9作成
庭盲楯 に属した村々忙ついて,村高の推移をみると表 5- 5-2のどとくである｡この表でみると,
元藤 12年(1699)から文久元年(18dl)までの約 160年間に,村高の増加しているのは
中Efl村で50石余,用人村で 8石余があるのみで 他はほとんど増加がみられ夜い｡このことは,盲
備町で仏 所El摘発は元締年代までにほぼ終了し,それ以後は村高もほほ鹿足 したと考えるととがで
きる｡
襲 5- 5- 2 庭瀬律儀村々の村高
｢再で-早 元藤 12(1699) 正徳 4(1714)
川 入 1254亨88 125挿 88
中 田 816.425 81dI425
平 野 99L1,991 994,991
仲 介 297,d8
延 友 27,112 2く),112
宮 内 1589,645 1589,占45
板 倉 54占,dL]2 54dI645
立 日 599,225 599,225
市 花 尻 581,257 561,257
果 花 尻 259,85 259,851 吉備鴨
天保 9(1858)
1262苧281
848,509
) 1292,d701
27,112
1592IL]49
54dlL]45
599,556
5d2,25
259,977
文久元 (1861)
12d1亨281
848.599
994,991
297,68
27,112
1592,449
54占,L]45
詣 芸警Sr望霊等票j
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(｡) 良民生活
農民は士戯=商と身分制庇の上では武士の次であったが,生活にかいては,=商の身分の町人の方
がずっと束縛もゆるく楽であったとと払 よく知 られているO慶安の鍬触啓に｢--年賓さえすtL
償えば,百姓ほど心安さものはとれ尤く｣と言われ,良美は｢国の基なり｣とも言われ,姓乾は対槌
社会を支える基であったので,支配者は勧典策把は努めたが 一方,厳 しく典民生活を細部に致る倭
で干渉 ･統制し,｢百姓ととまの油はしぼればしぼる性どしばれるものなb｣という支配哲学の下に
置 き,年零徴収について比 ｢生かさぬよう穀音ぬよう｣さびしく統制 したのであるO
農民生活が従 Jtの規制をうけていたことを盲備町における史料によってみると,脇本良平家文宵に
｢天明三年御餅分路p'ヰ倹約御定傾 ｣および｢弘化三年帝位令倹約筋御寄附等帳 ｣が残っている｡ナ
表わち,｢天明三年御領分諸〆ヰ倹約御定帳｣には次の上うな条文がある｡
-,村剖二不限何事二両も組史百姓庄屋宅へ寄合償節支度酒肴等船便随決而
仕間数も
-,村々神事祭礼昇四季之祈縛虫送b専之飾村役人百姓打者酒肴給億熊も育
之様二相開候以来右躯之節打者酒夜と絵候儀堅仕間数候齢 仕来之阜こ
ても村入用掛b僚吸音急皮相心可申俵且又桑礼等二審寄見世物其外部両
人寄懸之儀決両仕間輔僻坊
-,御領分町在殻人共惣百姓♯華子迄衣類之洗梅抜着用絹物相用中間軒旨其
外女子共装飾摘 酔 顔銀瀕其外花糞成物決軒相用申間数旨先達而敏 仰
出有之候特者懸此張り二相成僚梯相聞候己兼之俵故 仰出之遊急皮相守
右顔之頗整相用申間数候者Ll待避此巳後錬 り成儀 も有之こかゐて-着用
稚 飾波手之背見届其者之名所当裏之上井段帝届侯裾者当人被召出男女
共吟味之上亀鑑祖 仰出俵闇其段相心得町申串
また,｢弘化三年御法令倹約筋御寄附写帳｣忙も.
-,日待月待之俵例年到来陳偵-者有之像称共兎角大勢典井内,=者心凋遮粗
餐蕗勝負相催俵族も有之式=相聞甚以不宜酔三侯以来者申合厳選二可数
儀
一,村方二者飯高振作-て日雇韓軸純かき掃天又昔少々宛小商ひ致其日暮 し
之者有之候由i3農丑債間二折々相坪匠偽者格別薄井番二相掛僚偽者心得
遵之歩,=候之慨村役人共取調相応当 り作二両も為致無高無作之育成丈村
方二差置申間数候
-,田植之俄故障筋有之事後二相成倍音江親弊組合想迄之もの手伝候儀村方
二者大勢相催取越償趣単発世上之付合と相心得大切成植付を手荒致其上
地主仕出し候飲食か貧候族も有之趣相聞溢以心待避之啓二候巳来弥力を
尽し相平二助合可申候
と罷されている｡これらによれば,当時姓氏たち払 村割 ･奈 ･虫送り･日待 ･月待夜どの年中行功
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の時などで も,大勢強まれば村の掛 りもかさみ,禁止されていた勝負事をする心得連の昔 も出るとい
うので,寄合って楽 しむということは乗 じられていた｡また,着物や身のまわDの装飾品は,華美に
そらないように,質素にと,細かい点にかよぷまで制約をうけて生活 していた｡商苛を行なうことに
ついても,戯作業の間に少 しやるのは よいが,商売専一にするととは心得連 のことであるとして,禁
じられていたのである｡
なあ 吉備町でも庭瀬は町分で,陣屋町を形成し,そこでは商業が行なわれていた｡ ｢苗日記｣(
脇本艮平家所蔵文香 )によれば,町屋に払 船宿 ･薪問屋 ･魚関屋 ･樋屋 ･屋根ふき･傘張挑賄叢 ･
綿打 ･鍛冶 ･墜塗などの家があ9,町内の商売としては,米 ･大豆 ･小豆 ･酒 ･焼酎 ･酢 ･音油 ･味
増 ･塩 .背物 ･茶 ･煙草 ･薪炭などを商っていた｡船宿のあることからわかるように,港町でもあっ
たので,｢寓日記｣に,
高瀬船作州bL薪蛸術前御領糎上越通 り当町黄迄参俵其外方 d々売船主参候
と記されていて,話方から｢売船 ｣が出入 し 出民たちはこの陣屋町を市場として,余剰生産物を版
売 し,農薬生産や生活の必輯晶をここから牌入 していたのであるo
(高谷公子)
4 凶荒 ･災害と救他
(イ) 凶荒 ･災等と故地
｢百姓は死なぬように生 さぬように｣という膏薬が輪的忙示すように,赤府や諸大名は年貢を確保
するために,盛民にいろいろな束縛を加えた｡ しかも,江戸時代の中期以後に凍ると,商品貨幣経済
の発達によD,経済的に苦 しくなった#府や路滞払 財政難をきbぬけるために農民にさらに韮い税
を醸 した｡だ加 農民の生活には余裕がなく,農民はその日('らしをしているともいえる日々を送 っ
ていたoさらに,当時の文化の程度は低 く,防災の設備は現代 と比政にならないほど不備であったた
め,天災にあえば,飢感からのがれるiriはなかった｡ しかも,領分が細かく分割されてか91相互に
捷助 しあうととがほとんどなく,食料のない地域へ大丑に食料を送b援助するとVlうような社会体制
にはなかったoそのため,その故事は今 日の人々の想像をはるかにこえるものであった｡ このような
近世において,吉備町はどのようを凶荒 ･災害を歴史の流れの上に残 したかを考察 していくことにす
る｡
せず次に掲げる岡山県南部における凶荒 ･災等年表によって,吉備町におけるそれを も想像するこ
とができよう｡
表 5-4- 1 岡山 県 南部 に おけ る凶荒 ･災 首
西 歴 年 次 月 日 凶 荒 災 害 増水の高 備 考
1654 森応 5明暦元 7. 19 晩秋よb不作にて備前国中飢髄,倒れ百姓を生ず備作全域大洪水 松山 留 甘 藤岡,倉
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西 暦 年 次 月 日 掛 荒 災 普 増水の高 備 考
1666 寛文 d 5. 14 高梁川大水 志井侶 101, 5 倉
1占756 49 延宝売同 27 春伯前群ql^ 多 し傭作金城大供水 慈岡,倉
4_ ll5. 287 〉㈲ 洪水 慈
占. 15 ′備前備中洪水 症
7, 1D. 215 )備前大風雨 岡
1681 天和元 春飢ゆ 倉故棚 t^ 541人に及ぶ 倉
1d86 貞字 5 備前大水
1687 同 4 9. 9d5 10 価作全域大風雨取水 岡,書
89 元轍 2 岡山大水 岡
1690 同 5 同 1.10 岡
1691 同 4 同 1,50 岡
占94 7 同 1.18
1695 同 8 7. 22 同 1,27 岡
16978占 9 同 1012 5. 10 同 1.17 岡
5. 14 同 1.58 岡
5_ 18 同 一 1.17 岡
5. 20 同 1.05 岡
A 5 ,08
1701 同 14 8. 18 同 1,55 岡
17024 同 15宝永元 占. 1 同 1,15 岡
i. 29 同 1.10 岡
7. 28 備作全域大洪水 岡 山1.50 岡,育
a. 50 岡山大水 1.74 間
7 8ー .0 0
17【〕5 同 2 5. 27 同 l,47 開
1707〔)8 同 45 8. 19 鳩前備中大風洪水 岡 山 1.55 岡
9. 15 備前大風洪水 岡 山1,51 岡
占 22 岡山大水 8
1712 正徳 2 5. 27 同 1,05 岡
西 暦 年 次 月 日 凶 荒 災 嘗 増水の高 備 考
1714 同 4 7. 58 9 同邑岡山大水 旭川京衝1,20吉井川吉井村し芸梁 * 喜 rS1,275( : .-:≡. 岡
1715 同 5 6. 18 l備前大水 慈
1716 同 d 占, 8 同 岡
1720125 享保 5同 d710 5, 21 高梁川洪水 倉
5. 28 岡山大水 岡
牌 7, ll 備前大風洪水 岡
閏 7. 15a 24 偶作全域大風洪水備前 風洪水 上
7. 19 岡山大水 1.05 岡
9. 4 同 1,02 間
1728 同 15 A, 5 同 1.10 岡
172951 同 146 7. 15 同 1.80(芸: .I,do506 岡
8. 19 備前備中大風洪水 岡,上
9 48 偶作全域大風洪水備前大風洪水 ,食上
1752 同 17 閏 5ー 7 岡山洪水西国坦専備作全域洪水 1,05 岡
175845 同 5光保 4. 1 岡山大水 岡
5. 9 備前備中洪水 岡,倉
5. 12 同 岡 山 1,08 岡
a. 2 同 岡 山 1,20 岡
5, 9 1.50
174551 延等 2寛延 4 占. 4 同 1,50 岡
8. 18 同 1,15 岡
8. 20 同 1,22 岡
陶d.20 .15
1752 宝暦 2 8, ll. 21 司 1,5506 岡
1755 同 5 高梁川出水 こヒ【コ
8 同 8 同
1760 同 川 5, 21 同 1,08 岡
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西 暦 年 次 月 日 凶 荒 災 晋 l 増水の高 傭 考
17628 同 12明和 5 7. 16 福梁川出水 f 1.50余 岡
8, 9 同 1.08 岡
5. 278, 1 同 1,10余 岡
1771 同 8 夏 5月より8月まで凡そ100日大早 慈
1772 同 9 傭作全域大風洪水 岡山 55 岡,上 倉
17789 安永 78 6. 25 岡山大水 岡
占, 28 備作備中大田雨洪水 岡,慈
7_ 5開~5. 21 岡山大水 1,10 岡
掛 目洪 高
1781 天明元 備中備前洪水 岡山 5 ,倉
1785 同 5 7- 21 備中洪水 慈
17867 同 67 8, 29 備前洪水 岡山 1.00余 岡
9- 7 岡山大水 1.25 岡
4. d 同 ,1
1789 寛政元 占, 18 備前備中供水 開,育
1791 同 5 5. 18 岡山大水 1,50 岡
1792456 同 4678 7. 2占 偶作全域大風雨洪水 岡山 1.50 岡, 育
9. 9 岡山大水 1,25 岡
占7 )大早魅 港
7. 228 8 岡山大-水 1,00 岡
大早損 慈
5
295. 6 同 1.65 岡
土用前よ12大串 慮
17979 同 911 岡山大水 1,00 岡
678. 19 )大串 慈岡
■ 2
1801 李和元 備前備中大洪水 岡山 1,80 ,港
1802 同 2 8. 7 岡山大風雨駄水 1,50 岡
18067 文化 5同 4 567 ､書早損㌔ 慈
( 1′
d 和気郡大風雨
180811 同 58 5. 29 備前備中大開洪水 岡,上
閏 6. 29 備前大雨洪水 岡
a 雨 岡山 1,50余
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ち
凶 荒 災 害
大字
･LT.,."暴風強雨
同
同
備中大風雨
備作全域冷害多雨
五穀登らず, 8月に至bて飢髄ます
ます甚だしく貧民は草根 笹実 麦
糠等を食ふ
備作全域多雨洪水冷害
飢疫安室,去年凶載 今年飢民流離
し草根木皮を食ふo疫病大に流行し
死者井なし
備前出水
備作全域大洪水
備作全域大風雨大水
】備前大雨脚
大地震
同
和気郡大風
撫川洪水
備作全域暴風洪水
? 〕? 】? 〕? ?? ??? ?㌣ ? ? ??????? ?
?
???
?
??
証 1) 備考欄の｢岡｣はF岡山県水音史上｣,｢倉｣はr倉敷市史｣,｢上｣はF上房郡蔑J,
｢小｣はr小田郡誌｣,｢都｣はF都窪郡誌｣,｢盲｣はr吉備郡史巻下｣,｢慈｣はr
岡山県下にかける慈沓救済史の研究』,｢高｣はr高反別替1帳J(明治 5年,太田家文
春 )のことである｡
また,図5-4- 1は川入村における年貢率の変化の様子を表わ したものである｡村高をみると,
江戸時代初期寛文期から天和期Tiでは1180石から1225石までさせざTiで一様ではない. しか
も発永 15年 (1658)･同 18年(1641)の村高は 575石余 1561石と滅石,天和 2年
(1d82)･同5年 (1685)は約 400石ほど蔽石 して 850石ほどである｡だが,元禄期以
後になると･村高は1254石 8斗 8升と一様である｡一方,江戸時代の年貢率の変化をみると,発
永期から元線期までの年貢率の変化は敵 しく,時代をおうにしたがってだんだん安定 してくる｡この
年貢納入状況によD,凶荒 ･災害の程度はこの図から推察することはできないが,村高が滅石された
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年 ･年TT率が低レ､年は何かの凶荒 ･災害を受けたことがわかる｡表 5-4- 1･図5- 4- 1をか9
号ぜて,吉備町を軸 った主を凶荒 ･災iE,LZとその故他状況をみてLJ,きたいo
(a) 寛永期における凶荒 ･災害と救他
励 5- 4- 1をみると,淀永 9年 (1632)･同 12年 (1655)は 5ノ5分 8厘 ･4ツ4分
4厘と低免であるOまた同 15年 (1658)･18年 (1641)は村高を約 80D石ほど淑石 し
て,それぞれの年の村高は 575石余 L561石となっているところをみると,相当の被等を破った
ことがわかる｡ しかし,その原因は判然とわからない｡寛永 19年 (1642)は春からEiにかけて
諸風は稲作悉 く,米価は昇騰 し,餓死者が出たが,川入相にかける同年の免は高いことから,被晋は
僅少であったと考えられる.
(b) 永応期にかける凶荒 ･災音と救他
承応 2年 (1655)の秋からの不作に引続いて,者応 5年 (1654),備融一帯(r-1池田光政を
｢我等一代の大難にて候 ｣と言わせた洪水に教われた｡ 7月 18日大水風雨嘘来,丑 19日は大出水
同22日まで減水しないで,旭川はd〝り昔ど増水 して岡山城本丸の内ぜで浸水したといわれる｡その
被等状況他 流 ･駅 ･破損家は土屋教 459軒 ･歩行ならびに足准崖改 575軒 ･町家 445軒 ･鹿
家 2284軒,流死者壮 156人 流死牛馬 210疋 と滋だしく,光政紘城米を出して救助にあたっ
た｡ この暴風雨は備前一帯だけでなく,r戚有院殿御実紀 jl) によれば ｢去 (七月 )十八日よb
廿日まで両国大洪水にて.水野実作守勝俊所領備扱福山の地一筋石ばか9捌亡 のよし注進あb｣と記
されてVlることからも,備後福山も洪水に見舞われた｡川入村にかける年貢率をみると, 5ツ9厘と
あることからもこの恭風雨により礎等を受けたことを娼づけることができる｡
(C) 延宝期における凶荒 .災筈と救他
覚文 15年 (9月 21日延宝と改元 )5月12日よb雨天, 15日も空比晴れず夜に入るといっそ
う敢 しく降9, 14日は殊に甚だしく,巳の刻(午前 10時 )よD洪水,酉の刻 (午後 6時 )よD惣
石垣へ漏水し,川崎町橋本町へあふれ,亥の刻 (午後 10時 )になるといっそう激 しくなった｡r池
田家履歴略記｣によれば･この水等鶴首状況壮次のようになるC 2)
- 東西大川筋常水二三間半棒編ク御座候
- 本丸之内迄水入申僕
一 棟石垣少々破損八ヶ所内三ヶ所堀端水ク､キ村石
- 堀中-砂入少 埋々 り申候
一 城下町川端石垣並土手崩L;百六拾rLi]
一 士分流家桝家 拾七軒 (中略 )
一 足層流家灘家 七拾三軒 (中略 )
一 町屋流家政家 百拾三軒 (中略 )
一 在々泳家漁家 拭千七百八拾八軒 (中略 )
一 橋流落 四拾五
一 流船 大′]､拾大破
-124-
-
一 東西大川堤切口偶数 弐万九千五百瓦拾三間
一 谷川堆潮留娘井手切 四万八千九拾閣
外二川脇ノ堆村石土手ソサリ多額塩 リ大分御座候赦間数難知俵
- 井Jhl)lト徐石取鳩舶L, 八拾三ヶ所
一 泡切レ並他姓シサリ大鼓iLi 百三拾五 内 五拾六池切
一 凡四万三千六百九給六石余 当荒
- 凡三万武千五百三捨石余 永荒
一 八拾八人 男女死人
一 百三拾五匹 牛康流死
また,相中地方の韻書は r鏡石院殿御架だ.JK. 3)
此十二 ･三日水谷左京禿勝宗 (備中松山の藩主 )所領洪水にて民戸五百二十-,
男女三十四人 牛馬かず しらす溺死す｡
其外備前 ･備後 L播磨 ･因幡 ･発作 ･肥前 ･肥後洪水の由江進あれ
と記されており,また,r愈数市史Jによれば, 4)
高梁川禾官有の大洪水あわ｡向酒韓の醍防決放 して,倉敷全村水中に没 L^ 土砂
の旅人甚だしく,倉漁村に於ては,岱年の収故山畑を徐いては皆無と759,当時
の歳貢 1千石比価忙15石 7斗 5升 1合に成じ (下略 )
とみん 各地は多 くの礎等を破った｡庭瀬領の板倉村も例外で比をく洪水に見舞われたo r吉備郡史
巷下J所城の板倉村の免状vc上ると, 5)
一 高百五拾四石六斗五合 板倉村
内
高九斗八升七合 屋歌
十一二付 設石八升六合
高大拾八石?斗 中田分
六八二村 四拾五石八斗五升九合
但砂入流二付引而
高五拾蛍石四升血合 9万
六三二付 三捨石八斗七升迎合
但砂入流二付引而
福 武斗四升 新開
五二付 遥斗拭升
高 三捨四石東斗三升六合
五五二付 拾六石八斗九升四合
但五朱ノ下引而又土取場共
〆高百五拾四石六斗五合 (下略 )
_125_
とあり,洪水に遭遇したことがわかる｡平兼は渡渉できるほどの水立しかないが,一朝降雨の際には
堆防を励さんばかりの勢いとなる足守川は,この年はあふれ,人家に韻書を及ぼしたo
(a) 天和期にかける凶荒
延宝 8年 (1680)秋の稲作は不作 そのため,早島町においては,天和元年 (1681)の1
月には飢人が出た｡ r岡山腺古文沓粂窮三輪｣には, 6)
飢入坑百九拾八人 救米五石武斗妻升五合
正月廿五日を二月晦日迄 日激三十五日分
但 一日達人二付米五勺ツ､
といっているO飢人に対して1人 1日米5勺という儀か夜救米を施したが,その救助も困窮の前には
焼け石に水といったあbさせであっただろう｡r倉敷市史一lKよれば, 7)
脊飢ゆ,倉敷村飢人 541人に及ぶ
とあD,煉下各地には相当の飢人が出たD
(e)享保期における凶荒 .災害と故地
(i) 草保 5年の早宮
吉備津神社の社寺であった江国翰触 如 ;諦きとどめたr江固持部略日記J(通称r略日記｣)に,
季保 5年(1720)の早着について. 8)
享保五庚子年夏ひて少,凡六十日姓かりてりつつきたるゆん 五穀みのbあしく
凶年にて,万民をやめる事かきbなく,なん義かほし
と記されており,庶民の困窮ぶりが性察される｡
(.ti)享保 6年の水等
享保 6年(1721)の秋,備中地方を頻った大洪水について,江国掃部のr略日記』に詳しく記
録されているので,以下それによって, このときの大洪水の様子をみてみよう0 9)
享保 6年間 7月10日昼 4ツ時(午前10時)とろから東風が吹き始めた｡ 9ツ時(正午 )はじめ
に東風は西風にかわD,その西風の風力は東風の倍もの激 しさであった｡その西風のため,吉備の中
山の松はld0･70本折れ,宮内町の人家が20軒ばかり倒れたが,作物-の彼等はあまbなかっ
た｡
14日は｢′｣､雨かDかbふ9,日もか やゝくほど｣で日はJ感:れて夜に入った｡子の刻 (午前0時)
VCなった頃'｢しきDに雨つよくふD,夜明てもやミかたく,いよいよつよりて大ふり忙なる｡｣
里 15日9ツ時には足守の宮路楯がおちて,通路総をくな9,川下は洪水といううわさか広まってき
た｡日ぐれどきVC去るにつれて,水止はいよい上増 し 高梁川の雛も切れ,とうとう足守川でも三手
(高松 )で姫が 100軒あせb切れ,洪水となった｡｢砂場 (店松町)･三軒屋 (同)床にものほb
けめ,鼓山(高松町 )の各市通牒水あD,津寺村(高松町 )･加茂村(同 )-比通 したへ恥 板倉村
(同)ノ､床より上-のはり｣という状況で,足守川の水は,高松･宮内あたDを湖と化 してしまい,
高松 ･立田村 ･津寺村 ･加茂村 ･板倉村周辺の田畑比 ｢水かしなかれて稲葉ミ-さる番,所により
二日三日水底に有,宮内村の高さ所,稲毛八十八日よbそろそろミ-｣てきた｡ 16日には庭瀬から
-126-
船に乗って宮内村まで見舞いがやってきた｡これは｢古今関も及-ぬ洪水前代未聞の事｣であった｡
17日も同じようを状態が続き, どの村-の交通もとだえたままであった｡
18日になると,水はようやく引き,庭瀬との交通が可能と,t少,庭瀬 ･撫川地方の被害の状況が
わかってきた｡つtb,小西村では大部分の象が床上浸水,川入村も同様で,犬飼源左衛門(犬飼木
堂の祖)の家は｢屋敷たかき故,表の庭へちらちらと水壮しるほとの番となん｣で異常はなかったO
庭瀬町も同様であった｡滞主板倉研肢守昌倍払 ｢との年 5月,家骨をついではじめてか国人を果た
し,かDから庭瀬の国元崖敦に滞在中であった｡洪水壮r御屋敷-も式台までさ -ゝ,巳にさめきの
守様Kも船にて御たちのきある-きよし用意と のゝふ所に｣と氾渡する濁流也 この時22才の所帯
主を舟かせたoJ10)
撫川村もほとんど設水o平野村 ･延友村の家は｢床の上三尺四尺いらさるはなし｣で床上iZ水｡撫
川も｢あらき(荒木 )の下資丁半計かDで什間比かわ西-切｣れ,そのため,｢田地砂入,溢′立毛荒
所産丁三反｣という状態であった｡｢惣而宮内･塵肺の辺よD矢掛 ･八田部 (稔社市)･玉鳩まで舟
にて通路よb外もなし｣で僻中南部は水海となった｡
この年の閏 7月の洪水杜備中地方だけではなかった｡東壮東海,北は山陰,南は四国,西は中国地
方を辿った大規模な災書であった｡
この年にかける川入村の年芹革は4ツ 6厘と平年に比べると仮免である｡これ比国 7月の洪水ve上
る不作に対する藩の故地であると考えられる｡
草保以降の艶水を確か忙帝る記銀は残存 しないか 足守川 ･笹ケ瀬川周辺は毎年洪水に見舞われた
といっても過言では夜かろう｡帝政時代VEおいて,地方の財政吐7t'ん7t-ん窮迫していき.そのため治
水磯概の資用は削られることが多かったb洪水防止のため昨部分的打鍵防偉雷がなされても,大雨の
際にはその堆防備額 も無意味をものであったことが推察されるO
(ii)苧保 17年の蛙音
r岡山県古文昏娘第三輯 ｣ll) に1れば,｢去歓 (草保 17年 )虫附損亡之故飢人段々多候｣と
あり,草保 18年の早島知行所の様子がわかる｡字傑 17年は,｢番から6月にかけて, しばしげ降
雨があって陰湿陰涼,この頃から九州 ･四国 ･中馴 ⊂軸等が起D.漸次稔内-波及して其の筈極めて
多く,(中略 )収梅単作充たざるもの46帝を井する惨状であって,岡山原も不幸其の中に列する状
態であったO(中略)
当時備中の飢人が何程であったか判無とわからめが 何分西国 ･四国 ･中国筋の私領 .旗本領に於
で, 969944人といわれ,備中の一部分である戸川内蔵助(早場知行所 )･戸川左門(芳江知行所 )
･戸川平兵術(中庄知行所 )･池Efl数馬(井原知行所)領分の備中の介だけでもd988人と称えら
れている｡｣ 12)
そのうち戸川内蔵助領分に飢人は出たか 享保 18年正月まで吐｢餓死之者無之｣(r岡山塊古文
香典第三輯J)であったOそこで,戸川内京助は,餓死者が出をt^様に,村役人鑑が相互協力をして
｢給的な用ひ,飢人めくミの志専二相心得DT申儀｣と奨励している｡
また,農民に対して責租の減免を行なう等の故助の手をさしのべたO享保 12年(1727)より
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同 16年(1751)迄 5ヶ年問の平均取箇と同 17年取衝を比軟すれば 表 5- 4- 2の通りにな
る｡
表 5- 4- 2 享保 17年の貢租減額状況
知行所 .料 本 高 米 5ケ年平均取 箇 米 5ケ年平均免 享保 17年取 箇 米 革保 17年免 備考
戸川内緒知行所 5000石 2471石余 4ツ9分4度 1189石余 2ツ5分7厘 慈
戸川左門知行所 SDDO石 1812石 dツ5分4厘 825石 2ツ7分4僅 i
戸 川 内 蔵 助知 行 所 5000石 197占石 6ツ5分d厘 915石 5 ツ 5分 慈
(江)1) 川入相にかける5ケ年平均取箇米 15ケ年平均免は享保 14年不許のため,
4ケ年平均取癒米 ･4ケ年平均免である｡
2)備考欄の｢慈｣･｢青｣は｢岡山県下に於ける慈畢救済史の研究｣Ir吉備郡史巻下｣
のことである｡
-A-,｢#府においてはかくのどとき飢人に対 して救済策を講ずると共に,藷他の領主及び家臣を
も経済的に併せ一救うの要を醒め,同 17年9月本年の収得が平年に比し,半ば以上猟ぜるものに金僻
を貸与することを許 し, 1万石より50万石奴上せで,所領石高の増加するに従って金額をも2000
両以上 2万両迄 9等に分ち,大阪にかいて払渡し,明後 19年よ95ケ年賦にて償渡させることとし,
又,万石以下の士1/Eも相及ぼし, 500石 より90OD石迄所領石筒の増加するK従って,金 70両以
上 1a00両迄 6等に分って僻与,その慣遭年限は蕗債と同様にしたo J 13)
戸川内緒 (軌 "知行所 )･戸川左門 ･戸川内蔵助の旗本も挿借金を仰い危走の金瓶はそれぞれ金千
両 .金六百両 .金六百両であb飢人の絶対数の多いのにもかかわらず,他に比べてその金筋が少額だ
ったの払 他地方に比べて備中地方の被等は僅少であったかもしれない.
このように享保 17年,西国は塊尊による飢願に見舞われたが,その後鯨油や石灰を水田にまいて,
埠の幼虫を殺すことが知 られた｡F近世盛民生清見Jによれば,天明 8年(1 788 )には｢田の首
題徐に鯨油 ･石灰を奨励｣して,蛭による飢餓を防いだ｡
(f) 明和期にかける凶荒 ･災音と救他
乾梅雨畢魅と怒ると凶作で諸国は飢髄になるのが中世であったが,用水堀がだいぶ盤価された徳川
時代に7tってくると,早魅のため大飢城のかこった例は少をくなるO寅卯の畢魅 ･迷慾(明和9)の
年として知られている明和期の飢健は早魅のためにかこった例である0
明和 d年 (17占9)は中国地方一帯の早魁であったcr岡山腺下に於ける慈尊救済史の研究.Jp:
は｢備中倉盛付同省臥専賑窮米を勧進 して窮民588人に大食米を給す ｣と記されてかD,多少の差
はあるが,県下いずれもその筈を被ったOそして, 7年(1770)･8年 (1771)と引き続い
て早魅に見舞われた｡明和8卯年は｢比布迄冊疑此J=両統も無之儀メ- ,当卯年も田畑及早損可申単
二候｣(r倉敬市史(6)j) 14)で, 4月 28Elには村々へ 5ヶ年閲の倹約を命 じた｡
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噛 天明期における凶荒 ･災筈と敷触
近世三大飢髄のひとつと数えられている天明の大飢郷は,場所によっては早等のためにかこったと
ころもあるが 大部分は大給筈によってかこったものである｡とくに,奥羽地方性悲惨を結果を招い
た｡r近世史生民生活史Jによれば,天明5年(1785)は気候不順のため夏作秋作皆無で,薪 ･野
老 ･葛串 も梱りつくし,｢非人乞食尊は限前犬細を輔へ塩 もつけず喰ひ候｣｢在々は押込強盗彩 しく
起D,家内残 らず縛 り俊幸,母物姓申す忙及ばず.家財奪取D,其上家を焼き立退儲邸数多く,此容
共中々尽 しがたく候｣という央況であった｡さらに,食串の施行などをすれ比 我勝ちに先を争って
泣きさけ扶 老弱の昔のl'1った食串を奪いとる者,互い奪い合って帝におちて半死半生の者,打ち禽
いつかみ合い互に庇を受ける者をど修羅道そのせまであると述J-q ｢御城下端々近在の子供を悉く蒋
川-攻込中音数知れず｣｢古来稀をる義払 非人牛周を食ひ候は世に不思議に有償f% 死掛b傭人の
肉を切bQ士をL,格別旨さ味なるよし申候 ｣と懐中を生 じた｡ 15)
また同番所載の｢天明年度凶裁 日記 ｣には｢盟天明IZEl甲辰年,新玉の春にもなれど誰か年を迎へる
経営 もなく,偶々生残る音とても柏も食ひ果て衝も尽き,牛帝･車力 ･簡木坂 ･舘岡 ･菰槌の辺は牛
馬を食ひ,三百余人死VC羽る者助少俵,末は如何あらん,疲れ果たる昔共肥立気力も･ttんに成Dで,
平年の人の如くなb申候,又嬢田 ･家綱 ･紫田辺の下油Dは死たる人を食ひ申候,出崎村の源次雄と
申者の女房布 十四五歳の男子餓死致し候を,女両人にて四日の間にたべ申候｣｢盤田村の支村作か
つき派と云ふ処の長三郎と中音の仲今年十六歳になbLが,旧冬 よb人 を食ひ助命致居候処,頃日母
と妹餓死致し匠を,二十日計Dの闇右母と妹を食ひ候で,骨をば新の代り紅炎き居り候由｣とIlf涙 腺
薗津磯部の乗付が記されている. 16)
さて青傭町にかいても奥羽地方ほ どの修辞はかとらをかったと推察されるが,庶民は困窮に及んた｡
天明2年(1782)は春夏陰棚 雨であって,｢去寅年 (天明2年 )者7万内損之年柄二億処主な
よb引続米偵近年無之高値 (図5-4-2参府 )-而下方童而及難敵簾｣ 17)(r御領舟諸〆並倹
約御定幌J天明五年)とあD,天明5年(1785)7月には倹約令を出 したQ
また書絹町の燐の早嶋町においでは,同 6年 も笹 T2月12日,｢備中高松花房左京殿御儀鉄 棒
字耶箕的村百姓徒党巌働之租 津南郡今保村役人 ′注進遥 々申越｣(r天明六丙午碑,備中高松 ･備
後福山 .備中倉汲百姓激動一件御厨方下鵬J,r岡山原下に於ける首巻救済史の研兜｣ 18) とあD,
備中･僻後の良民が贋撰するのが多 くなった｡それ払 このよ)を飢雑によb米価は昇騰 し庶民はい
よいよ窮乏 し その上米椴などを見占囲監する青も出現するように丑D,｢打ちこわし｣･｢強訴｣
等の衝動をお.こすことになった｡翌天明 7年忙比｢天明の打ちこわし｣と称される麿動が江戸 ･大阪
糾j:じめ各地でかこったo
b) 天保期にかける凶荒 ･災尊 と救他
近世にかける大飢餓は夏まで雨が降b続き,涼 しい堤 を迎えた年にかこっているOこうした年忙壮
原北地方は大冷害忙見舞われ,米の収唖は甚だしく滅少 し,飢舗 となったo天保の大飢厳 もこの 1例
である｡
天保 4年 (1855)は天保の飢髄の始まDといわれ,春気候不順,夏は陰掠,綿入れを潜る時も
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注 1) r災害の歴史Jより作成 2) その年の米相場は蓉 ･秋の米相
場の平均値である｡ 5) 単位は石当 b銀何匁
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あったという気候であった.そして, このため米は不作となD,米価の昇勝をきたしたよ図5-4-2参
照) そのため酒造高を5分の 1汲石, 5分の2進!)とするという制限が設けられた｡同年 10月22
日,早鴫村外三ケ村の百姓が｢地方役人の斗方慈放二付,其上米高直年貢之沓二付｣強訴にかよんだ｡
だが,撫川役人が｢取禽俵へども支鹿延引二凝相成傭二付暇どるせき'連 作｣百姓どもは鹿瀬観音まで
参ったが,そこで巌川役人に取留められ.庭瀬の新城寺まで連れていき食物を出した｡そして早嶋役
人のうちの用人と代官が百姓を連れて軸ったO (r萌日記 J 脇本家文奄 )
天保5年(1854)比平年作に近かったが,前年の凶作による卵乏のため,酒造はさらに5分の
2滅石となった｡r粛日記Jにはこのことを記して,｢米頗高志二付酒造三歩弐淑石三歩-造 り仰付
俵｣とある｡
天保 6年(1855)も飢髄年と在ったO天保 4年と同様に気候不順であ9, 1月の頃 514月の
ように温和で,草木の顕花をみる地方 もあったO書施町にかいて払 昔から非常に恐れられている災
害のひとつである火災がかこったことがr衝日記｣に記されている｡これを詳し(みてLnけば次のよ
う忙なる｡ 5月15日撫川大儒話 2･5_軒束から出火 し,大橋町両側は残らず焼亡,さらに新地 5･
4軒酪亡あわせて家赦比55･541杵を放いた｡iた, 5月22日宮内で大火事があったOその被等
紘,｢辻/J､路両OrJ不残片山間側半分斗煉失態大路両側五六軒ツ･京劇茂五捨僻斗旋失 ｣した｡焼け出
された青に対して,どのようを救助の手がさしのべられたかわからないが,近年の開封に加えてこの
火執 さらにこれから迎えようとする同d年 ･7年(1856)の凶荒で窮民比困窮のどん底-と陥
っていったO
坪山滞内では,同6年は4 ･5 A6月で晴天の日比わずか42日しかなく,雷でも朝夕吐袷や綿入
れをさていたといわれ,せた個醐 地方で壮土用に坦蝿をする家もあった.そ して 7 I8月壮各地で洪
水.農作物は不熱と夜i),諸物価にも影噂を及ぼした｡天保 4年以来の生活苦を重ねた窮民たちはLl
野に自生する植物を食料としていた.津山滞円では変棟忙葛根をまぜてたんとにして食べたb,木の
実や茸の根をとってわずかに飢えをしのいだO
亜 7年も同様であった｡備前一帯では作柄壮 5分以T,r都銀郡藍Jによれば｢五穀登らず 8月に
至りて飢感ますます甚だしく,貧民は草根 ･密集 ･変軽等を食ふ｣とあ9,常食としていた食物はす
でに食べつくし,はこべ ･よめ孜を始めとし,確 ･m ･億 .竹の輿 ･革の英一草の根さらycJFr柳の托･
藤の粟にいたるまでロVCした｡当時の備中の夫食状況を記すと.次のようになる｡ 19)
英断仕様｡わらを細く短 く切て,よ(hD.夫を白にてはたぎ,肺にかけておろ
し,′J､変粉か否変の筋か しいを米の掛か 何にても五穀の粉をまぜてねD,節
の棟VCして宙げにてむして,味噌をつけて喰ふべし｡麦の粉杯変る分立は半分な
らば般上をD.三分位はまぜねは餅に丸めがたLo是もねb水は米汀よろし｡麦
' しるもた のゞ水よりは宜 LoねはDなくては焼きがたし｡むす時は餅の様になる
也O今年天保七年凶作に何て,此青備の園松山の奥本郷(阿哲郡哲多町の内)と
云所私 八田部(総社市の内)の人,九月未に被の村に行Lに,其所の%,珍物
を振舞申さんとて,餅の様なる物を出したり.和らか忙して味悪からずO倹約を
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れば,昧晴は不付と云 りと一色 定めて長壮山分の村独 裁の粉を多く入たるなる
べLo今年は燕も不自由なれば,賓ぬかを唖といふ｡ (中略)
米二合に/｣､変粉一合,白水正札 床吋三十匁 塩少しに掛 大根菜 .芋 ･其外あ
らゆる野菜の干菜何なDとも洞山に入てよく煮うまし置て食へは,一日三人の食
に足れbと云執 此頃よくよくためし試る忙虚淡ならず,味もよくして満腹せり｡
味噌五十匁は分丑過るをD｡塩を加減すべし.此節大根のかぎ葉打すてる者あD .
天の冥加を知らぬ亀 英に怨むべし｡
そして,粗食態食のため,体は骨と皮ばかDに存D,中には全身戯れて死ぬ者もいた.
明けて天保 8年は窮迫の鹿合性ますます加わD,備前帯では村々の手持ち米を調査し,他領売bを
戯禁したが,糞作地方にかいては穀物の見先さがないため,応分金を口にくわえて餓死した老人もい
たOさらに5･4月ごろから熱病が全国的に流行し,その症状は虎魂痢忙似て,伝染性も強く,病死
人は蹴ることがなかった｡
このように県下は肘窮状態に陥D,膏備町も例外ではなかった.
窮民に対してどのよう恵救助が施されたか確かな史料はないが,｢庭瀬滞領内において天保 7年秋
よi)句常を発き,之とあわせて有志の出現を求めて鋸の焚出しを行なったQ｣ 20) また･｢救助米
の支給についても白昼公然と度受するがどときこと壮なかった忙相違ないO撫川村にかVlても安米を
男は 1日4合づつ,女性 1日5合づつを5 ･4ケ月にわたり, 白米として米屋から版輝させて,直産
の授受を擬装せしめた様であるQ｣ 21)
(iJ 安永湖における災寄
弟永 7年(安政元年)11月4日,大地鎚が決梅迫.東北 ･四国にわたってかこD,翌 15日にも
尉東大滋災に6-とらぬ大地罪が伊勢湾から九州落部にかけておとD,とくに土佐 ･阿波 ･紀伊の5国
がひどく,大阪湾には大津波がかしよせて流失戸数は1万 5千戸に適 したOこの2度の大地'iS仕｢安
政の大地窯｣ともいわれている｡r都窪郡誌｣に比加川地方にかける地展のことを記して,｢11月
5日晩刻から大地畏あれ 撫川 ･庄地方家屋倒瓜し,地面屯裂 して泥土を噴出す｣とあるo安政 2年
10月2日には｢夜十時頃,中風地方'Kて結珍らしさ大地淫かこD,田畑 ･道路打破日を生じ 家屋
動橋甚だしく倒威せしきもの少75からず.人 皆々崖列に起居したDといふ｣(r小田部誌』)江戸に
かいては.死者 7000人,放映家 14546戸,出火 50余口といわれている.
この大地笹のあと払 地症を防ぐ対策が耕ぜられ,地詔計のひとつの考案が考えられたOきわめて
幼稚をもので,地霞ではけしく振必すると,磁石昨晩いついた鉄釘の類が下へ落ちて音をたてるとい
うものであるQ
(D) 備荒政所制度
従来の傭克救済の方法として,飽民に平年から米の節用を命 じ また凶荒に際しては相互賂力によ
る救助を奨励 したOまた,草保以後よDr般忙社倉の法が行なわれ 雀た天明8年 2月には藻府は郷
倉殴取合を出した.これ比 村々で高100石につき米 1斗,乾碑架の類 2斗づつ作徳の内から出 さ
せ,主な家に貯磯することであb,郷倉比このごろから一般化した｡
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庭瀬洋におVlてみるべきものに矢掛に設直された凍倉がある｡文政 15年 (1850)11月,磨
瀬滞主板倉勝幣は家老森岡廷_忙命じて,矢掛の郡奉行稲垣能兎 吟味役大河内経信,代官相戸邦寛
･沢田長久,凍金貸附下役中語鵠尾尚馨や大庄欝と協力 して,義金を募D,義倉許をつくD,さらに
天保の飢腫vE見舞われ,安政5年(1858)4月に板倉勝全は凍倉を設置させた｡そして,その後
明治8年(1875)のころまで粥民救助にあたってtnた｡｢明治初年の頃の超物は,瓦茸平家の桁
行10軒 .梁行4間位のものT,前後に庇がついて,中松床板張となD,至極頑丈に出来ていた様で
ある｡｣ 22)
逆用状況については,｢明治2年(18d9)5月にかける矢掛町の貯穀状況を要約すれば.
米 三二ロで八六〇俵半
外に三口で二五石
?米 一口で三傑 .
麦 セロで一〇石八斗
外に九口で六二俵
I l
大夏 一口で四俵 IT ･
r
･J､滋 三ロで二七俵
外に一口で三石五斗 r
■
?麦 一口で四斗五升 / ■
麦安 二ロで三石 ■二二
大豆 二ロで七俵
外に一口で一石五斗
･J､豆 二ロで一石一斗
そば 二ロで二石九斗
ひへ 一口で五俵
という様に,米まの外雑敏等が55人の名前で豊嶺されている｡米のどとき高等の500俵,石井の
100俵を始めとして5俵までの格差がついているので,これはおそらく前記の蕗倉等忙全恥棟込み
囲思いたものではなく,保管管理の上からしても,天Jt応急の時の供出hl任折を定めて各自の倉庫串
にそのまま牡いて他の例にも見られるととく｢圃椴帯少証文｣を以て始末したものでは夜いかと考え
られる｡｣ 23)
最後に歳倉跡見帝国を鴇げてかく｡
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図5-4-5 義金跡見取図
小田郡矢掛町大字矢掛字堀1277番地
荘 1) 黒硬勝莫 ･国史大系銅価全輪 r新訂増補国史大系 41番徳川実紀第 4蔚』
(S.40年,吉川弘文館 )p119
2) 吉田徳太郎 r池田家履歴略記上巻J(S.58年, 日本文数出版株式会社 )
P591
5) F'新訂増補国史大系 42巷徳川美紀第 5倍 JP159- PldO
4) 永山卯三郎薯r倉敷市史5｣(S.56年 倉敷市史行委見合 )p150
5) 『音備郡史巷下J(S.15年,岡山県吉備郡教育会 )P5557
6) 藤井政 ･水野恭一餌薯 r岡山県古文香典第三輯J(S.51年,山陽図番
出版株式会社)p454
7) r倉敷市史5 Jp165
8) r岡山県古文甘集第三輯JP578
9) 同前乎p579-P592
10) 藤井厳君r吉備地方史の研究 ｣(S.46年,法蔵館 )p505
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ll) r岡山県古文啓集第三帝Jp455
12) 守屋茂若 r岡山県下に於ける慈専政済史の研究J(S.55*,
岡山県社会歌集史刊行会 )p184.P199
15) 同前甘P190
14) r倉亜市史JP199
15) 児玉幸多者｢近世農民生活史J(S.52年,吉川弘文館)
P516-P518
16) 同前脊 P519
17) r御領分路p'並倹約卿を低 天明5年J(脇本家文8)
18) r岡山腺下に於ける慈善救済史の研究JP226
19) 同前寄P268- P269
20) 同前事p2d5
21) 同前番p264
22) 同前甘P477
25) 同前苛P480-P482
r岡山県水音史上J(明治 54年,岡山県庁 )
r都窪郁恵j(大正12年,分数町都窪郎教育令 )
r,｣､田郡誌上巻｣(S.16年,′1､日郡教育会)
社会法人私立上伊那教育会r上房郡誌.日 大正2年,荘活版印刷所 )
｢高反別甘上傾｣(太田家文事 )
r蔦日記j(脇本家文平 )
荒川秀俊著r災害の歴史J(S.59年,県発行 )
藤井巌他絹r岡山県の歴史J(S.58年,腺発行)
森未森彰 ･菅月圭吾 ･木村礎締r生悟史 日 (S･40年･山川出版社)
(前田 缶士葉 )
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5 庭瀬往来と庭瀬蕃
(イ) 庭瀬往来
(a) 往来筋
図515-1 近世の主要道路と嶺訳
注 (l)r岡山県の歴史 』P599よb転楓 一部補正
(Zl史料 :宝永の備前国絵図,嘉永の備中国検匪L
幕末期の共作国絵図
近世の庭瀬の交通で,陸路においてその中心を夜Lていたのは庭瀬往来であるo近世における岡山
県内の主要道路と宿駅は図 5-5- 1のどとくであったか 岡山城下と笠岡を結んで,脇往登山似通
の南を走っていたのが庭瀬往来で,これはまた,鴨方往来とも呼ばれていた.いせ,その様子をみる
ならば,次にあげた図 5-5-2のととくであった｡
まず,その道筋払 寛政年間,大沢惟月が鋼塊したr吉備温故秘録』によれば,次のととくであっ
た｡
すなわち,栄町千阿弥橋を起 点として,紙屋町一西大寺町一天瀬一束中山下一西中山下の虎口を経
て常盤門を出る-尾上町一常盤町一高砂町一族田町一大gE寺町一瓦町一西川一腰瀬口(組虚数あb)
一大供村 (茶屋多し,戸将大明神 )-西古松町(道よb南に人家あ b)-野田村 (道よb北にあ9)
一今村 (適よ9南にあb)今村官一竹通 し茶屋 (辻村の内 )一辻村(道よ如ヒにあb)一中仙道村 (
道上9両vEあb)1一里塚一両長瀬村(道 よb南にあD)-橋詰茶店 (西長瀬村の内,俗白石の茶屋
-15ムー
一 .- I/ ､- ー ′,す ご.i.1
? ?
?
?
? ? ?
???? ? ?
?
???????〕???
?
?? ? ? ?
??????
? ?
? ??
?
といふ )-白石川橋(御津郡 .浄福郡界をb)-久米の茶店 (久米村の内)-久米村(石表まで四町
四十間)一石表 (備前 .備中国境 )-平野村一庭瀬の各所を通っていた｡(r昔傭温故秘録 ･巻之十
七,官道下JP.1) そして,庭瀬をすきITから松嶋村までについての詳細は不明であるが,松嶋村
以西をみてみれば,松鴨村一三田村一中嶋村一中田和一別府村一西坂村一平田村一子位庄村一川入村
一八王子村一酒津村一成羽川胎渡し一水江村一西阿知厭 (r舌備温故秘録附錦 ･巷之-1 官道1｣⊃.20)
一閃原村一成羽川舟渡し一七島村一也山村一道口村一下竹村一占見新田一占見村一地頭下村一鴨方一
深EEl村一池口村一口林村一笠岡(r吉備温故秘録附録 ･巻之三,官道JIP.4)の各村を通ってVlたo
そのうち,備前国の領域内におけるものは図5-5-5のとおりである｡
図5-5-3 備前国内における庭瀬往来
注 一吉備温故秘鼠 孝之十六官道 (P333)より作成
これによれば,岡山城下,栄町を出発点とし,城内の各町をまわ9.両中山下よb外堀を越えて,
大要寺町から払 概略現在の国道二号銀治いに酉-伸びていた｡図中｢廿日堀｣というの払 ′J､早川
氏にIb堀られた外堀で,現在の柳川蛎に相当してL^るo(藤井酸他編r岡山県の歴史｣P.294)
1た,r書備温故秘録 ･巻之十一.城桁上』(P.249)によれば,庭瀬口東西は大仰 寸の内で.価
中庭瀬への往来退口にあたるところから.俗に庭瀬口と唱えられ,｢北側に足軽屋激六箇所あD ｡ (
内,一箇所城代足軽三十人五箇所二十人組. )南側に足礎屋盛大箇所ありQ(内,四箇所三十人二箇
所十人をbD)この町士屋敦は一軒 もなし｡但,此側東の出口に商家少しあり｡｣と記されている｡
また'境削Ilをこえて備柵 いってからの庭瀬在来払 安永 7年 (1778)の古地図 (脇本氏所
蔵)によれば図5-5-4のどとくであった｡
図5-5-4にかける庭瀬往来は｢岡山道 ｣と記されてV,るもので,焔中国にはいってから払 庭
瀬の御屋敷のほうに向けて丙へほほ一直瀕にのぴ,平野村で北に折れ,中田村で西に折れ 庭瀬町を
東西VC耳いて走っている｡
永山卯三郎編 .昭和 12年発行r吉備郡史｣巻中P.2514によれば,
｢元級十二年六月十六日｣
として,
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-,同年六月姿高初而庭瀬-入部｡
-,庭瀬到君之日領境迄町人並領分遠近庄屋出迎拝伏庭瀬居住執事ヲ始諸士役人等
出迎入部ヲ賀ス｡｣
とあb,藩主が赴任 してくる行列の到着する当日は,全領民は戸を閉ざして家業を休み,町人な
らびに領内の庄屋は.遠近を問わず 備前 ･備中の領境になっている舌側 宮の第-大鳥居付近･まで
揃って出迎えし,路傍に拝伏して敬意を表わしたoそして,庭瀬館邸に卦いては,執事をはじめ,請
士 ･役人等が伺候してその入部を賀し,ついで執塀 ならびに在所に居住している家屋等に拝謁を賜い,
-また,町の年寄や名主ならびに領内の神社 ･寺院および村々の名主らに,いちいち拝謁のあったこと
が記されているO
また,古くは座長 7年(1602)vc戸川氏が入部の時も,町役人が国境の大鳥居まで出迎えてい
るので,山陽大路から分岐して,庭瀬まで道路が通じていたのである.これに対して,岡山城下の大
供から丙へ-直徹に庭瀬城下をすぎて,大橋によって足守川を渡b旧庄村を経て浜の茶屋-通じる田
EB7道が開通 したoすなわち,これが腰瀬往来である｡板倉から庭瀬への道順については記帝が残され
ておらず,時代の進展にともなって道筋も改修されているので判然としないが,古老の説に従えば,
板倉から吉備串宮の社頭をすぎて東山地内にはいb,新宮の大鳥居の前を通って小川に沿って南下し
中田部落を経て入耕した上うであるoLたがって,磨噺の投機は,参勤交代に際しても,板倉へ抜け
てから山陽道を通って過行Lた ことが知 られるO
(b)道路施殻
(i) 渡河施設
庭瀬往来の街道施設として,せず渡河施設をみようO
正保 4年 11月のr備前国道筋井筋道船路帳｣(岡山大学所蔵,池田家文庫 )に払 庭瀬往来とそ
の渡河施設について,次のととく記されているO
-,岡山よb備中境El迄唱里拾五町備中敬庭瀬-出ル道
此内川弐ツ 井継川横長さ四間半深サ弐尺五寸
白石川備艮さ拾八間探サ五尺但シ/J､船人ル
白石揺出水候で落ち優へばかよひ細之候
白石橋は笹ケ掛川にかけられた楕T,長さ52-6m,川の深さ 1,5〃了であった｡そして先のr青如
温故秘銀Jによれば,西長瀬村の茶店と久米村の茶店をむすぴ,御浄郡 ･津南郡界をなしていた｡が,
大川によb橋が放されたならば もう笹ケ瀬川を渡るすべがなかったことがわかるO
また,同じくr備中国道筋搾取道船路順｣(正保 4年18月)によれば,
一･庭瀬よb備前墳日進弐拾町五稔性 此境よb西阿知迄三里弐拾町五十間,
比内河三ツ 庭瀬橋長七聞,は 一ゞ間半,深さ一尺
撫川備長拾弐間,は 七ゞR,蘇卓一尺玉寸
水iI:肘渡広サ什六閥,深サ六尺
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-,西阿知よ銅昏方迄三里弐拾七町
此内川-ツ 何部川広サ三十八問,深書式尺弐寸
坂-ツ 道口5-六町弐拾周
一,鴨方より笠岡迄弐里五拾rtu
此内川- ツ 絵師川広サー簡深さ五寸
とある｡
庭瀬川とは,現在も足守川からの文雄として廃部の市布他にまで流れている-/k路で,現在,大川と
も呼ばれているものである｡従って,庭瀬橋とい5の比 現在の東町と本町の頃にかかる橋で,(lユ1)
の石灯鞄が建てられているそげの僚であると思われるO正僕の頃把かいては億の長さ約 127mで,
川崎 2777,深さ0.5mであった｡撫)J儒 というの払 ｢大橋｣の名で親 しまれていた溝川大橋のと
とで,全長約 5占2m, 幅約 2.1nlであったことが知れるo他 この確払 現在比老朽化のためとわ
され,南忙新 しく橋がかけ られ,せたす ('北には現国道二号徹が足守川を渡っている｡
次の水江胞鼠 河部川とL^うのは高梁川のことT,埋立てによって現在の1うな地形になる雀で払
高梁川は西阿知の北で東西に分流していたoそれぞれ東川 ･西川とエばれていたが,庭瀬在来比梁川
を水江から西阿知へ渡 っていたので,水江船渡と呼ばれていたものであろうOまた,西川は河部川と
いわれ,広さ約 69m,狭さ約 067mの所を徒歩で渡 っていたのである｡また遇口板というの比,
現在の玉島市道口であるO絵師川比 重庄と笠岡の間を流れ神ノ鳥の東-流れ出る川 と思われ,広さ
約 1.8m,深さ約 0.5mである｡
これらによれば,庭瀬往来の備前 .備中両国内に剖する7つの川の渡河施政払 橋が 4つ,船渡が
1つ,徒歩渡が 2つである｡
表 5- 5- 1 江戸初期備前 ･備中の渡河施設
/JI'LT 前 備 中 両 国 合 嘗†
山風 庭瀬往来 その他 計 u膿 諜 その他 計 LL間道 庭瀬往来 そe:他 計
檎 8 2 ー 5 15 1 2 2 5 9 4 15 22
船 渡 1 0 9 10 1 1 ll 15 2 1 22 24
徒 歩 0 0 64 64 a 2 241 249 6 2 507 515
荏. 1) 昭和57年発行r岡山県の歴史JP.400よb転蹴
2)史料 ;正保 4年 r備前国道解せ追伸路帳｣
同 f一価中国道筋搬道嫡純綿 ]
(岡山大学所乱 馳田家文庫 )
5)表中,庭瀬往来にかけるものは,同じ史料によ9,缶者の補足 したも
のである｡
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ちなみに,同じく池田家文庫のr備前鼠道筋井世道舟路帳Jr備中国道衝井灘道舟路傾Jによって,
備前 ･備中両国内の渡河施設の状態をみれば,表 5-5-1に示したどとく,正保 4年,両国で穂は
渡河箇所全体の6% (22)しかなく,しかも,席の40%は山陽道にあったから,それ以外の諸道
ではわずか5%であった｡棟にかわる渡船の施設のある箇所比 24で,橋の数 とほぼ同じであった｡
これ比平常でも通行に不便であるし 増水すると危険でもあ9,通行禁止になることもあったOそし
て,確も渡船もない箇所仕｢徒渡 ｣で,これが渡河箇所全体の 87%を占めていたOこれは渡船よb
一層不便であD,増水した場合の危険度や川どめにそる琴も多かった｡年代の下る忙したがい,橋や
渡船が増 し.徒渡が減少する傾向托あったが,その度合は徴 Jtたるものにすぎをかった｡(前掲 r開
山腺の歴史JP.400)
こうした様子と比べてみると,橋が58%,船渡 し14%,徒歩渡 28%という渡河手段をもった
庭瀬従来は,中道と比Vlえ,街娼施設の面では虐1れた一面をもっていたといえようOを軌 のもに
吐血)在来鮫でみた1うに,西原村から河部川(西IH)を渡るのは,舟渡しとなっている｡ しかしr書
備温故秘録｣は某政年間(1789- 1BOD)に編集されたものであD,正保4年(1647)と
は相当の年代的隔Dがあるので 表 515- 1にはr備中園道筋井世道舟路帳｣の記載 よb徒歩渡に
分類した｡
(ll) 道標
o狭川町の道標
とれ仕約 56C7W角 ･地上高さ189
何て,台石を有 し このあたDでは,
もっとも大きをもので,刻字も立派で
4)D.道標として吐代表的なものとい
,i.エう｡刻字払
西｢吉備津 大阪 岡山｣
北｢金成雁 由加倉しき玉島か盲同
道 ｣
兼｢安政六巳未年星舎九月蓄祥且迎
之 寄附 狭川町 吉岡屋庄苫
仝康右工門 書見屋尊書｣
南｢倉敷住 石工徳松｣
とある｡西面には,上部に,原子を
手に持ってその方向を示 している浮彫
Dが刻んである｡東面の碩手中｢塵舎｣
は秋,｢吉祥且｣はめでたき験とか朝
の異称である｡
なあ 吉岡屋は後述の神岡家であD, 写英 5- 5- 1 狭川町の道倭
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書見屋巻舌仏 袖岡小三郎の二男 ･六三郎であって.書見屋尊書のせ子に75ったO二代目の尊書であ
るo
o大権の東の適榛
足守川にかけられていた庭瀬往来の射 り
大橋 (現在は,老朽化のためとわきれ,蘇
に新しく穂がかけられ また,すぐ北には,
現国道二号線が足守川を渡っている｡)の
あった所から東tn:いった,曲り角の南側に
あるO地上の高さ約 87仰,長方形の石柱
で上部は 擬 顔形をしている｡
簡｢左 於かや摘 みやうち道 青備津
宮 廿町｣
北｢右 た溝しま 下串井道 席 伽山五
里｣
東｢搬迷方 建之 大町氏野崎氏｣
とあるO南面払 現在は家の-いとの間
隔があせbないため競みとれ孜いが,Fき
びのさと.g第 47号 (昭和 57年 5月1日
発行)によれば,｢寛政九(以下不明)｣
とあるので,この道標比 撫川領主四代戸
川連邦の時代, 1797年tn:作られたこと
がわかる｡草字の俊雄を地 でかかれてい 写真5- 5- 2 大橋の東の道標
るが,｢慢迷方｣とは｢行く道の方角に惑
い,迷っているものに｣といったふMEでも解すべきであろうか｡まだ凛だ交通の発遵 していなVl時
代において.いわば地方道であるが.摩御往来をゆききした昔の旅人たちは, この道標の,態をタbT,I
東に商に,往来したことと想練させる｡たた 舛蕃家の大町 ･野崎両氏が,いかなる人物であったか
についてははっきDとはわからをho
o定杭の道標
大橋を渡って南に折れた所 庭瀬在来からわかれて,大内田を-て妹尾 ･早島方面-行 く,三叉路
の西側にある｡高さは地上約 1.5メー トル,台石のある約50C7#角であるo
東｢左 金毘羅道｣
西｢左 岡山 音僻 道｣
北｢右 倉 しき 玉 し柄道｣
南｢明治十四辛巳歳 第一月吉辰観官 寄附方 稚波定五郎 平川源昔 執政藤作｣
と刻んで参る｡
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写実5-5-5 定杭の道標 写束5-5-4 石 灯 龍
(lit)石灯龍
さて,道標とならんT,交通施設として一役かっていたと思われるものに,石灯髄がある｡ これは,
東町の,簸川と庭瀬のさかいを表す境目川の撫川寄D,北側橋詰にあるO蝦上部の宝珠は地袋で墜落
したそうであるが,それを加えれは 地上総高4メ- トルに余る大きな石灯縦である｡軸石の三両に
｢吉備津宮｣｢文化二年乙丑九月吉且｣｢橋本屋青兵術｣の銘があ9,四段の台石の上段VCは｢世話
人 大熊屋｣｢栄誹中｣と刻んであるo当初の目的は,書備経営-の信仰よDであったろうが,よく
暗夜の道案内をなし,遠くからこの光明をめあてとして道ゆく人々の安全を守ることとなったと思わ
れる｡
(C)宿場施設
(1) 郷循 ･はたと
庭瀬往来の中心であった庭瀬城下の様子を
図5- 5-5に示した絵図によって復原して
みようOこの絵図はrきびのさとJJ%.1Dd
(昭和42年4月 1日発行 )よb転載したも
のであるO
原絵図比 155nw四方の色彩を施したもの
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写夷S-5-5 庭瀬の陣屋の町並
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竹 庭瀬藩主戸川土佐守正安琴 の城池を中心に描かれている0年代,作者とも記奴がなく不明であ
るが,絵図の上から推粂し,四代戸川鍵盤助安風が早死し,その弟.玄藩遷鮎の時,城池を分割して
軌 Il領主旗本に転封した,延宝(1a75- 1680)の末頃の作と考えられるとのことである｡
さて,図5- 5- 5のうち,庭瀬の町並みについて取b出したのが次の図5- 5- 6である｡
C L面 ｢ 0亙白玉直
肯｢畜1差ー 2 附
蓬 栄丘l義丑l■l
a.平松又大夫 d.棟木超文毛エr.]
b.児島ヤ惣兵術 e.周柵自玄
C,大兵術 l.角蜘 LS介
図 5- 5- 8 庭瀬の宿場施設
荏(1) カンヌキ
o 高 札
(2) 『庭 瀬城御絵図 』 (作者不詳,延宝末年 と推定 )と
手垣武治写し『庭瀬御娩絵図』(作者不詳,寛文年価と推定 )よb作成
これによれば,庭瀬陣屋町の東西の入bロには高札が設けられ,藩の御蝕を掲示してV,た｡東の高
札場は備前方面から庭瀬往来を行 く人々に,西の高札場は撫)l肪面から往来する人々に,それぞれ,
御蝕を周知せ しめる目的をもっていたのであろう｡また,庭瀬の北に続く村々へ通じる道路5ヶ所に
は･カンヌキが設けられていたO これは,木の門を設けて,日暮れには閉じ 日の出には閃いて,夜
間の出入を禁じ,町内の自衛をしようとしたものである｡すなわち,図5- 5- 6中,カンヌキ1は
川入村からの, カンヌキ2は花尻村方面からの,カンヌキ5は平野村方面からの,夜間出入Dの取締
bVこ備えていたものである｡そして,そうした中で,現在の本町を中心として,旅宿屋や瀧屋敷があ
れ 旅行者の俵を計っていた｡そして,米屋 ･めし千 ･魚屋等の商家が建ちならぴ,西のはずれには
医者も住んでかD,近世にかける繁昌ぶDがうかがわれるo
(ii) 馬継所
r岡山市史｣産業経済槻(P･2D5)によれば.庭瀬往来は庭瀬 ･鴨方を馬継所としていたとあるo
徳川時代には駅制が整備されて･五街道や脇往還にはそれぞれ宿駅が設けられ,そこには定数の人馬
が常備され･人馬継立を行なっていた○宿に払 問屋場といわれる,人馬の継立てなどをする家があ
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D,楕役人の管理下でその裾 を取扱い交通の俵を比かっていた｡ (経済史研究全編r日本経済史辞
典 j昭和 29年日本評論新社発行,上巻P.775,下巻P.1147 )五街道 ･脇往還忙みられる,そ
のような宿駅の′J､規模をものが馬継所であ9,そこでも同様に人馬継立の機能を果た していた｡
fb吉備郡史J巷中,P.2175によれば,
宿方人馬三割増之耕
一 板倉宿,庭瀬町共人馬三割甥銭増,文政元長年御免被仰付尊.同午年迄五ヶ年
相済,未年よ,h亥年五ヶ年再,御免夫 より五ヶ年 ツ･こ前同断｡
(中略 )
一 人馬賃銭辻 庭瀬町 凡何程 内三分一町方-引 三分二郡中
右此分^足米債二仕儀二付人足差出候村方へ割合配分仕過 し申候｡
とある｡よって,文政元年 (1818年)に,は じめて,人馬貿銭が庭瀬町でもそれまでの三割増と
なD,以後, 5年ごとにそれが再配されたのである｡そして,庭瀬町にかける人馬債銭収入総額の内,
三分の一は庭瀬の町方に,三分の二は郡中各村々忙渡され,米で支給されていたことがわかる｡
ここで,はじめて人馬賃銭の5割増がなされた文政元年よDかぞえて, 8度 目にあたる素永 6年
(1855)の党首さによ9,庭瀬よD各所への入鹿賃銭を表にあらわしてみれば,次の表 5- 5-
2のどとくとなる｡
表 5- 5- 2 庭瀬エb各宿への道法と人膚賃銭
｣■′ 庭瀬よb岡山宿 庭瀬エb西阿知村 庭瀬 よb倉敷村 庭瀬よb板倉宿
道 法 2 里 5 里 2里 8丁 1 里
人 足宅 人 元 賃 銭 40文 60文 46文 24文
三割増銭 12 18 14 7
計 52 78 60 51
軽尻馬菅 疋 元 賃 銭 55 90 dD 56
三割増銭 16 27 18 ll
計 69 117 78 47
本 馬宅 疋 元 賃 銭 80 124 90 48
三割増銭 24 56 27 14
計 104 160 117 62
注.1)永山卯三郎構r吉備郡史 J巻中,P2170上b作成
2)三割増に上る改正貿俄は,義永d年 (1855年 )のものである｡
この覚番さには,
右板倉宿往来人馬賃銭三割増願之通敏仰出候同比外之所者右二准シ取計可申候 丑正月
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とある｡ (r吉備郡史 j巷中P.2170)衷 5-5-2に上れば,たとえば庭瀬-岡山間で払 人足
1人についてそれまでは 40文であったのが,その5割の12文が増され,計 52文を支払わねば在
らなくなったのである｡また,碇尻馬 1匹について払 それまでの賃銭 55文に, 5割増の16文を
加えた 69文,本馬 1匹について比 それまでの80文に, 5割増の24文を加えた 108文に,そ
れぞれ,貸俄が増加せられたのである｡
か ここで額倉宿の高札をみれば (r吉備郡史｣巻中P.2169)
-,此度従
公俵割増銭
御免禎仰付候上音年限中御高札之通解銀紙相速諦取之人酎印差支無之様継立
方入念御用達者勿論其外二両茂失礼無之様梅山得取斗且人足馬士共二苛祭申
させ間数候苦心神速之もの雀之者早速可申出速吟味厳敬答可申付節
(中略)
-.往来之旅人苛袈不法之畿在之候共決而喧嘩口論手向等致間数高一雌捨母次第
にかよひ候-其旨可届出番
右之蒋塾可相守もの也
茅永六契丑年正月
とあるのT,人馬賃銭の 5割増が申請通b聡可せられて運賃は改正されたが.それにともなっT,継
立てを入念におこない,失礼のないように心絶 遠反のないように注意するとともに,旅行者に対 し
て払 不法の行為がないよう努めることは勿論,喧嘩口論 をおこさず,サービス向上に努めることな
どが厳 しく取締 られていることが, この高札 よりわかる.
ところで,表 5-5-2の一部を銀に換算 し,白米相当丑を求めれば,表 5-5-5のことくにな
る｡
襲 5-5-5 庭瀬往来における人馬賃銭の銀換瓶 と白米相当丑
庭 瀬 よ b岡山 ( 2里 ) 庭 瀬 よb西阿知 (5里 )
賃 銭 白米相当丑 賃 銭 白米相当丑
人 足壱 人 嘉 永 5 銀 8.匁 584 o升5合9勺 銀 D.匁 576 o升5台8勺// 6 D9 0.4 5 0ー 765 0.6
軽 尻 馬宅 疋 〝 5 0. 509 D.5 1 0. 864 0.8 7J(/ 6 675 0ー dO 1 14 10 2
本 属壱 疋 〝 5 0ー 768 0.7 7 1. 190 1.1 9
荏.表 5-5-2の人馬賃銭をr靴史総覧J(′J､発田淳他監修,昭和41年人物往来社発行 )
P.799,｢金 ･銀 ･銀相場襲｣によb銭から銀に換井し,同P.775｢米相場表 ｣によ
b白米相当鹿を井出 した｡尚,銀 ･銭の相場ほ,京都にかける嘉永 5.6各年の 最高と最
低の平均値を,米相場は,同じく京都にかける各年の春,秋の白米価格の平均値を使用し
た｡
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これによれば,庭瀬よ9西阿知までの5里の道鼓に卦いては,嘉永5年と同6年とでは,^足 1人
について白米約 5.8合が6_8合に,本属 1匹について約 1升 2合が1升 4合に増 しているoこの増加
率をみれば 白米相当丑にして約18%の増加がみられる.これ比 同時期の米相場 (京都 )が,栄
1石につき銀 99∴7匁から112-1匁-と,約 12%の蹄丑を示しているのと比べれば,わずかに高
いので,村方にとって, くらしむきがわずかばかりでもよくなったのではをいかと考えられるOけれ
ども,この差は実生活上においては微々たるものである｡すなわち,人足 1人, 7合たらず,局(杏
馬)1匹, 1升 4合程度の賃銭 しか収入がな1,1ので払 すこしばかb人罵賃銭が増加したところで,
貧困をよぎなくされてVlたことは明らかであろう｡
また,明治5年 8月,庭瀬町年寄,元嶋屋彦四郎 ･日代,脇本栄三よD,磨滞帯宛指出しのF町屋
娘畝高帳』(脇本良平氏J:TT蔵)には,
-,当町継所之偽者人馬語入用郡中構,遠見才領内夫御用通之節,御出張御宿代弁
御用通御休泊御席足銭弐歩方是迄村方江引諮居中侯｡問屋役料之俵者銀百五拾匁
郡中立,往還御用相勅候役料之列,宿村畳連ひ,地子引役科等町方二一切無御座
候｡
とある｡前述のととく,庭瀬牡馬継所として宿駅の機能をもっていたのであるが,その諸入用につい
ては,那 中柵 (郡中の村々全体でその入用をかまえること)であったOまた,遠見 ･才領 ･内天等の
役人が通行 し 人馬を賓する原に払 その宿代と休泊の賄足銭のうち2割を,これまで村方が引請け
ていたのであるOまた,実際に人馬継立の仕事を行売っていた問屋に対する役料は,郡中から銀150
匁が支払われてかD,その他,地子引 ･役料亭も町方からは-切出さず,郡中各村のみから出されて
いたことがわかるo
(111)地子免除
明治にはいってからの庭瀬町の家割とその間口･奥ゆきを示せば,岡 5- 5- 7のどとくである｡
この図には,庭瀬町屋吸のうち,無税地であった所と,微税現地であった所とが区別されているoL
かし.あとに述べるととく,明治5年にはすでに宿駅の地子免除蛙廃止されてかb,との無税地は交
通上のものとは関係のこな･い除地である｡
ところで,地子というのは,徳川時代においては,都府市街屋敷等の宅地に課された正唖で,銭ま
たは銀をもって徴収せられていたoLかし,宿駅に対しては常に手厚い保額が与えられてかD,その
一つとして地子の免除がなされることが多かった｡ (前掲 r日本経済史辞典J上巻P.775,下巻P.
1042)そこで,庭瀬笹束において宿駅の俄錐i･比たしていた庭瀬の町屋敦に対してち,その他子免
除がなされていたのでは75かろうかということか推測されるO
庭瀬における地子免除については,前掲r町屋丑畝高帳J(脇本良平氏所蔵)に吐
右町屋敷地之偽者当御支配地中田村地先二両座長五年戸川肥後守様御代よb御免地
其後戸川主斗棟御代御検地被 仰付畝高軌的故庶軌年貢地二相亀 井時日代七右裾門
又太夫居屋敷御免地二破 仰付 其後久陛大和守様御代FT以前之通御免二相乱 其後
御代啓二相成供碍共御代之町屋敢御除地祇 仰付莫大之 御厚恩難有季存町人一同永
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続仕居申候｡尤御科御代官御支配之節も御免故 仰付俵趣元禄年中御徐也-付,町日
代よ9号を上之写野崎当三郎方確記二御座候｡ト~
(中略)
右之通先年j継所二不抱御除地破 仰付居撮様伝承仕居申候｡往古之御由席相分b不
申｡今般諸道駅々御免地被犀O向後,右御免地租税高を以被下置候御旨被仰出難有仕
合奉有償｡兼而手狭之町方,殊二往遭妨之故諸入用多-/?来難渋罷在候胤 何卒御仁思
之程偏重歓願候｡以上
庭瀬町
明治三庚午年 年寄
元鴨尾彦四郎
八月 日代
脇本栄三
とのべられてVlる.すなわち,庭瀬は座長5年(1a00)戸川肥後守の代よD地子の免除がなされ
た｡その後,戸川主斗の時代に御年貢地と成ったが,その時も日代七右衛門又太夫の屋敷は御免地に
なっていた｡そして,久世大和守の代からは以前のように御免地となって,それ以後bL 代替があっ
てもずっと町屋数妓御除地となっていたことがわかるo
庭瀬は継所というほど大きなものではないけれども,ともかくも御除地にしてもらっていた｡けれ
ども,今度,諸街道の各駅で地子免除ということが展止されるので,庭瀬でも年貢を納めることとな
る｡しかし,御免地であったところは,その租我高だけをくだきるというのであるから,名目上は租
税地となったけれど,実質的には,従来の御免地は,以前のませと同様の恩恵をうけていたことが知
られる｡加 ともかくも,外見上は地子免除はなくなD,すべて御年貢地になったので,図5-5-
7においては往来沿いの町屋敷地はすべて凝現地となってお9,わずかに,土屋数や寺社のみが除地
として記されている｡
庭瀬在来払 大正 15年以後国道に嗣人言九九が,昭和 7年に現国道二号線ができ,再び格下げに
なった.今,これをたどって歩いてみると,陣屋の町並には昔日のおもかげが残され,近世の発展ぶ
りが うかがわれるDそして,東IR:抜けて小川に滑って,田岡の中を抜ける一本道を行けば,昔 この
在来をゆきさした旅びとたちのととがしのばれ,却愁の想いにひたらせられる｡
(｡)庭瀬港
(a) 港の復原
庭湖吐,近世ではすでに海からは隔たっておD,海運はなかったが,足守川とその支流 (大川 )を
利用 しての舟適がさかんに行72われでいた｡
まずf'岡山県央業土木史 J(郷土史家三宅千秋他輸 )P.458- 452 における庭瀬港についての
記載をみると,まず昔時の庭瀬港を,地形上上b内鞍部と外港部に分けている｡そして,内港は現在
は吉備町中田と下撫川所属の地域とが相当 し,今では次第に埋没して,わずかに慶瀬川(大川)と呼
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■し=L
写真5-5-6 庭瀬内港のあと
(埋立てにより巾は半分にせばまっている)
ばれる一筋の悪水川になってしまっ
たo図5-518における,庭勝川
の夕川Ilに撫川の′J､松花をとbまいて
ある帯状の新田と,座敷川の地域と
を合したのが昔の庭瀬港であったで
あろう.また.外港については:,座
長時代においては,座瀬川以東で図
5-5-8に示 した園式部であった
か 元卸初年頃に縦線部は新田に尉
発検地せられて,どt瓦 桟鹿部J{
けが元和 ･寛永時代の外転になった
のである｡そして,庭瀬の 2万5千
分の1地形図に比延友地内に｢妖｣
と記まれた所 (井手の浜 )かあるが
そこが寛文時代せで残った外港で.
そこから奥には′｣､舟のほかは進ぜな
くなったものと考えられるo
r岡山県農業土木史Jには,庭瀬
q])亡和服
団 建水l甥
畠 成文仰
図5-5- 8 庭瀬港と付近の陶発
荏.1)三宅千秋他舶 ｢岡山県曲集土木史JP.451よb転磯
2)もとの囲払 庭瀬地方の航空写其 (福田村役場所蔵)
の説明図(三宅原図)として光悦 れたもの-捲る0
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港について以上のように記述されているO
外港については,確かに,東を備前 ･備中国境に接した社友の地内にある井手浜が中心をなしてい
たと思われる.たとえば,寛文年Fbljと推定の絵図(手盛家治写 し)壬"=は,井手浜と思われる所に,
足守ノ大玖 米是ヨリ朝む 是 よD大坂追海上五十里 長品大船人
といった記述がみられるので,井手浜に比大船も比いってきて,足守でとれた米をここから頼み出す
ことがわかD,物資輸送がなされていたととが知れるO
そして,昭和 58年 7月 1日発行rきびのさとJJ拓61と,難波民次氏F三升橋の由来 ｣によれば,
井手浜に足守帯主木下侯の米蔵崖数があD,ここから船によって上方-積出されていたことがわかる｡
尚,馬の背に米俵をのせて,足守領からこの三升櫛廿で適粧してくれば,倒米政所壮もうすぐなので
定められた避穀料 (一俵について米三升 )が手にはいるそと馬子が喜ん#ところから,この石橋に三
升橋という名称が生まれたとのことであるO礁人もまた,船によって児島湾を横切か,備前九晴海に
董D,そこで本船に乗換えて瀬戸内海への族路についてL^たのであったOこうした舟適は,板倉氏移
封後も賑盛を極めていたものであろう｡
が,半役水門をこえて大川に妓いると,川幅もせばまるので,井手の海から奥-は大船の出入 Dは
困難であったものと思われる｡
庭瀬鳩 については,先のr岡山腺戯菜土木史Jの記職比 近世初期におけるものと思われる｡図
5-5-8にみられたように,寛文年間には鹿渡地方の干拓は大半を終了し ほぼ現在lA:近い地形を
示していたものと思われる｡そして,前掲の図5- 5- 5(延宝年間と推定 )をらぴに,辛直武治等
Lr庭瀬倒城絵図｣(寛文年間と推定)に上れば,鉄道路線 よりかなり北の水路にも｢′｣､船yEて入る｣
との記収があるので,蒐文期以降にかL^て払 すでに近代におけると同様,邸内の北,本町の南側に
あたる浦店と呼ばれていた所の堀の岸壁(図5-5- 9参照)に船をつけていたものと想像せられる｡
そこで,輩者が,寛文糊以降,近代に至るiで.長い間使用されていたと推定する庭瀬内港への航
路について示せば,図5-5- 9のどとくである｡
まずはじめは,図5-5-5ならびに辛壇武治写 しr庭瀬御城絵図JによD,図 5- 5- 9の点線
部の航路をとっていたことがわかる.すなわち,現在は盤められていて通じていをいのであるが,磨
瀬御屋敷の東側の水路密のぼって,現在,碑山神社があるあたDの東から,現西本産業の函-出て,
そこから東に折れて,浦店に出ていたことがわかる｡それが,やがて図 5-5- 9の実線部のような
航路をとるようにをD,その航路が以後ずっと用いられたものと思うOその転換期については確蘭た
る史料はみられない.しかし,図5-5-4にあげた安永 7年の古地図には,すでIj7:当初の水路は記
放されていなho原図は両横にして図5-5-4の 8倍の大きなものであるから,それに記軟がない
ことよD,この時期にはすでに航路の転換がたされて,それ以前の航路はとられなく75:っていたので
はなかろうかということが推測される｡すなわち.文文 ･延宝期から安永 7年までの 100余年間に,
このあたDでも土地が塊立てられて,川幅がせばめられたか,水深が挽くなったことをどのために･
航路が変更せられたも.のと思う｡新航路は,それまでの簡側の流れを逆上って･満山神社の西側から
浦店-と抜けていた｡
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本 町
浦 店
4zF' 外港への航路
ー 内港への案文 .延宝年間頃の航箱
ー 内港への安永期以降と推定の航崩
5- 5- 9 庭瀬港と航路
荘 1) ×qJa)部触 ･経年埋め立てられたもので･すくなくとも究文'延宝朋紬 いては∫
水路が通じていたことが絵図よbわかる｡
2) ｢庭瀬御伽 臥 ､(作者不軌 延宝末年と推定 )と字塵武治写し｢庭瀬御城絵剛
(作者不詳.寛文年間と推定 )A:D作I,k･.
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さて,庭瀬港に馳しての記故をみてみれば,池田家文庫r備中園道筋拝難道舟路帳 』には,次のよ
うに記されているo
船路之範
-,庭瀬内海 船人広四拾五間満塩二薙サ七尺弐百石船迄-
入干塩之時-､猟船もふ入
従って,正保 4年 (1647)以前までは,湖の満ちた時比 200石船ぐらいまでなら入港でき
るが,潮が引けば,猟船程度の′J､船も入らなかったことがわかる｡
またr備中誌J下巻P.2080には,
庭瀬よb延友村舟場迄二十二町o川の広サ四十五帆 潮差引有.今の地形とは少し輿也.
と響かれてVlる.
以上 2つの史料をあげて,r岡山県点薬土木史JP.452には次のようにのべてあるOすなわち,
庭瀬港には正保頃 (1644- 1647)まで200石棟の船が出入Dしたように受けとられるが,
それは年代が少しずれた記愈T,それは寛永初年迄のことであったO庭瀬の石高は,寛永 15年以後
はほとんど増加 しておらず,庭瀬内港には北入江川(大川)を通って,′J､舟がわずかに出入bするこ
とができたに過ぎなかったであろう,と｡
また,r備中誌j下巻P.2101には次のような記載もあるo
庭瀬内海の車 用水銀たこ云岡越前守千原九右前門に命して新閑をなす天正十四年庭
瀬城に居ナと有其頃-海岸に堀を構-しか寛永二-､井手方-堆出来て田野多くされど
入海-所々に湾有て
(中略 ) r
されど天正の頃ノ､大船も出入せしものと見へた9
従って,新開がなされるにつれ大船の出入Dが徐々に困難と夜D,正保年間には,すでに干潮には大
船の出入Dはできなかったようである｡新田開発等が舟運をだんだんと′J､規模化させたものと思われ
る｡
またF吉備郡史j中巻P.2596によれば
庭瀬陣屋敦笹薮唆源記
千歳枯骨 二則
文化乙亥夏四月,備中庭瀬館外之牽,汐土析轟没年久恩水浅,発 民夫堀之,投水落海
潮退,開放之水痕所隈,則不及昔年之半.済根苦菅又随而没三分之=･不能巳大起役
勤単功,深聖二丈余,至西南一所,匪露出一面之大木挽 衆索漠沙泥授之 約東西凡
五丈余 南北二丈許,其両辺又加板,下向開帆 始知海舶襟干此,就某夜之縫所,下
痢片 窒々嵐 或機戎楓 多方借去其半.下骨花白軌 上布白骨一具仰臥,手脚連絡暑
可認其全馳 衆大嘩践板上下往兎 鱒 紗＼杷交下層焚:於派人馬之骸骨従而出,指其滞
髄数之,人骨十三 馬骨九 鋼鉄片 ,々陶器累 々,散在其屯 而,銅有類飽甲之異音,
鉄片亦稀存 (後略)
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とある.すなわち,文化 12年 (1815)4月に,庭瀬陣屋外方の榛が泥土でうも9,以前の半分
vcもみたぬ くらいtrL浅 くなって,′｣､舟でも困るようになったから,潜で比人夫を使って,それを酸渡
したO梱ること6m余 りで,西南の所に一面の大木硬が再出 した｡皆,籍いて砂泥をのぞいてみると,
東西およそ 15m余,南北 6mばかbで,その両操には板が打添えてもあった｡それ蛙,逆にふさっ
ていた舵の残骸で,板を僻次取b除いて見ると,下の方に甘泥白砂が固Tib,その上に白骨が 1つ仰
臥 していた.なおよく調べてみると,人馬の骨が次々に出てきて その乱 人骨 15･尾骨 9 ･ 鋼鉄
片々 ･陶器累々に及んだ｡中に,鎖甲之具と思えるものもあった｡ あるいは 1000年 も1500年
ち,太古のものであったのであろう｡
この舟は,現在大阪城内に陳列されている繰舟 よDは大形で,鋼鉄の武具まであったとすれば,そ
れは平安末あるいは鎌倉初期のものであったのではないかと考えられる.ともかくも,庭瀬は古 くか
ら児島湾内の一大重要港T,人馬をqt･んだ職船までも出入 bした要港であったことがよくわかるので
ある｡(F岡山県農薬土木史JP.455)
写束5-5-7 常夜灯あと
このようVCLて,物資安易のため,多くの船舶が庭瀬内港に入港 したものと思われるが,暗夜に入
港 して くる舟の目当てとなったのが常夜灯である｡これ也 庭瀬城内旋の庭瀬港の東北隅にあったが
rきびのさとJJra81(昭和 40年 5月1日発行 )によれば,創建は不明であるが,文政の頃の改築
と伝えられているけれども,確証のほど比ないとのことであるo
ところで,国務頚夫氏の F舟遇｣によれば,近代にはいって払 米倉で瀬取 bした肥料 ･石炭 ･児
島及び讃岐で生産 した陶器 ･土管 ･薪炭を横んだノ｣､さい舟が,主 として帆と抱 に よって足守川を上げ
潮にのって運航され,浦店へ入港したのである｡浦店にあった常夜燈は,当時燈台の役目をしていた
ものと思われるOまた･移出されるのは稲ワラが主で,半役水門附近K集荷 し 積出されていた｡
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しかし,山陽鉄道が榊過して庭瀬駅がおかれ 瑠送の迅速さと格安さのため,次第に海運はすたれ,
船舶の出入は影をひそめ,浦店のあたりもさびれていったのであるO常夜燈壮やがて,船舶にかわっ
て道ゆく人々の交通安全灯として光Dをともすようになったが,昭和 29年の暴風に被等をこうむD,
やがて,すべて取 D波されてしまったのであるCけれども礎石だけは現在も,庭瀬港あとに残されて
いるO
(b) 問屋,舟と舟荷
脇本家文番のF筒日記J(天保二幸卯歳 正月二十六日再)によれば,野崎家が代 庭々瀬港におい
て,廻米等の荷物を上荷船で受けもって,船開展の仕事を行なっていたことがわかる｡
まず,野崎音蔵が寛政 1a(1798)年戊年 7月に,代官坪井藤八と三宅七右衛門にあてて差出
した口上-屋の桂に,
元碑年中之此ク野崎助三郎浄悦之車夫ク 代々 相称之御用被仰付 只今迄相敷居申侯
とあるので,元醸年中(1688- 1705)の頃,野崎助三郎貞則(浄悦 )が原初に御用を勤め,
以後,代 野々崎家が勤めて寛政 10年までやってきたのであるo助三郎はrきびの卓とJJli14(昭
和54年8月1日発行)によれば,壷模作.寛保 2(1742年 )10月 29日卒と奉9,85歳の
高令で没したとのことであるので,万治2年 (1占59)生まれの人であることがわかるO
そして,文政十三庚寅年 (1805)六月十五日に,野崎熊太郎が御屋敷において申し渡されたこ
とによれば,先祖からよく勤めているが,法令壮もちろん 諸事万端よく守るよう言われているOそ
して,
苗字帯刀之儀者,於巳前御免禎仰居候聞,共棲租心得可禎在候
とあるので,熊太郎以前の代にかいて苗字帯刀が許されてかD,野崎家が領主よb格別のとbたてを
うけていることがわかるOただし,年鎖と五節句 (入日,上巳,端午,七夕,黍陽)には御屋激にゆ
き,その礼を申しのべねばならぬことを言われている.
また,野崎太平次(通英,寛政 5年(1791)10月5日生 )が,天保七申(1856)九月に
一,私ら先代夕上荷船弐鍍持来り居中侯処--(中略 )････壱般相休ミ債分,此度 -/rl
相始申出侯-･･(中略 )･- 此段格別;乙阻召を似,御Pg済之旨,伝声被下候-メ
難有仕合償--(後略)
との口上番を差出している｡庭瀬内港'JCはいってくる上帝を横取 D,問屋 よDの借物を出津船舶に頼
送る′｣､船を二腺持っているうち.今まで使用していなかった｢腹をも使おうと思 うO厳重咋勤めるの
で,ど配慮をお願いしたいというのであろう｡野崎家のJ=荷船で井手まででて,入津船舶の上荷をう
けとD,また井手よD出る大船にまで運んでいたものであろう.
また,次のような口上宙もみられるO
-,私見殿か御廻米無用相聞屠申処,文化十二亥十月八日本跡庄次郎-礎仰付
七郎兵衛迄相勤居申候処,同人不1界中,福もヤ重兵術-相顔償二付盃兵術-
被仰付同人相勧居申鼠 然処此度巳前之通b私相求,御用等相勧産額存候二
付 此段格別ノ思召ヲ以巳前之通 り破仰付旨破為下候 -バ雛有仕合鍵存候,
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依之乍恐口上苛 ヲ以車願上候,巳上
酉八月
城戸様
大森様
遠藤様
酉年とは天保 8年(1857)で,これによれば,文化 12年(1815)10月8日,跡式庄次郎に
地米御用をイE附 け,以来,七郎兵衛まで勧めてきたが,七郎兵衛が病気のため,福ちや重兵術に頼ん
で,今は重兵衛が勧めているのであるが,これからはまた以前の通bVC,私が御用を勤めたいので,
以前の通 りに仰付けてはしいと鼠いてている｡従って,七郎兵衛の代の時,一時そのつとめが福ちや
にせかせられた時代もあったのであるoけれど,この時の願いが附きいれられて,同年 10月には,
再び野崎家が担米船問屋を仰せつかっていることが次の文省よbわかる｡
-,酉十月廿八B,御廻米船問屋被仰付侯
-,御米弐百拾俵 御廻米 兵庫渡海ヤ尊五郎渡
右通御公米被仰付値奉受取候,来ル晦日,無相違出帆可仕候,且又,海上念入大切-
廻船可仕儀,御公米未納候-.,I,船頭弁米可仕候-･･(後略 )
野崎太平次
酉十月
大森様
天保 8年に,廻米 20D俵を兵庫の渡海や普五郎-渡すため,今月の51日に出帆するのだが,途中
の海上でも大切に遇び,もし濡米をどで波長を生 じた場合に払 船頭が弁米をするというのである｡
また,英際どれ くらいの廻米を遊んでいたかについてはr寓日記Jvc次の記磯がある.
覚
-,御米三百三拾俵 御廻米
車呂三斗五升六合
貫目拾匹I〆五百日
十一月十五日出帆
文同行
-,米六百億 観l廻米
'/u3,日三斗五升六合 室生丸
貫目拾四rI六百匁 相生丸
覚
-,米六百俵 御廻米
7-絹 三斗五升五合九勺 室生丸
遠藤様 相生丸
戊四月四日請
文同行
-,米f1八十俵 御廻米
年 目三斗五升四合
戊八月廿八日請
十一月十六日出 大森様
文同行
従って'天保中頃には,舛目にして,三斗五升四合～六合位の御姻米が普通であったようである｡
r蔑日記JvEは次のような口上零もみられる｡
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｢ ■~r
華厳上口上替
-,私義_上荷船所持仕川中出入男物不残様漣居候処,近来荷物勝手次第頒出候エ
イも 荷物一向不碍由相成 申候二付難渋仕り亀 井上 上帝残所持仕候二村,
為御迎上毎月弐拾匁,其外御用無賃二両相勤居中億間,何卒御序御上様御威
光ヲ以,御節分中荷物川中出入之義何二不寄上荷船二而横取候様被仰何故為
下候-パ難有仕合奉有償 尤薪問屋-別殊二御座候間,高瀬船入込候轟 -不
苦存じ車侯得失 僚之荷物者不残上荷船二両触 侯様破イ仰寸被為下候-メ,
冥加金程難有仕合番存儀間,此段乍恐口上1Y以拳銃上候以上
野崎太平二
戊閏四月
御代宮中様 城戸梯 大森様 大森梯-差遣ス遠藤様丸山様
すなわち, これまで野崎家が上荷船をもって出入の商売を残 らずやってきたが,このごろ勝手に荷物
を耕出す昔があって難渋 しているので.迎上として毎月20匁をいただくほかは御用無賃で勤めてい
るので,代官の力をもって,領内の荷物を大川 (度守川 )へ出し入れするには,すべて野崎家の上荷
船で析取 るように言ってほしいということである｡尤 も,薪問屋は別なので,その高瀬船がはいって
くるのはかまわないが,薪のほかの荷物払 上荷物で横取 るようにとbはからってほ しいと願ってい
るのである｡
また,同年九月十一日に払 代官城戸横工D,御公米百八拾俵三斗五升五合妄勺を入れていること
が記載されているO
こうして,野崎家が,庭瀬の内港を利用 して,廻米問屋としての商売を独占的に経営 し栄えていた
ことが推 しはかられるO
図5-5-10 吉岡屋付近の概略図
注.◎のあたDを舟斎場として,書岡屋
が舟連を利用 しての商売を行なって
いた｡
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また庭瀬の水遇は,庭瀬内港の滞店に
問屋が集中していただけで夜く,その流
れの一支流を利用 して,独 自に舟運を用
いて商売を行をっていた者もある｡簸川
の穀商袖岡家は 先に述べた狭川町の道
襟のある角の所に家を構えていたが,古
老の音によれは 西本壷井の所で丙に曲
がって,舟を自宅前の川にまで来させて
いたとのことであるOすなわち,追 (庭
漸往来 )杏-だてた北側に大川の流れが
続いていたのであるが,そこから舟を出
し,またそこまで只い入れた荷を舟で運
んできていたのであるo
写実5-5-8 吉岡屋の舟着場
袖岡家は吉岡屋と号し,主に油の製造を主薬としていたので,そのための原料を入れ, しぼった抽
'JP吸物(栄 )を逓びたすのにとの舟運を使っていたのであるOそのため,舟灘を防 ぐことを且的とし
て,川に北接した所に,舟の神様である住吉神社をまつったのである.尚,成功したのは,守端 (節
助)という人で,袖岡家所有r積善院嘉銘 ,lKよれば,光政 9年 (1797)5月4日生まれの人で
あるので,先の野崎家と比すれば,その歴史壮漢いといえる｡尚,寺岡匿 も領主との関係があD,帯
刀を許されていたとのことである｡
(岡本次郎)
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第 6章 近 代 化 の 胎 動
1 近 代 化 の 歩 み
㈹封建制慶の崩壊
士齢 前藩主山内豊イ乾)建白に基づく慶応三年 (1867)の大政奉還,つづく,王政復古の大号令
によって江戸#府は滅亡したO同時に,このことは鎌倉燕府以来約七青年つづいた武家政治の終わD
であ ったOかくして'無血に主権が交替し虎力棚 与明治元年正月鳥羽 ･伏見の戦いを発端として
戊辰槻争が勃発したO巌応三年十二月陀長州帯から,勤王討#のための出兵を勧告されて,討凍態勢
のも9あが っていた岡山藩は,同年末から亜年にかけて西宮替衛 ｡松山藩征討 ･浄山背その他柵 の
卦勢の審問など,つぎつぎと朝廷からの命を受け,それらを果してい ったOとのときの'庭瀬帝や戸
JI掛 目領の動向はいか様であ ったろうか｡『岡山腺の歴史』には･｢明治元年正月に岡山滞主から征
討大総骨仁弄時 宮への届け出によれば,足守 (木下氏)･岡田 (伊東氏) ･庭瀬 (板倉氏) ･新見
(幽氏) ･域尾 (蒔田氏)の措藩,および成羽 (山崎氏) ･瓶川 (戸川氏) ･高也 (花顔氏)･三須
(詩EEl氏)の給知行所は,かねてから岡山帝に依観するところがあ ったが,今回いずれも勤王に他意
はないと申し出ているので,その夷効をにぎるため托.岡山帝の松山征討および津山韓取締まbVE参
加させているのであるO (生り ｣と,記卓れているOそこで,この点をさらに詳細にみるため'太
田家所蔵の史料によって,戸川梅川領の動向を,また,上坂家所蔵の史料によって,磨瀬藩の動向を
みてみよう｡
まず,戸川施用領の動向については,慶応四年正月の口和 連御触啓的嘩』 (旧撫川領中#)rIの庄臣
太田家所蔵)によれば,次のととく記されてLJlる｡
｢以廻文申達候｡然者備前横江万事御依頗相成候付,以来,僻酌様 卜相唱可申候｡御同所御仰付之
家中通行之節者,当御家中同様相心得無礼数間数侯o (中略)此段申達候以上｡
成辰正月廿二日
御代宮 村々町役人中 ｣
と｡これは,備前様-万事御依頼したから,今後は.備前様と申し上げて無礼のないよう托せよとい
う領内へのお達しである｡次のお達し
｢ 正月吉日御遠
徳川轟音天下之形成不碍止ヲ条シ,大政返上将卒聴辞退相原候二付,朝儀ノ上断然朋召候処,唯大
政返上与申而於朝廷土地人民御保不破遊俵而ノ､御璽菜称破為立候二付,尾越三洋ヲ以其実際御訊問
破逝供節,於良書奉具入り候碍共座下金桑之者共凍服不仕方-暴挙仕哉モ難計候ニH,只管幼撫二
尽力仕居候二而尾越.S及言上候間,朝廷ニ-犀耳英二恭慣ヲ致ヌ様二被思召,既二往之罪不破為間
寛大之御処置可被仰 付倣処･豊国故大坂城江弓撤之若紫夕詐諜二両,去ル三日摩下之者ヲ引卒シ剰
新二被造ル会乗等ヲ先鋒 トシ関下ヲ奉犯シ,妙現在庭番反状明白始終奉欺朝廷候段大逆無道,最早
-1ム1_･.
於朝廷御宥恕之道モ絶果不破為碍止追討二禎仰付候｡兵端既二相開候上-敗徒平治万民塗炭之苦
ヲ被 為政鹿叡 庸二候間,今般仁和寺征討将軍仕候二村而-･是迄愉安怠惰二打過或者両端ヲ
抱キ候著者勿論,風 合賊徒二従候増代臣下之者二候 卜茂悔悟憤開国家之為尽忠之志有之候鍵者,
寛大之思召ニモ御採用可禎為在候｡依戦功此行来徳川家之義二付款願之義モ候得者,其筋二寄御
許容可有之侯.然ル二此時節二至り不弁大義叔徒与諜ヲ通シ,戎者潜居為致候得者-,朝敵同様
厳刑二可禎所峡間心得速無之様可致尊.
但,征東大将軍ヲ置候上者何時前件号 令相発-勿清二候得共,ヨ酔 下粗暴之徒蔭蔽二至リ候｡
争哉二彼定離重之思召ヲ以御遅延之鹿,三日夕七日二重l)坂兵日 雄々敗走益出兵 不破得止断然
本文之通被仰出候｡右藩○従吏卒二致迄方向ヲ定メ為天下奉公可有之侯事｡
居正月 ｣
紘,徴用領のみに向けて発せられたものではをく,征討大総督仁和寺宮が諸国に向けたものであろ
うが,天領であった簸川領も,成庶職争Kかいて立場をは つきbさせて朗敵征討に加わるJ:うに,
というか達しと解してもtnhのではなかろうか.
また,下記のか達し
｢以廻文申達候o然者今般備州様御始江従朝廷之御連な与生帳ヲ以被仰出演臥 為心得申達盈候O
向 不々洩様可相触候以上｡
慮正月五日
御代宮 村 町々役人中
および,備前藩へのお達しの写
｢ 御遵可写
備前長州芸州江
今般御復古二村即亥L之処,山陽道へ取明敏仰付候臥 三番共申合作州津山其他諸藩之相乗軌間上
巨細宮上可仕,尚卒忽之鏡-将軍宮へ相伺候様可致御沙汰之尋｡ (後略)
正月十四日
備前少将
征討二被仲村候二付,御紋御旗二流下賜候事
正月
備前少将
備中松山額倉伊賀守御政徳川巌革反逆之蕗挙ヲ助乗,其非天地不可容二村征討之義禎仲村候O且
同国倉敷其外国中足迄幕領之分総而没収可有破仰出候O宜軍威ヲ厳ニシ,速二可秦追討之勅之旨
御沙汰之草｡
正月十一日 ｣
等から･備前藩が勤王の立場で清純したことが伺えるoLかし,戸川氏の配下の者が出兵したとtJ1
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う史料は得られをho
次に,庭瀬藩の動向Kついては,上坂家所蔵の史料 (表叔なし)に次のととく記されている.
｢方今不容易形勢之折柄自然危急之場合二立至 IJ償節,御家族御相続方二モ相拘 り候春モ難計候
二付 今般備州様軟顧脊差出候故,過日御内外之面 々一同下案二而被致披見候通,一昨十七日江
見陽之進ヲ以差出候所,早速御受取相成償聞,此段最知可被致候｡ (後略)
これは,戊辰戦争勃発VE際 して,備前藩主へ款願啓を書し出し受けとってもら ったというものであ
る｡その欺厳春の写が同 じ史料に記されているのでみてみると,
｢庭瀬夕二月十七日備州様-御差出二相成候軟威容等左之通
主人摂津守幾,兼而御末家御同様御取扱硬為成下償所,御先代様御由緒柄之鼓恩召御許容破為成
遺候臥 鮮有仕合車有償.右二就而-在所二相在侯家来共一同,死生存亡奉仕尊命進退可仕旨申
付置候所.今般朝政御一新二相成二村而ノ､,不廷之箇邑進 御々征討可被遊御趣意被仰出候段奉承
知候｡則私共始一同者兼而中村僅候主人之素志相守,勤王之赤心H徹仕侯様車欺顧便所,格別之
以御仁恕御許容額為成下,山陽道御銭鮒 乍州江御出勢之内人数差出儀横車鷲,御指令重要不過之
選 有々難仕合拳有償而,甚少人数二者御座候得共不敬敢出兵為仕候串.=御座候｡然}t,J:寄主人参
江戸表二麓在,兼々朝命遵奉仕適者確然与仕居申席碍共,何分徳川家藤代之農 工御座候而自然此
上如何様之次第二可至モ難計奉有償二付,弥 痛々心仕候間,何卒速二上京仕尊王之微志相立侯様
再三申遭候事二者御座候得共,彼之地之形勢二番容易二上京モ仕栄候義可有之在侯樽,,,主家親
族之内壱^在所江差越可申o然上着右之者越相車シ鋲砕守飛而之志願-ITi仕勤王仕儀様申逝債碍
者,必親族之者早々差向候発 卜奉有償共何分遠路相隔居申義二両何等之返酬モ未無御座,-同苦
慮仕居申務三成行儀共,私共一同.=於而-於当方一同之者ヲ別二相奉シ,摂浄守素意相守勤王之
微志相月シ死生存亡共奉仕尊命鹿念厩二御座候間,何卒此段御憐祭被為下候而主家之名跡相続仕
候様仰付被下置候様,乍恐奉蔚上候間御仁仲之奄只管御執政被仰上可視下候.依之在所居住之家
臣一同泣血奉軟廠候｡
誠恐謝慌頓首勤青
板倉横津守家来
月日 在所話家老 三人印
同家臣一同 ｣
というものであるが,これによD,徳川家鮪代であるがために苦 しい立場Kあb夜がらも,備前藩
主へ依頼したとうD,少^数だけれども作州-出兵し,勤王の志をH徹するという庭瀬帝の内情や
動向がよく伺われるOそして,実際に庭瀬潜は奥羽故地の節越後に出兵していることが,慶応四年
十一月十四日帰京写という『原六月甘二日京都繰出し越後行徴兵五番隊』 Lt坂家所蔵)の印 ,
六名の庭瀬藩士の名まえが記されていることから伺えるOその六名というのは,玉薬′｣､荷駄宿割の
西村長蔵と,第四分隊 (十五^)VE属 している江本利八 ･田口静作 ･難波槌三郎 ･′川島増之助 ･架
安弥平らである｡
以上が,戸川撫旧領と庭瀬藩の維新期 ･戊辰戦争期の劫向である0
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何新政の発足
a禄政解体と士族授産
明治二年六月,政府は,諸藩主にその土地領有と人民支配の権力を天皇KゆずD渡させ,改めて
JE館主を潜知事に仕命した (版籍奉遭)a｢潜知串の家計と藩の財政とは分離され,知事は藩の
現石高の十分の-を家禄として親米で与えられた｡また,大名と公卿の名は廃止されて華族とされ,
｢般廷臣と武士は士族 ･卒の二級K分けられ･その様は大はばに減らされち｣(注 2)しかし･な
お,政府が秩禄として支払う財政支出は大きな負連であ った｡と同時に,下級士族の困窮をきたし
たことはいうまでもないo
庭瀬藩においても同様であ ったらしく,『岡山脱史稽本上』の明治四年五月二十五日の項朋 己さ
れている内容から邸情の一端が伺われる｡それは,庭瀬藩知事板倉勝弘よb上表盲れた ｢先般,更
二番高十分之-ヲ下賜),英二以赦有仕合二幸感碗候O然ル処,退テ熟慮ヌルこ,潜制改革追 士々
卒ノ禄等凍省}ルノ際エアPI),臣独り安然 卜過分ノ家禄ヲ拝腸セ-名分条理不相立,且藤堂殆ン
ト不足アランカト痛苦ノ至二耐ヌ｡凶テ臣在戦中恩賜ノ禄,乍些少八捨石上納仕,卿公解費稗禰二
相危申渡奉有償o此段華厳上候｡以上 L(注5)Jというものであるoまた.廃藩の際には･板倉勝弘
は野知郡を能免され,朝命によって旧館庭瀬の地を去ることになD,数々の記念品を家中の者に賜
っている｡
｢御家中江l'.L'下左-記.}
家老用人江 金蛸,Liii両ツツ
外板用人江 同闘 J.j両ツツ
中小性江 同三拾五両ツツ
御徒士所江 同三拾両ッッ
以格無格江 同廿五両ツツ
其外五両ツツ成四IhJ迄
新兵江EirhJソツ
本桐具足 三拾八領
盈具足 三拾大領
種子島鉄砲 五拾七躍
銘 四拾筋
其他家具数 二々御座候 ｣ (注 4)
同様に･明治四年九月戸川遵敏も旧領撫川の地を鋲るK際して,家中の者K身分に応じて下記の如
くお金を与えている｡
金石弐拾四両二分 森儒 右衛門
同弐拾七両二分 難波葦右裾門
同九拾両 伊達槌五郎
金首弐拾七両二分 松田元青以下二人
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金官給弐両二分 宮田来聴以下十国人
同九拾両 古田市之丞以下七人
同八給電雨 間日放術
同大拾九両 難政藤大夫以下五人
同五拾五両一分 太田常滑以下三人
同四魔七両一分 船越英･一郎
同弐拾五両 奈良蒐斎以下四人
同弐拾両 植木茂一郎以下三人
同百六拾六両 横田盛弘以下二人
同有給弐両二分 森 功
同五拾五両一分 坂田佐太郎
同大拾九両 佐藤舌三九
合金四千九首六拾七両二分
右之通相渡候皐
辛禾九月甘七日
ここにおいて主従の関係は消波したO
廃藩によって存在東森を失 った旧武士の家禄についての処理政策として,明治九年八月金禄公債証
砺 行条例が発布され,家禄制定が金曝首れるに至 マた.
深津県 (4･11月-5年6月7日庭瀬 ,嵐川はtnyc屈す )においてQi,明治五年四月,文武の職を解
かれた士族の就職奨励について,｢士族-庶民ノ上王立チ,其履行闇ヨリ衆庶ノ嘱目フル所ニシテ,
之力標的クルへキ重キ地位二有之候処,今日文武の常撒ヲ解カセラレ一般自由ノ姿 卜相成候ヨリ'自
然棄暴無忌悼ノ作行二捗り儀テ-以ノ外ノ畢二億0萄モ自省反求致供得-,其ノ身-庶民ノ上二在り
無職ニシテ天禄ヲ賜り候義男二恐入候次第二有之間数故｡然ラ-今日ノ閑職ヲ福地 卜心得,一席ノ帝
励ヲ以益々国礎ヲ盛大ニ3ルノ醤兼ヲ軒シ,或-家禄ア以周旋シ,自由二生薬営ム-,元来赤貧無産
ヨ])家ヲ起-3ノ鹿=商二訣ルへキノ理ナキヲ究メ,各才舟ノ宜ンキ-適シ,実地ノ学ヲ部シ,有用ノ
菜ヲ修メ,卒先鼓舞シテ以テ一般ノ模範 トナリ,題事進歩之功他日ノ謄昇二相顕候碍-,幸二盛朝敵
･ 求々方之際二道過シ,御満足-申迄モ無之,地方官二於テモ聯 力其賓ヲ塞キ可申.就テ-自今銘 注々
意ノ本業架テ東知致懸鹿儀典,此旨不洩城 中遷.別蔽放形ノ通配収シ,戸長々々ニテ取崩メ,当四月
中可差出候邸. (後略il(荘 5) という漁連を発している｡続いて･明治七年二月tK:紘,小田尿か
ら士族遼禄の件について ｢着衆力食ノ見込ヲ以テ祖 々膳社或ノ､一己施行ノ方法等更二可届出候d(注6)
というよう75:主旨の翰連を発すると同時に,士族段産のための宮林払下の件について ｢今般牽士族
百石未満,家禄奉遭願出候者共-,為授産官有,田畑荘荒蕪地山林専地元村方故障触之分,重工任七
御払下二被成下候｡ (中略)成丈不動ノ産ヲ与へ,永久安堵二力食ノ基藤相立億万-勧誘致シ,新二
不墳ノ商事等失脚額之様,地方官二於テ厚ク注意可致 トノ (後略)u(江 7) という布達を発するを
どして,士族の救済を試みたoLかし,授産草葉の-つである興産社についても･『岡山県政史』に
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｢術中賀陽郡の旧庭瀬帝士族六六名が明治十三年に起したもので,琴斎級をおこな ったO無産の者が
多くてその資金に欠乏したので,十三年七月に資金五千円の貸与を政府に出願 したが却下されたO｣
と記されておD,失敗に終 っている.しかも,明治十六年の旧庭瀬帝の生活状況をみてみると'｢(
士族戸数) 167･ (士族人口) 461･ (前途目的ある人口) 5･ (営業生活の巨的夜く漠然日を
捗る人口) 417･ (目下生活に困難を人口) 59J (荏8) となっておD,士族救済の道としての
士族授産が,政府および県の施策上一大間鱈にならざるを得なか ったのである｡
b徴兵制度
です,徴兵制度の楽地になったと考えられている藩政期における鹿兵隊の編成Kついてみてみようo
岡山藩においては,歴応二年 (1866)から明治元年 (1868)ごろまでが,良民 ･町人 ･神官
などを挙用しての民兵の組み立て,および銃隊構成の時期であった.主として村役人 ･上中鹿層の次 ･
三男から戯兵が芽爽されたO もともと臨時に領内の海陸を守衛するのが任務であ ったが,明治元年官
軍が奥羽地方の森府軍を攻めた奥羽戦争には,盤兵のうち212人が参加した｡ こうして,封建軍隊
を補強する一興をになった虚兵隊 (のち桝戦隊,さらK遊杏隊と改称す｡)は,たびたびの航成春を
-て明治二年K銃隊として整備された｡また,慶応三年から藩士を西洋流の銃隊K編成することがす
ナめられ,明治元年四月に一九の銃隊および諸隊がつくられ,英式兵法で訓練されたようであるO撫
川においては'慶応四年十月に出民による疏隊鰐成の通達が出されている｡すなわち,慶応四年正月
の『御遷御触野 口帳』 (旧撫川領撫川の庄駄 田家所蔵)によれば,その通達は,
｢在町 トモ若者之内-両虎隊ヲ挿置強盗其外異変之初防禦可致O右者土地之備迄二俣得者出兵尊者
不破仰付o車乗銘 之々督衛迄之儀二付御苑行者不破下･乍去調柵 古等致シ右隊二加 リ候者 其身
一代帯刀破成御免候.右之通仰出候閣判頭之者 トモ精々周旋致シ,早 銃々隊編成取企候様可致候.
辰十月
というものである｡『岡山県史稿本上』によると,庭瀬帝でも,明治三年十月に兵制が英式から仏式
に改められているO
そして,明治五年十一月に徴兵の詔勅と大政官の告諭が出され,翌年一月十日に徴兵令が公布され,
ここに微細 rJがしかれたO｢これは,たてまえとしては国民階兵であ ったが,かなb広範囲の免役規
定がされていたO結局,徴兵巷れたのは一般士族 ･平民の次男以下の子弟で,とくに曲家作とって有
能な男子労働力を三ヶ年 も賦役的Kとられるのは苦痛であった｡それに.告諭VC｢血税｣のことばが
あったbして･徴兵令発布当初はげしい反対一校もかこった｡｣(荘9) 北条県下にもこの血税敬動
が勃発したOそのため′J､田県では.明治六年六月に徴兵令に関する告諭 ｢先般御布達相成候徴兵令ノ
餐-,臣民挙 ッテ国ヲ保建ヌルノ通議ニシテ,則王政復古,兵農⊥致ノ大典ヲ御施行相成,勅翰ヲ以
テ仰出サル歪大ノ儀二村,其規則詳密 卜錐モ其野領ヲ孝レ-.左二相示ヌ数ヶ条二過キス｡凡全国ノ
男子二十歳ヨ1)四十歳迄ノモノ七年ノ兵徴役二度クト-申条 (中略)席 卜御趣旨ヲ体認致ヌ時-,一
予々メ邪ヲ閉チ姉 ヲ禁シ.流言ヲ未萌二防キ,以テ全国ノ護衛ヲ厚アシ.衆庶ノ自由ヲ遂ケシムル御
仁血二帰ヌル串明了也. (中略)差向徴兵令取扱ノ際二当り,左二示ヌ要領ヲ以テ,各区内末々迄洩
レナク了知セシメ軌 追而統合官負出張検査ノ節･脚 力不都合ノ儀無之様厚ク注意取締可申候SoJ(荘 10)
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Ll
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と記されているo
l 腰七年九月･′｣､田県では第一回の徴兵検査が実施された｡『岡山脱皮稿本上』qCよればその模様は･
｢九月十二日,小田原二於テ第-回徴兵検査ヲ執行,｡重岡南昌院ヲ挽査場二充テ,広島車台ヨl)敬
兵陳陸軍中尉山風衛外数名来煉｡十二日検査開始,十八日こ終ル｡徴兵人見九首九十二人ニシテ,内
常備兵百二十八人,補充兵二百三人合格当塵シ,常鯛兵八十日十五日,区戸長引卒シ広島二入営･70｣
(在 日 )｣と記されているOそして'明治八年陀仏 七年の横査残Dを加えて徴兵換査が実施され
7to『岡山県史稲本下』の明治八年二月十二日の項作, ｢/｣＼田県下二於ケ ル.明治七年検査或及本年
度徴兵受検人員並徴兵普及検査期日左ノ如シ(荘 12)｣として記されているので,庭瀬や撫川が含
まれる地域を抜き出すと,
｢鍵屋郡倉敷検査場
八十一八
四十三人
? ?????? ??
六十七入 内還 買手=人 建郎 β
六十五入 内/諾*買+A_人 下道郡
' 計二百五十六人 種 葦三吉竺十六人
検査日三月二十人･二十一日 ｣(琵 15)
ということである｡
C地租改正
地租改正法は,六年七月二十八日,上鞄を附した太政官布告をもって公布割 LたO法令は, この上
翰･布告およびこれに附阿する ｢地租改正条例｣｢地租改正施行規則｣｢地方官心得番｣の三から在
るO以下において,小田県における地租改正の状況をみていこう.『岡山県政見i匪 よると,｢明治
六年七月の地租改正条例の公布にあた っては.その事薬の着手を暫く見合せ.実地についての庚轟を
大蔵省に問い合わせるをど諸嘩楠を進めたが.同八年vevlたって実施に移したO明治八年三月,地租
改正についての告静を出し,ついで ｢地租改正乗地史故人民心碍方｣を布達した.かくて県下各地で
大鼓醜壷がお こなわれ,明治八年十二月,岡山県へ合併盲れる段階ではほぼ完了し,収棲調査の段階
に入 っていたと思われるoJ(佳 14) と記きれているdこの間の実施例の･また実施される側の姿
勢の一端が,旧都字郡中撫川村の庄屋太田家所蔵の史料から伺われるだろう.
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地価算定の方法については,明治八年三月,｢地租改正実地大出人民心得方｣の中で指示されたO
同時に,｢地租改正蔚手心碍｣を作成し,大蔵省-提出して指示を樽ている｡そして,明治九月一月
二十一日,高崎岡山,県令は旧′｣､EB県下の各区長を笠岡支所に出頭せしめ,白から地租改正の趣旨を説
明するとともに,｢地租改正目的積率｣に連するための旧′J､田県への割合額を示した.これに対 して,
･_Ida-
各区長Gj:連署で ｢御日的御重静の上は必至を以て国禁の為御請申1奉る｣ という諸寄を撞出した｡同
二月一日には'笠岡町威徳寺VCおいて一一ヒ郡八三名の東員が出席 して,地租改正のための区会議を開
r 会し■審議の上.部位等級を決定した｡ しかし.各部の各等級間忙おける平均-反歩に対する差米お
よび差金の番を協定するに当 って結議論紛糾 し.つい忙渡合の裁決を求めたOか くして,各部へ収粗
米･地価額が割当てられ,次第VE,郡づ相へ,村.?地主へと配賦がかこ表われた｡そして.同五月三
十日.高崎県令は地啓改正事務局へ田畑宅地の改正中英終了の旨を申瓦 したOこのよう75,｣咽 県Kか
ける地帯改正事業の衛色の一つは･『岡山膿政見』托上ると,｢県-郡一村の会講が開かれ ここで
郡位一村俊一地位等級が決定され官澱収穫地価を受芳し配布することが行われたことである.J(在15)
と記されておD,さらに,｢そこでは地主蒙朗 は上昇転化 し,地租改正をめぐる階級対立の基本的
隣床は政府二県庁二地主薮魚層対一般姓民の隣係として展開している｡このような小払鼎特有の地弔
改正の行われ方は極めて地主豪農屑陀有利咋展開したとみられるO車乗との結果Qi,良民側の『無代
上地』 (注･所有権の放棄を意味する)の申出として問題化されたO (注 16)｣とも記されてV･る｡
乗際,明治十年十二月三 日,高崎腺令は地租改正車券局総敦大久保利通に宛てて,元′｣＼田保管下備中
国′｣､田 ･後月 ･哲多 ･上房 ･賀陽 ･下道 ･浅口七郎ノ内村教一九ケ村の地租改正額引直しを政府に出
願している｡そして･下記の『地租延納年賦紅型 川 昨 水川の庄屋太田家所蔵)からはrそのよう
i:当時の状況の一端が伺われるだろうO
｢ 地租延納年賦証戟
明治九年分
- 金拾三円八拾二銭四厘 原野我■■
但 明治十四年ヨ7)同三十九年迄廿六ヶ年既壱ケ年金拾三成弐厘苑宋年金八厘滅海年二月醍
上納可仕候
明治十年分
- 金給電円五拾弐盛 岡
但 明治十四年ヨリ同三十九年迄廿六ケ年賦菅ケ年金四拾四銀三厘宛末年金弐厘増毎年二月
限_上納可仕候
合金三拾六円八拾六銭四厘
右者○明治十四年当麻甲○兼八拾弐号ヲ以地税延納年賦印許可相成難有仕合奉有償御成規之納期急
度上納可仕候依是年賦証審差上申処如件
明治十五年
I
備中国都宇部共有開墾地
地主総代
西El村
木村卓治
妹尾崎村
久山久舌
二子村
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